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要旨

児島虎次郎（1881–1929）が、東京美術学校入学当初から生涯にわたって経済的支援を受けていた
大原孫三郎（1880–1943）へと、同校在校時に宛てた書簡40通を紹介する。
これらの書簡は、岡山県倉敷市の大原家本邸に残されたもので、同邸を「語らい座　大原本邸」とし
て運営する公益財団法人有隣会の水島博研究員の調査により現存が確認された。
その内容は、児島虎次郎の足跡を明らかにするのみならず、日本近代美術史研究にとっても貴重な資
料と考え、水島による全文の翻刻を掲載すると共に、公益財団法人大原芸術財団の柳沢秀行による各
書簡の意義と全体への解説を付して紹介する。
主なポイントとしては、児島虎次郎が東京府勧業博覧会美術展へ入選を果たした《なさけの庭》、《里

の水車》の制作過程と、その後、渡欧するまでの児島の動向が把握できることが挙げられる。特に、この
展覧会での成功を契機として5年間の滞欧が実現したと考えられてきたが、その渡欧についてはすでに
児島が強く望んでいたことが明らかとなった。
また、東京美術学校における指導者であり、東京府勧業博覧会美術展審査員でもあった黒田清輝
が、どのような形で、それらの作品制作と同展への出品に関わっていたことも伝える内容であり、このことは、
同展へ《わだつみのいろこの宮》（アーティゾン美術館）を出品しながら、三等末席という低評価を受けた
青木繁との対比を考えるためのきっかけともなるだろう。

	

Kojima Torajiro (1881–1929) received financial support from Ohara Magosaburo (1880–1943) from when he 
entered Tokyo Bijutsu Gakko (Tokyo Fine Arts School) throughout his lifetime. Introduced here are forty letters 
which Kojima wrote to Ohara while he was a student at the art school.

These letters remained at the Oharas’ principal residence in Kurashiki-shi, Okayama, and their existence was 
confirmed through a survey undertaken by Mizushima Hiroshi, a researcher at Yurinkai Foundation, which runs 
the former residence as OHARA HOUSE KATALYZER.

The contents of these letters not only reveal the course Kojima Torajiro followed but are considered as precious 
documents for research on modern Japanese art history. Besides a reprint of the entire contents of Kojima’s letters 
transcribed by Mizushima, Yanagisawa Hideyuki of Ohara Art Foundation explains the significance of each letter 
and provides commentaries on the overall content.

The main points that can be grasped through these letters are the process of the production of Kojima Torajiro’s 
Garden of Sympathy and Watermill in the Village, which were accepted for the art exhibition at Tokyo Industrial 
Exposition, and his activities until he went to Europe. It has hitherto been assumed that Kojima’s five-year-long 
stay in Europe was realized as a result of his success at the Industrial Exposition. However, these letters reveal that 
Kojima had already harbored a fervent desire to go to Europe before that.

There are also descriptions of how Kuroda Seiki, who was Kojima’s teacher at Tokyo Fine Arts School and also 
a judge for the art exhibition at Tokyo Industrial Exposition, was involved in the production of those works and 
the submission of them to the Exposition. This could also lead to a comparison with Aoki Shigeru, whose 
Paradise under the Sea (Artizon Museum) was submitted to the same exhibition but received low marks, the 
lowest third prize.
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大
原
孫
三
郎
宛
児
島
虎
次
郎
書
簡
の
翻
刻
は
、
水
島
博
が
行
っ
た
。
水
島
に
よ
る
【
凡
例
】
も
参
照
の
こ
と
。

柳
沢
秀
行
は
、
各
書
簡
に
、
※
以
下
に
字
体
を
変
え
て
、
内
容
と
注
意
点
を
示
し
た
う
え
、
解
説
を
執
筆
し
た
。

【
凡
例
】

一
、�

史
料
の
体
裁
は
で
き
る
だ
け
原
本
に
従
っ
た
が
、
改
行
は
い
ち
い
ち
指
摘
し
て
い
な
い
。

一
、�

異
体
字
・
俗
字
な
ど
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
除
き
、
常
用
漢
字
・
正
字
へ
改
め
た
。

一
、�

繰
り
返
し
記
号
は
、「
々
」（
漢
字
）・「
ゝ
」（
ひ
ら
が
な
）・「
ヽ
」（
カ
タ
カ
ナ
）
で
表
記
し
、
二
文
字
以
上

の
繰
り
返
し
は
、「
〳
〵
」
で
示
し
た
。

一
、�

史
料
の
判
読
を
考
慮
し
、
適
宜
、「
、
」（
読
み
点
）・「
・
」（
並
列
点
）
を
挿
入
し
た
。

一
、�

誤
字
や
脱
字
・
衍
字
に
つ
い
て
は
、
該
当
箇
所
に
「（
　
　
カ
）」・「（
　
　
脱
カ
）」・「（
衍
カ
）」
と
記
し
た
。

ま
た
、
意
味
不
明
な
箇
所
に
は
「（
マ
マ
）」
を
付
け
た
。
但
し
、
助
詞
や
濁
音
な
ど
の
軽
微
な
誤
り
や
多
数

の
誤
記
が
連
続
す
る
な
ど
、
煩
瑣
に
過
ぎ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
訂
正
を
省
略
し
た
場
合
が
あ
る
。

一
、�

本
文
の
訂
正
抹
消
は
、
二
重
取
り
消
し
線
で
示
し
、
訂
正
文
字
を
右
行
間
に
記
し
た
。
抹
消
な
ど
で
文
字
が

判
読
で
き
な
い
場
合
は
、
■
で
示
し
た
。
ま
た
、
行
間
等
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
文
字
は
可
能
な
限
り
行
間
に

記
し
、
必
要
に
応
じ
て
「
　
」
で
括
り
右
肩
に
（
後
筆
）・（
挿
入
）
な
ど
と
示
し
た
。

一
、
判
読
に
疑
念
の
残
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
右
行
間
に
（
カ
）
と
記
し
た
。

一
、�
封
筒
の
表
・
裏
書
に
つ
い
て
は
、
改
行
を
「
／
」
で
示
し
た
。
な
お
、
書
簡
の
日
付
と
、
封
筒
の
消
印
に
時

間
差
が
大
き
い
書
簡
に
つ
い
て
は
、
柳
沢
解
説
内
で
そ
の
旨
を
注
記
す
る
。

一
、�

書
簡
の
年
月
日
に
つ
い
て
は
、
本
文
・
封
筒
裏
書
・
消
印
等
か
ら
特
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
疑
問
の
残
る
年

月
日
は
、（
　
）
で
示
し
て
い
る
。

一
、�

各
書
簡
は
、
冒
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
、
以
下
、「
F
」
で
始
ま
る
大
原
家
史
料
番
号
と
、
書
簡
の
日
付
を
記

し
た
。
な
お
今
回
記
し
て
い
る
「
F
」
で
始
ま
る
史
料
番
号
は
、
飽
く
迄
も
仮
番
号
で
あ
り
、
今
後
大
原
家

文
書
整
理
が
進
ん
だ
場
合
、
番
号
が
変
更
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
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（
1
）大
原
家
文
書
F-

1
9
9
　
明
治
三
六
年
六
月
三
十
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
侍
史
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
町
／
六
月
卅
日　

児
島
虎
次
郎
」

謹
啓
、

御
高
堂
愈
々
御
多
祥
之
段
奉
賀
候
、

昨
日
、
東
京
な
る
保
証
人
よ
り
、
本
学
年
試
業
成
績
平
均
点
壱
百
点
、
進
級
内
規
に
依
り
、

撰
科
三
年
級
へ
編
入
之
旨
通
知
有
之
候
間
、
不
取
敢
御
報
知
申
上
候
、
先
ハ
当
用
迄
如
斯

に
御
座
候
、
頓
首

　

六
月
卅
日 

児
島
虎
次
郎　
　

大
原
孫
三
郎
様　

台
下

※
「
東
京
な
る
保
証
人
」
は
、
大
原
家
の
奨
学
金
を
提
供
す
る
会
へ
児
島
を
推
薦
し

た
桜
井
熊
太
郎
の
こ
と
。
児
島
の
故
郷
に
近
い
高
梁
出
身
の
弁
護
士
。

　

東
京
美
術
学
校
で
の
、
一
度
目
の
飛
び
級
（
在
学
二
年
目
な
が
ら
三
年
次
に
進
級
）

を
伝
え
る
。

（
2
）大
原
家
文
書
F-

3
0
8
　
明
治（
三
七
）年
九
月
十
四
日

「（
封
筒
上
書
）

播
磨
国
明
石
町
／
相
生
町
中
崎
交
中
館
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
府
南
葛
飾
郡
／
隅
田
村
三
在
百
十
一
長
尾
方
／
九
月
十
四
日　

児
島
虎
次
郎
」

先
日
は
立
寄
り
御
役
介
様
に
相
成
り
候
段
、
深
く
奉
謝
候
、

其
節
御
話
し
被
下
候
儀
、
早
速
其
場
に
て
御
相
談
致
度
存
候
へ
共
、
一
応
考
へ
て
の
上
と

今
日
迄
差
控
へ
、
不
明
了
な
か
ら
手
紙
に
て
申
述
べ
く
候
、
桜
井
氏
は
訪
問
致
し
候
へ
共
、

不
在
な
る
ま
ゝ
別
に
相
談
す
る
必
要
無
之
事
と
存
候
、
余
は
世
界
の
上
に
美
術
国
と
自
惚

す
る
此
日
本
が
、
世
界
芸
術
の
上
に
於
て
何
れ
程
の
実
力
か
あ
る
か
を
思
ひ
考
へ
れ
は
考

へ
る
程
、
実
に
寒
心
の
至
り
に
不
堪
す
（
衍
カ
）候

、
活
き
ん
と
し
て
務
め
候
、
務
め
ん
と
し
て
活

き
ん
と
す
る
理
想
の
下
に
芸
術
の
た
め
に
尽
さ
ん
と
す
る
余
は
、
此
の
幼
な
き
我
芸
園
に

我
一
生
を
終
る
を
恨
む
も
の
に
候
、
世
界
の
上
に
尚
光
あ
る
芸
園
の
存
す
る
を
知
れ
は
な

ら
ん
か
、
余
は
一
度
身
を
芸術界
に
献
し
て
よ
り
神
に
趣
知
ざ
る

は
真
の
誠
の
芸
術
家
た
ら
ん
と
欲
す
る
も

の
に
候
、
神
の
与
へ
ら
れ
た
る
天
職
を
誠
実
に
務
め
ん
と
す
る
も
の
に
候
、
金
を
以
て
本

位
と
さ
れ
た
る
此
の
世
に
芸
術
家
な
る
も
の
は
、
財
あ
る
外
向
上
す
る
の
道
な
き
を
如
何

せ
ん
、
即
ち
研
究
と
は
早
く
云
へ
は
財
を
費
す
の
云
な
り
と
す
れ
は
、
資
な
く
て
はとて
も充

分

思
ふ
ま
ゝ
の
研
究
出
来
ぬ
は
当
然
の
事
な
ら
ん
か
、
余
は
足
下
が
先
日
余
に
話
れ
し
言
を

以
て
、
余
は
大
に
我
神
に
感
謝
す
る
所
に
候
、
芸
術
の
発
達
は
全
く其社
界
保
護
如
何
に
よ

る
の
み
と
は
、
明
に
世
に
歴
史
の
示
す
所
に
候
、
世
に
保
護
者
あ
り
て
こ
そ
、
芸
術
家
な

る
も
の
家
を
忘
れ
、
欲
を
去
り
、
身
を
尽
し
て
斯
道
の
発
達
を
計
る
も
の
と
存
候
、
仏
は

何
か
故
に
美
術
の
旺
盛
を
極
め
し
や
、
全
く
是
に
外
な
ら
さ
る
事
に
候
、
余
は
此
の
仏
に

於
け
る
ル
イ
十
四
世
を
、
此
の我小
な
る
国
の
中
に
神
の
我
等
に
授
け
ら
れ
た
る
事
を
、
神

に
謝
ざ
る
べ
か
ら
さ
る
所
に
候
、
余
を
し
て
資
を
忘
れ
て
専
心
斯
道
の
研
究
に
務
め
さ
せ

ん
と
尽
さ
る
ゝ
足
下
の
高
意
に
対
し
、
謝
す
る
に
辞
な
き
所
に
候
、
余
は
此
の
光
栄
あ
る

生
涯
に
相
遇
し
、
何
を
以
て
此
に
報
ゐ
ん
、
只
後
日
の
大
成
を
期
し
撓
す
屈
せ
す
芸
術
界
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に
尽
さ
ん
と
す
る
決
心
に
候
、

足
下
の
御
意
見
少
し
の
服
せ
ざ
る
所
無
之
、
嘸
国
に
在
る
老
た
る
家
人
共
の
嬉
し
く
涙
と

共
に
悦
ふ
事
と
存
候
、
余
ハ
足
下
の
恵
ま
れ
た
る
学
資
に
よ
り
、
日
々
研
究
し
た
る
成
績

品
は
、
足
下
の
笑
留
に
供
す
べ
く
候
、
さ
れ
ど
見
る
べ
き
も
の
は
、
と
て
も
今
の
中
出
来

ぬ
事
と
御
断承
知念

致
さ
れ
度
候
、
出
来
る
丈
け
骨
折
り
た
る
も
の
数
少
な
く
共
差
送
り
可
申

候
、
学
資
の
方
は
如
何
な
り
と
も
足
下
の
御
考
へ
に
ま
か
せ
可
申
候
、

尚
、
渡
航
等
の
事
は
何
れ
拝
眉
の
節
に
譲
る
べ
く
、
今
の
中
一
弐
年
間
は
学
校
に
学
ふ
べ

く
候
、

今
度
か
ら
の
小
生
の
研
究
の
仕
方
に
就
て
の
考
へ
は
、
午
前
は
学
校
に
通
ひ
、
午
後
は
教

師
の
内
へ
通
ひ
、
又
は
モ
デ
ル
を
雇
ふ
て
教
師
の
画
師室
で
勉
強
す
る
か
、
又
郊
外
に
学
ふ

考
へ
に
候
、
学
資
も
か
く
す
れ
は
今
迄
よ
り
自
然
嵩
む
事
と
閉
口
致
居
り
た
る
次
第
に
候
、

実
に
御
は
づ
か
し
き
次
第
に
候
、

先
ハ
勝
手
な
る
事
の
み
御
依
頼
仕
り
申
訳
な
き
事
に
御
座
候
、
何
卒
不
悪
御
取
計
被
下
度
、

伏
し
て
貴
報
待
入
候
、
頓
首

　

九
月
十
四
日 
虎
次
郎　
　

大
原
先
生　

台
下

福
田
君
は
元
よ
り
一
層
病
気
快
復
し
て
健
康
の
姿
に
候
、

九
月
の
白
馬
会
展
覧
会
へ
先
日
小
女
の
習
作
画
、
人
の
勧
む
る
ま
ゝ
出
品
す
る
や
も
知
れ

ず
候
、
其
後
に
て
宜
敷
候
ヘ
バ
差
送
り
可
申
候
、

※
「
桜
井
氏
」
は
前
出
の
桜
井
熊
太
郎
こ
と
。
福
田
君
は
不
明
。

　

芸
術
の
重
要
性
と
自
身
の
覚
悟
を
語
る
が
、「
学
資
も
か
く
す
れ
ば
今
迄
よ
り
自
然

嵩
む
事
」
と
さ
ら
な
る
支
援
の
要
請
を
願
う
様
子
で
あ
る
が
、
文
面
か
ら
は
、
児
島

の
制
作
品
の
大
原
へ
の
提
供
に
つ
い
て
も
直
接
に
話
が
成
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。

　

ま
た
「
渡
航
等
の
事
は
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
す
で
に
虎
次
郎
の
渡
欧
に
つ
い

て
の
相
談
も
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
3
）大
原
家
文
書
F-

2
2
3
　
明
治
三
八
年
一
月
二
六
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
／
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
御
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
／
林
町
二
二
四
中
川
方
／
一
月
廿
六
日　

児
島
虎
次
郎
」

春
未
た
寒
さ
烈
し
き
頃
に
ハ
候
へ
共
、
御
変
り
も
な
く
御
健
祥
の
事
と
奉
大
賀
候
、

今
朝
、
小
包
に
て
油
絵
風
景
画
弐
枚
差
送
り
候
間
、
御
落
手
被
下
度
候
、
御
高
覧
之
上
、

何
と
か
御
批
評
之
程
願
上
置
候
、

大
き
方
ハ
綾
瀬
の
記
念
、
余
か
庭
前
之
秋
景
色
に
候
、
緑
な
る
は
丸
葉
の
河
端
柳
、
紅
な

る
ハ
雁
来
紅
、
コ
ス
モ
ス
も
あ
れ
バ野菊
も
あ
り
、
調
た
る
花
た
で
も
あ
り
、
遠
き
ハ
稲
田

の
色
つ
き
た
る
積
り
に
候
、

去
年
の
暮
、
仕
方
な
し
に
綾
瀬
を
去
る
の
時
、
描
残
し
て
か
つ
て
あ
り
し
む
か
し
を
忍
ば

ん
も
の
と
止
置
き
候
、

小
な
る
ハ
同
じ
く
綾
瀬
之
秋
月
の
夜
に
御
座
候
、
枠
へ
張
れ
バ
嵩
み
て
郵
送
不
便
な
る
ま
ゝ

出
は
づ
し
置
き
候
間
、
御
落
手
の
上
ハ
、
枠
へ
御
張
り
被
下
度
願
上
候
、
枠
の
見
本
、
先

日
差
送
り
し
分
に
て
、
分
明
之
事
と
奉
存
候
、
競
技
も
前
週
に
て
相
済
み
申
候
、
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此
頃
、
午
後
藤
島
先
生
の
所
に
て
勉
強
致
居
り
候
、
小
石
川
の

植
物
園
か
新
宿
の
植
物
御
苑
か
の美し
き温

室
内
之
草
花
を
写
生
致
度
、
黒
田
先
生
に
許
可
の
手
続
願
置
き
候
、
許
可
さ
れ
た
る
上
ハ
、

少
し
費
用
と
時
間
を
費
し
て
、
大
き
な
物
に
描
き
度
考
へ
に
御
座
候
、

博
物
館
へ
陳
列
の
欧
州
名
家
の
油
絵
之
模
写
の
志
望
も
黒
田
先
生
に
願
置
候
、
右
之
許
可

を
希
望
致
居
り
候
、
真
面
目
な
る
御
陰
で
、
先
生
之
信
用
を
得
、
勉
強
上
・
研
究
上
に
便

利
を
得
る
事
を
幸
福
と
存
居
り
候
、
是
も
全
く
閣
下
之
愛
情
よ
り
出
づ
る
事
と
感
謝
之
涙

に
た
へ
ず
候
、

何
れ
今
夏
休
暇
帰
省
之
節
、
委
し
く
ハ
御
話
致
す
べ
き
考
に
候
へ
共
、
前
途
遠
大
な
る
余

か
希
望
否
天
職
に
就
而
色
々
と
此
頃
考
へ
計
り
居
り
候
、
仏
国
留
学
ハ
余
が
第
一
に
必
要

と
す
る
所
に
御
座
候
、
如
何
に
し
て
も
近
き
間
に
彼
地
に渡航
し
て
、
充
分
の
研
究
を
積
ま

ざ
る
べ
か
ら
さ
る
事
に
候
、
先
日
、
昨巴
里
よ
り

年
帰
朝
さ
れ
た
る
先
輩
に
就
て
、
彼
地
の
模
様
承

り
候
処
、
こ
ゝ
に
閣
下
の
大
な
る
同
情
を
得
バ
、
我
目
的
も
達
し
得
ら
る
べ
く
と
信
じ
申

候
、
如
何
な
る
事
情
あ
ら
む
と
も
、
是
非
共
閣
下
の
御
尽
力
に
よ
り
て
、
此
の
計
企
実
行

致
度
、
嘆
願
し
て
止
ま
さ
る
次
第
に
御
座
候
、
余
ハ
只
神
の
誠
の
心
に
よ
り
、
限8

な
き

8

8

生8

命8

を8

以8

て8

、
限8

な
き

8

8

天
職

8

8

に8

従8

ハ
ん

8

8

と
す
る
外
、
無
一
物
に
御
座
候
、
余
ハ
閣
下
の
あ
た
ゝ

か
き
同
情
に
よ
り
て
、
此
の
高
き
計
企
之
実
行
さ
れ
む
事
を
信
じ
居
り
候
、
其
の
委
し
き

事
共
ハ
、
拝
顔
の
上
御
話
し
可
致
候
、
何
卒
誠
あ
る
馬
鹿
物
と
御
愛
し
被
下
度
願
上
候
、

其
れ
か
ら
、
此
の
冬
の
休
に
ハ
、
都
合
悪
し
く
て
志
を
得
ず
候
へ
共
、
何
時
で
も

休
暇
を
利
用
し
て

旅
行
写
生
を
志
望
致
居
り
候
、
此
の
夏
ど
も
ハ
、
支
那
の
風
景
・
風
俗
を
画
布
に
上
せ
ん

か
と
野
心
を
懐
き
居
り
候
、
日
本
内
地
之
面
白
き
所
に
て
も
可
な
ら
む
、
又
離
れ
の
小
島

等
の
生
活
も
面
白
き
事
と
存
居
り
候
、

其
れ
か
ら
、
甚
だ
我
ま
ゝ
千
万
に
ハ
候
へ
共
、
小
生
の差送
り
候
絵
、
反
古
ハ
取
ま
と
め
て

保
存
致
置
被
下
度
、
余
が
描
き
た
る
も
の
に
ハ
、
如
何
な
も
の
を
撰
ず
、
全
く
余
が
暖
き

愛
を
こ
め
た
る
製
作
物
に
候
、
自
然
は
余
が
妻
に
し
て
、
製
作
物
ハ
皆
余
が
慈
愛
の
幼
児

共
に
候
、

余
が
愛
児
ハ
誠
の
情
あ
る
人
に
捧
る
の
外
、
決
し
て
奴
隷
之
其
れ
の
如
き
金
銭
之
交
換
物

と
は
な
さ
ぬ
考
へ
に
御
座
候
、

勝
手
ケ
間
敷
候
へ
共
、
本
月
分
之
研
究
費
と
し
て
、
前
月
之
通
り
御
貸
与
願
上
度
、
其
積

り
に
て
研
究
致
居
り
候
た
め
、
大
に
差
支
を
来
し
候
間
、
御
高
察
之
上
、
御
承
諾
被
下
度

願
上
候
、
来
月
も
差
送
り
可
申
候
間
、
例
月
の
如
く
御
送
り
被
下
度
御
依
頼
申
上
候
、

何
時
も
何
た
が
訳
の
わ
か
ら
ぬ
事
の
み
申
上
失
敬
の
段
、
御
高
免
被
下
度
候
、
是
で
も
極真面

目
な
る
考
へ
に
候
、
右
御
返
報
待
居
り
候
、

　

一
月
廿
六
日 

虎
次
郎　
　

大
原
先
生　

台
下

※
冒
頭
に
、
二
点
の
風
景
画
の
記
述
が
あ
り
、
東
京
美
術
学
校
在
学
中
か
ら
、
大
原

孫
三
郎
へ
研
鑽
の
証
と
し
て
作
品
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

博
物
館
で
の
西
洋
画
家
の
作
品
を
模
写
す
る
願
い
に
関
わ
り
「
真
面
目
な
る
御
陰

で
、
先
生
之
信
用
を
得
、
勉
強
上
・
研
究
上
に
便
利
を
得
る
事
を
幸
福
と
存
居
り
候
」

と
あ
る
の
は
、
黒
田
と
の
関
係
を
、
児
島
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
が
う
か

が
え
る
。

　

ま
た
「
室
内
の
草
花
」
の
写
生
に
基
づ
く
制
作
を
検
討
す
る
こ
と
を
伝
え
、
黒
田

清
輝
か
ら
「
許
可
さ
れ
た
る
上
ハ
、
少
し
費
用
と
時
間
を
費
し
て
、
大
き
な
物
に
描

き
度
」
の
一
文
は
、
そ
の
場
合
の
費
用
負
担
を
願
い
出
る
伏
線
か
と
考
え
ら
れ
る
。

大
原
孫
三
郎
か
ら
児
島
虎
次
郎
へ
の
支
援
は
、
定
額
継
続
の
み
な
ら
ず
、
発
生
ベ
ー

ス
で
の
追
加
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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な
に
よ
り
注
目
す
べ
き
は
、
児
島
よ
り
、
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
希
望
を
伝
え

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
4
）大
原
家
文
書
F-

3
1
1
　
明
治（
三
八
）年
一
月
二
八
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
林
町
／
二
二
四
中
川
方
／
三
月
廿
八
日　

児
島
虎
次
郎
」

「（
後
筆
）

一
度
読
返
し
候
処
、
文
意
不
明
、
筆
乱
誠
に
失
敬
之
段
不
悪
御
推
演
之
程
願
上
候
、

　
　
　

三
月
廿
八
日 

虎
次
郎
拝　
　

　

大
原
先
生
台
下

　

 

追
啓
、
御
送
り
可
申
絵
画
少
し
延
引
致
す
か
も
知
れ
不
申
候
間
、
其
辺
不
悪
御
承
了
被

下
度
候
」

先
日
来
競
技
引
続
き
居
り
候
ま
ゝ
、
不
本
意
な
が
ら
御
無
沙
汰
致
候
段
、
不
悪
御
海
容
被

下
度
候
、

競
技
も
や
つ
と
昨
日
終
了
仕
候
、
就
而
ハ
今
度
学
校
よ
り
学
術
研
究
之
為
め
京
都
地
方
へ

出
張
を
命
せ
ら
れ
、
昨
日
命
令
書
と
旅
費
を
受
取
申
候
、
今
度
の
競
技
と
此
の
旅
行
と
に

関
し
、
小
生
が
非
常
に
嬉
し
き
感
を
得
た
る
事
、
我
が
理
想
の
実
現
せ
ら
れ
た
る
事
に
付

き
、
少
し
御
話
し
申
上
べ
く
候
、

斯
様
な
る
話
し
は
或
は
閣
下
に
御
不
快
の
感
を
与
ふ
べ
く
も
計
ら
れ
ず
候
へ
共
、
小
生
は

決
し
て
自
慢
な
ど
の
意
味
に
て
語
る
も
の
に
て
ハ
候
ハ
ず
、
我
信
仰
之
あ
る
処
と
芸
術
に

対
す
る
余
が
誠
実
な
る
処
を
、
閣
下
の
美
し
き
御
心
の
内
に
告
け
む
と
す
る
の
み
に
御
座

候
、

本
年
一
月
第
一
回
の
競
技
は
開
か
れ
候
、
研
究
科
は
西
洋
画
の
み
に
て
十
名
計
、
此
時
競技に

加
り
し
も
の
七
名
、
其
成
績
と
し
て
余
は
首
席
に
撰
バ
る
ゝ
の
本
分
を
得
候
、

其
後
の
競
技
は
静
物
と
コ
ン
ポ
ジ
シ
ヨ
ン
の
二
通
に
て
、
各
自
宅
製
作
、
提
出
期
限
は
本

月
の
十
六
日
と
云
ふ
事
で
候
ゐ
し
も
、
何
分
割
合
に
日
数
之
不
足
な
る
故
、
静
物
ハ
描
き

終
へ
居
り
候
へ
共
、
組
立
之
方
は
出
来
る
な
れ
ば
尚
一
日
程
要
し
度
き
事
と
相
成
り居
り候

、

大（抵
カ
）

低
競
技
の
時
、
小
生
は
期
日
を
正
し
く
守
り
学
校
に
差
出
し
、
今
迄
遅
延
等
之
事
御
座

な
く
候
へ
共
、
其
度
ご
と
に
他
の
人
々
之
分
の
出
揃
と
云
ふ
事
無
之
、
又
教
師
も
芸
術
之

事
故
、
然
程
期
限
等
も
八
ケ
間
敷
は
申
さ
れ
ず
居
り
候
、

今
度
も
大
低
そ
ん
な
事
故
、
十
六
日
に
持
行
く
べ
き
を
、
十
七
日
に
描
き
終
て
持
行
く
べ

く
考
へ
居
り
候
、
然
し
十
六
日
に
持
行
き
て
も
競
技
の
も
の
（
即
ち
日
数
を
限
り
て
描
く

事
）
と
し
て
は
別
に
差
支
之
あ
る
程
に
て
も
御
座
な
く
候
ゐ
し
な
り
、

第此
の二

回
の
競
技
に
加
り
し
も
の
は
僅
か
四
人
と
相
成
り
候
、

十
六
日に製
作
品
を
持
た
ず
に
登
校
致
し
候
処
、
四
人
の
内
一
人
の
み
提
出
致
居
り
候
、
他

の
二
人
は
余
と
同
じ
く
提
出
致
さ
ず
、
余
に
語
る
様
甲
も
乙
も
共
に
提
出
す
る
程
出
来
居

ら
ず
候
ま
ゝ
今
日
教
師
に
依
頼
し
て
延
期
を
乞
ふ
積
り
で
あ
る
と
、

時
間
に
於
て
黒
田
教
授
は
来
ら
れ
た
り
、
余
は
此
時
両
人
に
先
ち
代
て
一
週
間
の
延
期
を

乞
ひ
申
候
、
黒
田
先
生
の
告
げ
ら
る
ゝ
様
、
此
度
の
競
技
は
研
究
科
奨
励
之
一
法
と
し
て

優
等
者
に
官
費
製
作
を
命
ず
る
事
と
な
り
居
る
事
に
て
、
其
経
費
の
支
出
の
都
合
に
て
期

日を延
ば
す
事
は
六
ツ
ケ
敷
、
期
限
に
提
出
出
来
ざ
る
も
の
は
致
方
な
く
不
合
格
者
と
見
な

し
、
提
出
あ
る
分
を
以
て
合
格
者
と
な
す
よ
り
致
方
な
き
故
、
君
（
余
）
し
も
今
出
来
居
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る
ま
ゝ
に
て
直
に
持
来
る
べ
し
と
、
余
は
此
時
他
の
二
人
の
未
た
出
来
上
り
居
ら
ざ
る
と

共
に
、
余
の
も
の
も
未
だ
日
数
を
要
す
る
事
を
告
げ
、
奨
励
金
云
々
の
事
に
就
而
ハ
別
に

少
し
の
望
み
も
無
之
、
右
奨
励
金
は製作
品提

出
済
の
前
者
に
授
け
ら
る
ゝ
と
も
何
の
言
ふ
所
も

無
之
、
誠
に
正
し
き
事
と
存
す
れ
ば
、
其
奨
励
法
の
外
と
し
て
、
四
名
の
も
の
ゝ
悉
く
製

作
済
の
上
に
て
公
平
な
る
審
査
を
乞
ふ
事
こ
そ
、
今
延
期
請
願
之
由
な
る
事
を
誠
の
心
を

以
て
告
げ
ぬ
、
此
時
甲
乙
の
友
は
君
（
余
）
之
静
物
絵
な
ど
は
早
や
已
に
出
来
上
り
居
る

事
な
れ
バ
、
余
等
に
対
し
て
遠
慮
す
る
事
な
く
早
速
持
来
ら
る
べ
し
と
、
又
黒
田
先
生へも

余
の
絵
の
出
来
上
り
居
る
事
を
告
げ
ら
れ
候
、
然
し
此
時
余
は
余
が
よ
し
製
作
品
の
出
来

上
り
居
る
に
も
せ
よ
、
此
時
持
来
る
べ
く
余
を
学
校
よ
り
帰
ら
す
べ
く
余
が
本
心
に
命
せ

ざ
り
し
、
黒
田
先
生
も
持
来
る
べ
く
余
に
勧
め
ら
れ
ぬ
、
余
ハ
何
が
故
に
此
の
光
栄
あ
る

奨
励
に
接
せ
ん
と
ハ
な
さ
ゞ
り
き
、
此
所
に
即
ち
信
仰
の
大
な
力
が
よ
く
我
が
心
の
中
に

宿
り
存
せ
し
ば
な
り
、
我
友
甲
乙
の
二
人
の
分
ハ
実
に
此
の
期
限
迄
に
は
見
る
程
も
出
来

居
ら
ず
、
全
く
競
技
に
加
は
る
べ
く
の
資
格
を
存
せ
さ
り
し
事
は
、
余
が
目
に
も
明
か
な

る
所
に
候
、
或
は
此
時
早
速
友
を
思
ふ
之
念
を
止
め
て
持
来
り
し
な
れ
バ
、
或
は
其
の
光

栄
な
る
首
席
を
し
む
る
な
り
し
か
も
計
ら
れ
ず
候
、

さ
れ
共
余
が
本
心
ハ
、
此
の
時
よ
く
も
友
を
思
ふ
の
念
を
断
ざ
り
し
な
り
、
ゐ
か
で
友
を

捨
て
ゝ
我
の
み
此
の
光
栄
を
受
く
る
事
を
快
よ
し
と
せ
ん
や
、
光
栄
は
望
ま
さ
る
処
に
あ

ら
さ
れ
共
、
願
は
く
は
親
し
き
友
と
共
に
均
し
き
光
栄
に
接
し
度
き
の
同
情
的
観
念
の
存

す
る
あ
れ
ば
な
り
、

斯
く
し
■て
遂
に
延
期
は
許
可
さ
れ
ぬ
、
友
は
喜
び
語
し
ぬ
、
官
費
製
作
云
々
之
分
は
提
出

済
の
友
に
決
し
た
り
、
此
の
作
品
に
就
而
余
を
し
て
不
遠
慮
に
語
ら
し
む
る
な
れ
は
、
余

は
其
の
提
出
済
の
作
品
を
以
て
、
よ
く
研
究
科
を
代
表
す
る
程
の
も
の
と
は
思
れ
さ
り

し彼
友
ハ

、
第
一
回
の
競
技
に
も
あ
ま
り
よ
き
成
績
に
て
ハ
無
か
り
し
な
り
、

其
後
余
は
静
物
絵
の
方方
は
描
き
加
ふ
る
事
を
自
分
禁
し
候
、
其
れ
ハ
提
出
済
の
友
に
対

し
、又余
が
製
作
の

出
来
上
り
た
り
と
云
ふ
友
に
対
し
、
よ
く
其
義
務
を
全
ふ
せ
ん
事
を
期
せ
ん
為
め
に

候
、
組
立
絵
の
方
も
一
両
日
を
経
て
描
き
終
へ
候
、
昨
日
友
と
共
に
打
揃
て
学
校
に
製
作

品
を
持
行
き
重
荷
を
お
ろ
し
候
、
今
度
の
競
技
は
か
ゝ
る
始
末
に
て
終
候
、

然
る
に
去
る
廿
四
日
の
夕
、
教
師
よ
り
使
参
り
態
寒々
寓
を訪

問
な
さ
れ
候
ゐ
し
も
、
折
悪
し
く

小
生
不
在
、
何
の
事
か
と
教
師
の
宅
へ
訪
れ
候
処
、
本
夕
君
の
宅
へ
行
たた
の
だ

の
た
、
実
は
今

度
の
競
技
に
就
而
各
科
（
日
本
画
・
西
洋
画
・
彫
刻
）
よ
り
各
一
名
を
撰
抜
し
て
、
学
術

研
究
之
為
出
張
を
命
す
る
事
と
な
つ
て
居
る
の
だ
が
、
此
の
競
技
の
成
績
と
し
て
第
一
回

の
競
技
に
て
撰
定
す
る
考
へ
で
あ
つ
た
の
た
が
、
其
れ
で
或
ハ
不
公
平
な
事
が
あ
つ
て
ハ

と
思
ゐ
、
別
に
第
二
回
を
執
行
し
た
の
で
、
其
結
果実力
の
競
技
が
出
来
な
か
つ
た
の
は
残

念
で
あ
る
所
で
、
君（余
）は

第
一
回
の
時
首
席
で
あ
つ
た
の
と
、
第
二
回
も
出
来
て
居
て
友
に

同
情
し
て
差
し
出
さ
な
む
だ
と
云
ふ
、
其
美
し
ゐ
志
に
感
動
さ
れ
て
、
黒
田
教
授
が
特
に

校
長
に
乞
ふ
て
、
他
科
よ
り
例
外
に
尚
一
人
分
の
経
費
を
願
ふ
て
、
君
（
余
）
を
撰
抜
さ

れ
た
の
で
、
君
は
此
の
光
栄
を
謹
で
受
け
る
べ
き
事
で
あ
る
、
是
そ
れ
か
ら

れ
は
内
端
之
話
で
あ
る

が
、
君
が
製
作
済
に
な
つ
て
居
る
と
告
け
た
友
の
優
し
き
志
に
対
し
て
、
君
が
受
け
る
旅

行
費
の
幾
分
を
割
き
て
、
友
に
謝
し
て
は
ど
う
と
の
黒
田
先
生
の
意
見
で
あ
る
が
と
、

其
翌
ク
日
、
余
ハ
友
の
下
を
訪
れ
、
昨
夜
の
委
細
を
話
し
、
此
の
教
師
よ
り
君
が優し
き美

し
き

志
を
賞
せ
ら
る
ゝ
事
を
心
よ
く
受
け
ら
る
ゝ
な
れ
バ
、
余
ハ
同
し
く
教
師
の
命
に
従
ひ
、

此
度
の
光
栄
あ
る

命
に
従
ふ
考
へ
な
る
故
物
語
り
候
処
、
友
ハ
自
ら
賛
し
余
に
も
其
の
命
に
従
ふ
可

く
勧
め
ら
れ
候
、

昨
日
学
校
に
行
き
、
校
長
よ
り
命
令
書
をと
辞
令
書
を
受
取
り
候
、

私
は
此
時
実
に
嬉
し
く
感
し
ま
し
た
、
私
ハ
誠
に
不
肖
な
も
の
で
ハ
あ
り
ま
す
が
、
自
分

を
忘
れ
て
友
を
思
ひ
、
芸
術
の
真
聖
を
守
た
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
か
く
迄
身
に
あ
ま
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り
た
る
此
の
大
な
る
光
栄
を
受
け
た
る
事
を
、
余
ハ
教
師
が
師
弟
の
間
に
此
の
形
式
的
の

規
立
を
無
視
し
、
其
の
芸
術
上
に
於
け
る
感
操
（
マ
マ
）に

対
し
、
か
く
迄
大
な
る
賞
賛
を
与
へ
ら

れ
し
事
を
、
余
一
個
の
外
芸
術
界
の
為
め
に
深
く
感
謝
し
て
止
ま
ざ
る
所
に
候
、

如
何
に
し
て
小
な
る
此
の
余
ハ
、
此
の
身
に
あ
ま
り
た
る
重
任
（
余
の
身
に
ハ
重
任
）
を

全
く
尽
く
し
終
す
る
事
の
出
来
得
べ
き
か
に
就
き
、
深
く
心
に
苦
し
み
居
り
候
、
さ
れ
共

〳
〵
余
は
余
の
外
に
余
の
尤
も
救
れ
つ
ゝ
あ
る
大
な
る
力
の
存
す
る
を
以
て
、
よ
く
余
が

誠
と
の
真
心
の
務
め
に
対
し
、
大
な
る
保
護
の
あ
ら
む
事
を
信
じ
居
り
候
ま
ゝ
、
此
の
不

当
の
責
任
を
全
ふ
せ
ん
事
を
期
し
居
り
候
、

余
は
此
の
情
あ
る
黒
田
教
授
に
精
神
的
先
生
の
高
き
志
に
謝
せ
ん
た
め
、
昨
日
先
生
を
麹

町
の
黒
田
邸
画
室
に
訪
れ
、
厚
く
其
高
意
に
謝
し
、
併
而
真
面
目
な
る
余
が
務
め
に
於
て
、

此
度
の
模
範
的
奨
励
之
任
を
全
ふ
せ
ん
事
を
断
言
致
置
き
候
、

余
ハ
此
の
間
の
事
に
就
き
、
つ
ら
〳
〵
思
ひ
考
へ
ま
す
、
今
度
の
如
き
実
に
理
想的な
旅
行

に
接
す
事
の
出
来
る
原
因
は
、
そ
も
何
所
に
あ
る
か
と
云
ふ
事
を
、

余
に
し
て
若
し
閣
下
を
通
じ
て
受
け
し
美
し
き
信
抑
（
仰
カ
）と

感
操
が
無
か
つ
た
な
れ
ば
、
何
か

で
此
の
心
の
底
か
ら
の
快
■味
を
感
ず
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
か
と
、
余
ハ
謹
而
此
所
に

閣
下
に
感
謝
致
し
ま
す
、
閣
下
の
大
な
る
力
と
同
情
の
深
き
事
に
於
て
、
余
ハ
人
間
的
行

を
な
し
、
芸
術
の
真
味
を
守
る
事
が
出
来
ま
し
た
事
を
、
噫
つ
み
深
き
余
、
小
な
る
余
は

閣
下
の
高き恵
み
に
於
て
神
の
子
達
の
救
に
加
へ
ら
れ
た
る
事
を
感
謝
致
し
ま
す
、
前
途
次
々

た
る
余
が
目
的
に
対
、
此
上
な
が
ら
の
力
を
与
へ
ら
れ
む
事
を
嘆
願
致
し
ま
す
、
小
さ
き

余
は
誠
の
一
塊
と
な
ら
む
事
を
期
し
置
き
候
、

余
が
今
度
の
旅
行
に
就
而
ハ
、
他
科
へ
対
す
る
面
目
も
有
之
候
ヘ
バ
、
学
校
よ
り
与
へ
ら

る
僅
な
る
旅
費
を
的
に
せ
ず
、
出
来
る
丈
け
の
閣
下
よ
り
の
保
助
を
も
乞
ふ
て
、
西
洋
画

を
代
表
し
て
大
に
面
目
を
施
さ
ん
と
す
る
決
心
に
御
座
候
ヘ
バ
、
其
辺
何
卒
宜
敷
御
承
引

被
下
度
候
、

か
く
も
書
き
続
け
る
に
、
目
に
涙
の
浮
び
出
で
て
、
筆
持
つ
手
に
も
力
な
く
、
頭
は
ぼ
ん

や
り
致
候
、
余
が
閣
下
に
感謝せ
ん
と
す
る
言
は
、
と
て
も
筆
や
文
字
や
言
葉
な
と
に
で
告

け
ら
れ
得
さ
る
事
に
候
、
若
し
閣
下
、
余
が
前
に
在
り
せ
バ
、
今
余
の
目
に
浮
ふ所
の満

眼
の

熱
涙
は
よ
く
閣
下
に
感
謝
之
真
意
を
告
げ
る
事
の
出
来
得
べ
き
事
を
信
し
候
、

料
紙
も
已
に
つ
き
終
へ
候
ま
ゝ
失
敬
可
致
候
、
旅
行
先
は
京
都
と
学
校
よ
り
の
命
令
に
候

へ
共
、
自
分
の
勝
手
之
地
方
へ
行
き
て
宜
敷
事
に
候
、
旅
行先未
定
に
御
座
候
、
来
月
一
日

頃
出
発
す
る
考
へ
に
候
、
何
れ
其
節
御
報
知
可
致
候
、

子
供
の
絵はか
き
其
後
所
々
尋
ね
候
へ
共
、
別
に
変
り
た
る
も
の
無
之
候
ま
ゝ
、
其
内
出
版

出
来
候
節
御
郵
送
可
致
候
、

※
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
は
研
究
科
一
年
。

　

東
京
美
術
学
校
よ
り
の
命
で
、
学
術
研
究
目
的
で
京
都
方
面
へ
の
出
張
が
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
研
究
機
会
の
提
供
は
、
学
内
競
技
会
で
の
成
績

と
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　

児
島
は
一
次
競
技
会
で
は
主
席
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
が
、
二
次
の
競
技
会
に

関
わ
り
、
締
め
切
り
が
ル
ー
ズ
な
こ
と
な
ど
当
時
の
美
校
の
内
実
が
わ
か
る
記
述
と

共
に
、
そ
の
後
の
顛
末
は
、
黒
田
と
の
関
係
が
語
ら
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

　

競
技
に
際
し
て
与
え
ら
れ
た
主
題
は
、「
静
物
と
コ
ン
ポ
ジ
シ
ヨ
ン
の
二
通
」
と
す

る
が
、
そ
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
「
組
立
之
方
」
と
の
記
述
さ
れ
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
構
想
画
が
そ
う
し
た
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
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（
5
）大
原
家
文
書
F-

2
3
0
　
明
治
三
八
年
七
月
十
四
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
新
町
／
七
月
十
四
日　

児
島
虎
次
郎
」

謹
啓
、

先
日
ハ
ま
か
り
出
で
御
厄
介
に
相
成
候
段
奉
深
謝
候
、
其
後
御
病
人
様
ハ
如
何
に
御
座
候

哉
、
少
し
ハ
御
快
方
に
向
ひ
候
哉
、
不
及
な
が
ら
案
じ
居
り
候
、
先
日
ハ
う
れ
し
く
御
目

に
か
ゝ
り
、
色
々
と
楽
し
き
御
話
と
も
御
伺
致
し
度
く
望
み
居
候
も
、
御
母
堂
様
の
御
不

快
中
に
て
、
本
意
を
得
す
誠
に
心
残
之
事
に
御
座
候
、
御
相
談
申
上
度
き
事
も
山
々
重
り

居
り
候
も
、
致
方
な
く
杉
君
の
す
ゝ
め
ら
る
ゝ
ま
ゝ
只
ぼ
ん
や
り
と
倉
敷
を
去
り
申
候
、

九
州
行
も
何
と
な
く
進
み
不
申
、
直
に
帰
郷
仕
候
、

な
つ
か
し
く
慕
居
り
候
に
、
ろ
く
〳
〵
拝
顔
も
出
来
す
は
な
は
だ
か
な
し
き
処
に
候
、
先

日
参
堂
の
節
、
御
願
致
度
き
事
共
拙
な
き
筆
に
て
申
述
べ
度
き
事
に
御
座
候
、
小
生
如
き

心
の
中
に
な
み
だ
も
ろ
き
も
の
ハ
人
の
前
に
て
ハ
と
て
も
思
ふ
ま
ゝ
の
事
述
ふ
る
事
困
難

の
事
に
候
、
其
に
此
迄
不
相
応
な
る
御
尽
力
に
預
り
居
り
候
処
へ
、
一
層
の
御
力
を
願
ふ

と
云
ふ
勝
手
か
ま
し
き
事
に
候
ヘ
ハ
、
私
の
口
よ
り
ハ
と
て
も
言
葉
出
る
事
六
つ
ケ
敷
事

と
存
候
、

さ
れ
と
余
ハ
己
が
天
職
の
為
め
献
身
的
之
研
究
に
進
ま
ん
と
す
る
処
に
候
ヘ
バ
、
余
に
同

情
よ
せ
ら
る
ゝ
閣
下
の
前
に
口
ふ
さ
ぐ
時
に
あ
ら
さ
る
事
を
思
ひ
候
、

余
を
愛
せ
ら
る
ゝ
閣
下
、
幸
に
余
を
し
て
此
の
世
に
働
き
得
る
丈
け
の
力
を
得
せ
し
め
給

へ
、
余
を
し
て
社
界
の
為
め
に
勉
め
得
る
に
必
要
な
る
だ
け
の
研
究
を
積
ま
し
め
給
へ
、

余
の
望
む
所
只
修
養
的
研
究
あ
る
の
み
に
候
、
余
ハ
如
何
に
し
て
も
世
界
の
芸
術
家
た
ら

す
ん
バ
止
ま
さ
る
所
に
候
、
余
に
覚
悟
あ
り
、
余
に
誠
と
愛
あ
り
、
余
に
大
な
る
意
志
あ

る
を
信
す
、
余
ハ
余
を
し
て
余
が
志
す
道
に
導
び
き
給
ふ
神
の
大
な
る
力
あ
る
を
信
じ
居

り
候
、
閣
下
の
大
な
る
力
に
よ
り
、
余
ハ
数
年
間
仏
国
留
学
を
許
さ
れ
ん
事
を
切
望
し
て

止
ま
ざ
る
所
に
候
、
余
ハ
他
の
総
て
の
事
情
を
忘
れ
て
、
斯
く
嘆
願
し
て
止
ま
さ
る
次
第

に
御
座
候
、
今
迄
希
望
の
み
ハ
烈
し
か
り
し
も
、
閣
下
に
相
語
り
申
す
べ
き
事
の
何
と
な

く
き
ま
り
悪
し
く
口
を
ふ
さ
ぎ
居
り
候
、
今
年
の
休
暇
に
ハ
是
非
留
学
之
御
相
談
を
致
さ

ん
も
の
と
東
京
に
て
黒
田
・
和
田
先
生
其
他
岩
村
教
授
な
り
新
帰
朝
者
之
其
れ
ら
の
人
々

に
学
資
等
の
事
な
と
承
り
置
き
候
、
人
々
に
よ
り
学
資
な
と
の
点
ハ
少
々
相
違
有
之
候
へ

共
、
年
限
な
と
ハ
大
低
（
抵
カ
）五

ケ
年
位
な
れ
ハ
通
常
な
ら
ん
と
の
説
に
候
、

学
資
ハ
普
通
百
一
ケ
月フ

ラ
ン
よ
り
百
二
十
フ
ラ
ン
、
即
ち
日
本
の
金
に
て
八
十
円
よ
り
百
円
位

に
候
由
、
官
費
留
学
生
ハ
殆
ん
と
百
五
十
円
位
の
由
に
候
、
然
し
無
理
の
勉
強
を
す
れ
バ
、

七
十
円
位
に
て
も
出
来
得
べ
く
候
へ
共
、
少
し
書
籍
な
ど
読
ま
ん
と
す
れ
バ
、
先
づ
百
円

は
入
用
な
ら
ん
と
の
事
に
候
、
岩
村
教
授
の
説
に
よ
れ
バ
、
百
円
な
れ
ハ
出
ず
入
ら
ず
真

面
目
の
勉
強
す
る
に
適
当
な
る
所
な
ら
ん
と
の
事
に
候
、
先
づ
日
本
の
学
資
の
四
・
五
倍

と
思
へ
ハ
大
差
な
き
事
と
存
居
り
候
、
然
し
も
と
よ
り
被
服
料
な
と
ハ
支
出
出
来
ざ
る
所

に
候
由
、
旅
費
ハ
巴
里
へ
着
す
る
ま
で
総
て
の
費
用
三
等
に
て
六
百
円
斗
り
に
候
由
、
然

し
凡
て
費
用
の
点
ハ
閣
下
よ
り
心
当
り
の
方
へ
取
し
ら
へ
給
ら
ん
事
と
望
み
居
り
候
、
岩

村
教
授
の
説
ハ
学
資
百
円
に
旅
費
六
百
円
と
の
事
に
候
へ
共
、
小
生
ハ
勉
強
出
来
得
べ
く

候
ヘ
バ
、
費
用
の
多
少
ハ
少
し
も
望
ま
さ
る
所
に
御
座
候
、

岩
村
教
授
ハ
今
秋
直
に
先
方
へ
計
り
て
出
発
す
る
様
に
せ
よ
と
、
呉
々
も
語
ら
れ
候
、
黒

田
先
生
な
ど
ヘ
ハ
未
だ
留
学
云
々
の
事
ハ
許
可
さ
れ
居
ら
さ
る
事
に
候
ヘ
バ
、
相
談
も
致

し
居
ら
ず
候
、
若
し
幸
に
し
て
留
学
許
可
被
下
候
上
、
委
し
く
相
語
り
候
ヘ
ハ
、
満
足
さ
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る
ゝ
事
と
存
居
り
、
只
何
事
も
神
の
命
せ
ら
る
ゝ
所
に
ま
か
せ
置
く
事
に
候
、

小
生
も
今
秋
出
発
出
来
得
る
様
な
れれ
バ
、
誠
に
う
れ
し
き
事
に
候
へ
共
、
左
程
急
ぎ
申
さ

す
候
、
其
れ
か
と
云
へ
あ
ま
り
延
引
す
る
も
勉
強
不
得
策
と
存
居
候
、
今
秋
出
発
出
来
さ

れ
バ
、
明
年
ハ
出
発
致
度
き
事
に
御
座
候
、
要
ハ
只
早
く
行
て
よ
く
勉
強
す
る
事
に
候
、

九
月
よ
り
の
勉
強
の
方
法
も
有
之
候
に
付
、
是
非
御
承
諾
願
上
度
、
懇
願
の
次
第
に
御
座

候
、
希
望
通
り
留
学
許
可
さ
る
ゝ
の
暁
に
ハ
、
余
ハ
己
が
理
想
を
社
界
に
伝
ふ
る
未
来
に

大
な
る
光
明
を
見
と
め
居
り
候
、
余
が
気
に
か
ゝ
る
も
の
ハ
、
只
今
の
所
に
て
留
学
云
々

あ
る
の
み
に
候
、
即
余
が
飛
躍
向
上
せ
ん
と
す
る
事
に
候
、
新
な
る
大
な
る
発
展
を
望
む

所
に
御
座
候
、
閣
下
重
ね
て
乞
ふ
所
、
余
が
心
を
愛
し
給
ハ
ヽ
、
此
の
望
み
を
得
さ
せ
給

へ
、
噫
此
の
天
地
の
間
何
望
む
所
無
之
事
に
候
、
留
学
中
の
事
ハ
面
談
も
致
す
べ
く
候
へ

共
、
今
迄
と
同
じ
く
製
作
ハ
御
送
り
可
申
、
又
名
画
の
模
写
も
甚
小
生
の
力
に
も
相
成
り
、

又
閣
下
の
修
養
と
も
相
成
る
事
に
候
ヘ
バ
、
出
来
得
る
丈
務
む
べ
く
考
へ
居
り
候
、
兎
に

角
右
御
許
可
如
何
を
承
ハ
ら
さ
る
上
ハ
、
何
事
も
手
に
つ
か
さ
る
所
に
候
、

何
卒
御
多
忙
中
ハ
万
々
承
知
致
居
り
候
へ
共
、
御
返
信
願
上
度
、
一
日
も
早
か
ら
ん
事
謹

而
待
居
り
候
、

先
日
御
目
に
懸
け
候
修
作
仕
る
べ
く
持
帰
り
居
候
間
、
然
様
御
承
引
被
下
、
出
来
上
れ
バ

御
送
り
可
申
候
、

絵
葉
書
と
日
曜
講
演
表
紙
図
案
、
近
日
御
送
り
可
申
候
、
尚
用
事
も
有
之
候
へ
共
、
あ
ま

り
な
が
〳
〵
と
か
き
つ
ゝ
け
候
間
、
後
便
に
ゆ
る
（
つ
カ
）り

可
申
候
、

末
筆
に
ハ
候
へ
共
、
御
病
人
様
之
御
快
方
あ
ら
ん
事
奉
祈
候
、
拙
宅
一
同
よ
り
も
宜
敷
御

見
舞
之
由
伝
言
致
居
り
候
、
敬
白

　

七
月
十
四
日 

虎
次
郎　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
郷
里
成
羽
に
夏
季
帰
省
中
の
手
紙
。
終
わ
り
近
く
に
「
絵
葉
書
と
日
曜
講
演
表
紙

図
案
」
と
あ
る
記
述
か
ら
、
児
島
は
こ
の
頃
か
ら
大
原
関
係
の
デ
ザ
イ
ン
仕
事
を
引

き
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
に
よ
り
注
目
す
べ
き
は
、
滞
欧
経
験
の
あ
る
教
員
か
ら
、
具
体
的
な
経
費
や
滞

在
年
数
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
児
島
よ
り
具
体
的
か
つ
強
く
渡
欧
希
望
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
6
）大
原
家
文
書
F-

3
0
9
　
明
治
三
九
年
一
月
二
九
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
林
町
／
二
二
四
中
川
方
／
一
月
卅
日　

児
島
虎
次
郎
」

酷
寒
の
候
如
何
遊
さ
れ
候
哉
、
伺
上
候
、

先
日
黒
田
先
生
を
訪
れ
、
色
々
留
学
の
事
に
つ
き
先
生
の
説
を
承
り
候
、
小
生
よ
り
自
分

の
境
涯
、
今
後
の
方
針
及
ひ
閣
下
に
厚
き
同
情
を
受
け
つ
ゝ
あ
る
事
と
も
委
し
く
物
語
り

候
、
何
時
し
か
先
生
の
眼
に
ハ
涙
あ
ら
は
れ
、
顔
に
ハ
笑
浮
ひ
候
、
先
生
の
よ
ろ
こ
び
ハ

一
方
な
ら
す
、
己
の
子
弟
が
愈
々
進
む
で
研
究
の
途
に
就
か
む
と
す
る
を
誠
に
子
弟
を
愛

さ
る
ゝ
師
な
り
せ
バ
な
ど
て
嬉
し
さ
の
覚
へ
ら
れ
さ
る
、
然
し
て
後
閣
下
の
高
き
人
格
と

大
な
る
働
き
を
賞
せ
ら
れ
候
、

世
に
も
感
す
べ
き
人
あ
る
哉
と
、
余
ハ
此
時
感
謝
の
念
と
う
れ
し
さ
と
に
堪
さ
り
し
事
に

御
座
候
、
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先
生
も
出
来
る
た
け
の
尽
力
致
し
給
る
由
、
小
生
に
対
し
て
よ
り
も
閣
下
の
厚
き
志
に
対

し
て
致
さ
る
ゝ
事
と
覚
へ
候
、
黒
田
先
生
のよりあ
ま
り
差
出
ケ
間
敷
か
な
れ
と
も
、
自
分
の

経
験
と
理
想
と
を
大
原
氏
に
伝
へ
る
様
に
と
て
永
き
物
語
に
時
を
う
つ
さ
れ
候
、

先
ツ
画
家
と
し
て
ハ
世
界
の
芸
術
を
一
覧
す
る
事
大
な
ら
む
と
せ
ハ
、
大
に
学
さ
る
可
か

ら
す
、
さ
れ
バ
留
学
ハ
尤
も
必
要
な
る
事
な
ら
む
、

世
界
の芸術
を
観
さ
る
間
、
如
何
に
し
て
偉
大
な
る
芸
術
的
の
感
念
を
懐
く
事
を
得
む
、
成

さ
ん
と
す
れ
ハ
先
づ
学
さ
る
へ
か
ら
す
、
学
は
ん
と
す
れ
バ
進
ま
さ
る
べ
か
ら
す
と
尤
の

事
と
考
へ
候
、

今
に
日
本
の
経
済
が
ゆ
る
し
て
多
く
の
人
が
本
場
で
勉
強
し
、
美
術
学
校
よ
り
も
多
数
の

留
学
生
を
許
す
様
に
な
れ
バ
、
洋
画
な
る
も
の
も
進
む
で
あ
ろ
う
、
然
し
今
の
様
に
留
学

生
の
数
の
少
な
く
、
幾
年
振
に
一
人
位
の
事
に
て
ハ
と
て
も
駄
目
と
思
は
れ
る
と
、

そ
れ
に
学
校
よ
り
の
留
学
生
も
数
の
少
な
き
た
め
、
競
争
的
熱
心
の
研
究
少
な
く
、
や
ゝ

も
す
れ
バ
留
学
の
成
果
を
見
る
事
を
得
さ
る
様
の
事
あ
り
、
要
す
る
に
学
校
な
と
よ
り
行

く
の
ハ
あ
ま
り
に
の
ん
き
す
ぎ
る
か
ら
て
あ
る
、
そ
れ
に
帰
朝
す
れ
バ
学
校
の
教
授
と
御

定
り
に
な
つ
て
居
る
か
ら
、
留
学
生
の
心
が
自
然
と
勉
強
し
て
も
な
さ
ぬ
共
己
の
地
位
に

差
の
な
き
事
を
自
覚
す
れ
ハ
な
り
、

学
校
よ
り
留
学
と
云
ふ
事
ハ
、
今
幾
年
の
う
ち
に
あ
る
か
計
り
難
き
位
に
て
、
殆
ん
と
的

に
な
ら
さ
る
事
な
り
と
、

留
学
の
期
に
就
而
ハ
望
む
ら
く
ハ
、
一
日
も
速
か
な
ら
む
を
、
然
し
て
専
心
の
研
究
と
を

今
年
の
春
の
間
に
も
趣
（
カ
）か

ハ
都
合
よ
き
事
あ
り
、
そ
ハ仏都
に今

春
開
か
る
べ
き
大
展
覧
会
を
参

観
す
る
事
を
得
れ
バ
な
り
、
留
学
の
年
限
ハ
も
と
よ
り
か
き
り
な
き
事
な
れ
と
も
、
先
づ

弐
年間ほ
と
の
研
究
と
弐
年
間
程
の
製
作
と
半
年
ほ
ど
を
伊
太
利
地
方
へ
の
漫
遊
と
な
し
置

け
ハ
充
分
な
ら
む
、

費
用
の
点
に
就
而
ハ
出
来
る
た
け
の
都
合
よ
き
方
法
も
あ
る
故
、
大
原
氏
よ
り
尋
ね
ら
れ

た
る
場
合
に
ハ
委
し
く
御
答
す
る
、

先
生
の
御
話
し
ハ
ざ
と
斯
様
な
る
事
に
御
座
候
、
小
生
ハ
先
生
に
小
生
よ
り
色
々
の
事
を

大
原
氏
に
願
ふ
事
の
己
の
情
と
し
て
忍
び
す
候
間
、
若
し
大
原
氏
よ
り
御
尋
ね
の
事
共
有

之
候
節
ハ
、
先
生
の
眼
に
見
ら
れ
た
る
ま
ゝ
小
生
が
技
術
と
小
生
が
望
み
の
事
共
御
伝
へ

下
さ
る
様
に
願
上
候
処
、
如
何
様
な
事
な
り
と
も
御
答
す
る
か
ら
其
積
に
て
大
原
氏
へ
も

申
送
る
べ
きし
と様

、
呉
々
も
親
切
に
申
さ
れ
候
、

父
な
き
身
ハ
か
ゝ
る
話
の
間
に
も
、
父
な
る
人
の子思
ふ情

の
深
き
を
思
は
れ
候
、
何
故
に
高
き

師
ハ
か
く
ま
て
か
ゝ
る
愚
な
る
身
の
上
に
尽
し
給
は
る
な
ら
む
、
考
へ
て
先
立
つ
も
の
ハ
、

感
謝
の
涙
に
候
、

閣
下
に
よ
り
て
此
身
救
れ
、
先
生
来
り
て
又
助
け
を
恵
ま
れ
ん
と
す
な
と
て
、
余
ハ
感
謝

せ
さ
る
を
得
む
、
此
の
厚
き
感
謝
の
意
を
次
て
余
ハ
専
心
天
職
の
上
に
尽
す
べ
く
候
、

慕
し
き
閣
下
、
余
を
し
て
愈
々
進
む
で
芸
術
の
園
に
学
せ
給
へ
、
余
ハ
充
分
汗
な
か
し
て

学
の
道
に
進
ま
む
、
学
ひ
の
奥
の
奥
ま
て
倒
る
ま
て
誠
と
熱
き
心
と
を
も
て
、
も
と
よ
り

浅
き
学
ひ
の
身
に
候
へ
共
、
果
し
て
己
の
身
に
学
む
て
望
み
あ
る
か
な
き
か
ハ
神
な
ら
て

知
る
人
も
な
け
れ
と
も
、
我
師
の
少
し
ハ
知
る
処
も
有
之
候
ハ
ん
、

一
応
我
師
に
問
多
く
し
給
ひ
て
我
に
学
は
し
む
る
に
望
み
あ
り
と
思
召
し
給
ハ
ヾ
、
留
学

の
事
許
し
給
れ
、
如
何
に
う
れ
し
く
此
身
ハ
働
か
む
、
我
心
は
小
さ
け
れ
と
も
虚
と
怠
り

ハ
な
き
事
と
自
覚
致
居
り
候
、
学
費
の
事
に
つ
き
て
も
、
一
応
黒
田
先
生
の
許
へ
御
問
合

せ
被
下
候
ヘ
ハ
、
色
々
の
様
子
も
明
か
な
る
事
と
考
へ
候
間
、
我
志
の
あ
る
所
御
察
し
下

さ
れ
、
御
尽
力
あ
ら
む
事
切
に
望
み
申
候
、
此
迄
一
方
な
ら
さ
る
同
情
を
う
け
つ
ゝ
、
又

か
く
も
申
上
え
る
事
言
得
る
所
に
て
ハ
無
之
候
へ
共
、
余
ハ
己
の
力
養
ふ
て
、
閣
下
の
高

き
恩
恵
に
報
ひ
ん
と
こ
そ
思
定
む
れ
ハ
、
か
く
も
重
ね
て
願
ふ
事
に
候
、
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何
と
か
の
御
返
事
煩
し
度
く
待
入
候
、

毎
月
の
貸
資
額
今
迄
少
し
も不足
な
る
様
感
せ
し
事
も
無
か
り
し
が
、
今
度
夜
学
な
と
に
通

ひ
出
し
て
よ
り
色
々
月
謝
な
り
書
籍
な
と
の
必
要
と
、
学
校
の
方
に
て
も
卒
業
生
と
も
す

れ
バ
少
し
ハ
金
の
入
る
事
も
有
之
候
た
め
、
今
月
よ
り
増
資
願
上
度
、
先
日
の
旅
行
に
て

も
少
し
不
足
を
生
し
居
り
閉
口
致
居
り
候
、
そ
れ
に
国
元
ハ
家
兄
の
出
征
中
、
後
に
ハ
老

人
と
女
の
み
、
少
し
の
事
も
申
送
る
事
忍
び
す
、
如
何
と
も
す
る
事
相
成
ず
候
ま
ゝ
、
あ

ま
り
勝
手
ケ
間
敷
事
に
ハ
候
へ
共
、
右
許
し
被
下
度
願
上
候
、

此
の
次
き
よ
り
の
製
作
に
ハ
、
少
し
費
用
も
か
け
て
紀
念
と
も
な
る
べ
き
も
の
描
き
度
く

考
へ
居
り
候
た
め
、
絵
具
材
良
な
と
も
嵩
む
事
に
候
ヘ
バ
、
御
察
し
被
下
度
願
上
候
、

今
迄
世
話
に
な
り
居
り
し
中
川
の
内
に
も
、
来
月
末
位
に
亜
米
利
か
よ
り
息
子
さ
ん
が
帰

朝
さ
れ
、
同
時
に
妻
君
を
迎
へ
ら
る
ゝ
と
の
事
に
候
ヘ
バ
、
其
ま
て
に
転
居
せ
ね
ハ
相
成

不
申
、
転
居
す
れ
バ
今
迄
の
中
川
の
内
の
様
に
、
万
事
親
切
に
又
都
合
よ
き
事
も
無
之
と

考
へ
ら
れ
候
、
小
生
が
上
京
後
今
度
に
て
転
居
す
る
事
四
回
、
そ
の
中
三
回
ま
で
ハ
新
に

妻
君
を
迎
へ
ら
る
為
め
致
方
な
く
転
居
す
る
事
と
相
成
り
候
、
自
分
に
も
何
た
か
不
思
議

に
覚
へ
ら
れ
候
、

ま
た
し
て
も
な
か
〳
〵
と
か
き
来
り
失
敬
仕
り
候
、
何
卒
右
の
数
々
御
承
諾
之
程
願
上
候
、

尚
、
御
暇
の
節
ハ
時
々
御
芳
墨
御
恵
み
被
下
度
、
切
に
希
望
仕
り
候
、
敬
白
、
乱
筆
多
罪

　

一
月
廿
九
日

　
　
　
　

夜
半 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
渡
欧
に
つ
い
て
、
大
原
か
ら
も
支
援
の
方
針
が
す
で
に
伝
え
ら
れ
た
様
子
が
垣
間

見
え
る
文
面
。
黒
田
と
の
相
談
内
容
を
伝
え
な
が
ら
、
個
人
的
な
希
望
の
み
な
ら
ず
、

東
京
美
術
学
校
、
さ
ら
に
は
日
本
の
美
術
界
の
た
め
に
も
必
要
と
の
説
明
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
夜
学
（
語
学
習
得
の
た
め
と
想
定
）
経
費
、
意
欲
的
な
制
作
の
た
め
の
経

費
、
兄
の
出
征
に
伴
う
郷
里
の
家
族
事
情
、
転
居
な
ど
の
多
数
の
理
由
を
挙
げ
な
が

ら
支
援
の
増
額
を
依
頼
し
て
い
る
。
大
原
と
児
島
の
関
係
性
を
知
る
た
め
に
も
興
味

深
い
。

（
7
）大
原
家
文
書
F-

2
5
2
　
明
治
三
九
年
七
月
四
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
／
林
町
二
二
五
野
中
方
／
七
月
四
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
去
る
一
日
当
地
出
発
、
帰
途
に
つ
く
べ
く
準
備
致
居
り
候
処
、
突
然
そ
の
前
日
、

黒
田
先
生
よ
り
学
校
に
て
古
画
の
模
写
を
命
す
る
都
合
と
相
成
た
る
為
め
、
帰
郷
を
見
合

す
べ
き
様
通
知
有
之
候
た
め
、
当
分
滞
京
致
す
事
と
相
成
候
、
あ
ま
り
面
白
く
も
な
き
事

に
候
へ
共
、
何
分
特
に
指
命
さ
れ
た
る
事
に
候
ヘ
バ
、
充
分
勉
む
考
へ
に
御
座
候
、
大
低
（
抵
カ
）

二
三
週
間
に
て
相
済
む
事
と
存
し
居
り
候
、

就
而
ハ
帰
郷
の
節
持
参
可
仕
考
へ
居
り
候
扇
面
あ
ま
り
延
引
可
致
候
ヘ
バ
、
昨
日
小
包
に

て
送
出
し
置
候
間
、
御
落
手
被
下
度
願
上
候
、
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差
送
り
候
五
枚
の
外
、
三
枚
今
少
し
御
猶
予
被
下
度
願
上
候
、
玉
章
先
生
・
寛
畝
先
生
ハ

さ
す
が
大
家
の
名
に
は
ぢ
す
と
感
じ
候
、
拙
き
も
の
も
有
之
様
子
に
候
へ
共
、
何
卒
不
悪

御
海
容
被
下
度
願
上
候
、

右
の
報
酬
ハ
別
紙
受
取
の
通
り
に
候
ヘ
バ
、
何
卒
至
急
御
送
金
被
下
度
待
居
り
候
、

先
日
の
文
晁
の
鑑
定
料
金
沢
氏
に
問
合
せ
候
処
、
大
低
二
円
位
の
も
の
に
候
由
、
博
物
館

の
方
の
人
へ
依
頼
す
る
も
、
大
低
其
辺
に
候
ヘ
バ
、
以
後
も
そ
の
御
心
持
に
て
御
承
知
置

被
下
度
由
、
金
沢
よ
り
伝
へ
候
、

本
月
分
の
学
資
、
帰
郷
相
延
び
候
た
め
、
都
合
あ
し
く
相
成
候
故
、
勝
手
ケ
間
敷
候
へ
共
、

右
の
便
に
共
に
御
送
金
願
上
度
御
依
頼
申
上
候
、

昨
日
午
後
突
然
切
山
君
と
伴
に
友
青
野
と
三
人
連
に
て
、
切
山
君
の
卒
業
の
祝
を
兼
ね
、

鎌
倉
へ
足
を
運
び
候
、
着
し
た
る
ハ
五
時
頃
ふ
ら
〳
〵
と
八
幡
宮
に
詣
で
、
大
塔
の
宮
の

崩
御
さ
れ
し
土
窟
に
涙
を
流
し
、
夕
月
を
眺
め
つ
ゝ
由
井
ケ
浜
へ
と
趣
き
、
輝
く
明
星
お

と
る
潮
に
心
は
げ
ま
し
つ
ゝ
、
時
の
うつる
を
忘
れ
候
、
山
百
合
の
花
ハ
四
方
の
山
々
に
美

し
く
咲
き
み
た
れ
、
な
か
め
広
き
田
の
面
に
ハ
若
苗
の
す
ゞ
し
風
に
な
び
き
つ
ゝ
、
十
三

夜
の
月
ハ
静
に
中
空
に
か
ゝ
れ
り
、
嗚
呼
哉
歴
史
の
語
る
所
誠
な
り
せ
バ
、
此
の
古
き
昔

栄
へ
し
地
の
今
の
淋
し
き
此
の
様
見
て
、
そ
こ
に
一
つ
の
感
し
の
起
ら
さ
る
事
の
あ
る
べ

く
、
共
に
語
り
つ
ゝ
九
時
過
き
発
の
列
車
に
て
帰
途
に
つ
き
、
今
朝
午
前
一
時
頃
寓
に
帰

り
候
、

明
日
よ
り
愈
々
模
写
に
か
ゝ
る
事
に
御
座
候
、
右
当
用
の
み
申
上
置
候
、
頓
首

　

七
月
四
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

（
別
紙
）

　
　
　
　

証

一
、
金
拾
五
円
也

　
　
　

但
シ
、
川
端
玉
章
・
荒
木
寛
畝
・
結
城
素
明
・
鶴
田
機
水
・
岡
田
秋
嶺
、
五
人
扇
面

　
　

右
正
ニ
領
収
候
也
、

　

明
治
三
十
九
年
六
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
秋
嶺
（
印
）

児
嶋
虎
次
郎
殿

※
大
原
は
、
児
島
を
介
し
て
川
端
玉
章
、
荒
木
寛
畝
、
結
城
素
明
な
ど
の
作
品
入
手

や
、
作
品
鑑
定
の
専
門
家
へ
の
仲
介
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
ケ

ー
ス
は
他
で
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
黒
田
よ
り
、
突
然
、
古
画
模
写
の
命
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
が
、
対
象
は
次

な
る
七
月
十
日
の
書
簡
よ
り
、《
支
倉
常
長
像
》
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

桐
山
君
は
不
明
。
青
野
君
は
、
同
郷
の
友
人
で
、
児
島
が
上
京
当
初
に
間
借
り
を

し
て
い
た
青
野
俊
一
郎
と
思
わ
れ
る
。

（
8
） 
大
原
家
文
書
F-

2
5
3
　
明
治
三
九
年
七
月
十
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」
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「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
林
町
／
二
二
五
野
中
方
／
児
島
虎
次
郎
」

「（
尚
々
書
）

今
朝
御
手
紙
拝
受
仕
候
、
為
替
券
と
岩
田
氏
宛
の
御
書
面
落
手
致
候
、
岩
田
氏
ヘ
ハ
本
日

午
後
参
上
可
致
候
、
何
れ
後
便
に
て
御
知
せ
可
申
候
、
十
一
日
」

梅
雨
の
候
と
相
成
候
て
よ
り
、
毎
日
面
白
く
も
な
き
天
気
の
み
引
続
き
居
り
候
、
御
高
堂

に
て
ハ
皆
々
御
変
無
之
事
と
奉
延
（
遥
カ
）賀

候
、
先
日
学
校
よ
り
模
写
製
作
を
命
せ
ら
れ
候
た
め
、

帰
郷
を
見
合
せ
、
数
日
前
よ
り
模
写
に
従
事
致
居
り
候
、

原
画
ハ
支
倉
常
長
と
て
、
伊
達
政
宗
が
幕
府
に
請
ひ
て
波
斯
・
羅
馬
に
渡
航
せ
し
め
た
る

外
交
史
上
特
に
注
目
す
べ
き
常
長
の
肖
像
に
御
座
候
、

筆
者
ハ
未
詳
に
候
へ
共
、
波
斯
或
ハ
羅
馬
の
画
家
の
描
き
た
る
も
の
に
て
、
常
長
帰
朝
の

節
持
帰
り
た
る
品
に
御
座
候
、

欧
州
芸
術
品
の
渡
来
の
沿
革
（
カ
）上

に
も
参
考
と
な
る
べ
き
品
に
御
座
候
、

構
図
ハ
法
衣
着
た
る
半
身
像
に
し
て
、
十
字
架
の
前
に
合
掌
し
た
る
図
に
御
座
候
、
絵
の

出
来
ハ
古
き
昔
の
事
に
候
ヘ
バ
、
評
す
る
事
は
出
来
得
す
候
へ
共
、
日
本
人
の
特
色
よ
く

現
れ
居
る
様
に
御
座
候
、

何
分
年
月
を
経
た
る
と
、
保
存
法
の
不
完
全
な
り
し
た
め
、
画
面
の
破
損
甚
た
し
く
、
絵

具
等
も
剥
脱
し
た
る
所
多
く
、
模
写
す
る
上
に
一
方
な
ら
さ
る
困
難
を
感
し
居
り
候
、

博
物
館
の先日
の特

別
展
覧
会
に
、
伊
達
家
よ
り
出
品
さ
れ
た
る
も
の
に
て
、
非
常
に
貴
重
な
る

取
扱
に
御
座
候
た
め
、
博
物
館
の
特
別
従
（
縱
カ
）覧

室
に
て
模
写
致
居
り
候
、

朝
の
九
時
頃
よ
り
夕
方
六
時
頃
、
一
人
静
に
筆
を
と
り
居
り
候
、

興
う
つ
り
行
く
時
実
に
云
は
れ
ぬ
ほ
ど
楽
し
く
候
、

　

此
の
絵
に
接
し
、
す
ぎ
し
元
和
の
昔
を
思
出
し
候
ヘ
バ
、
一
種
の
面
白
き
感
し
に
う
た

れ
候
、

そ
の
日
そ
の
日
の
務
め
を
怠
り
な
く
勉
め
居
り
候
た
め
、
非
常
に
愉
快
を
覚
へ
居
り
候
、

朝
ハ
望
み
に
満
ち
て
家
を
出
で
、
夕
ハ
上
野
の
晩
鐘
を
耳
に
す
る
頃
筆
を
止
め
て
家
路
に

急
き
候
、
そ
の
楽
し
き
味
は
と
て
も
我
な
ら
で
知
る
人
も
な
き
事
と
存
し
候
、

然
し
描
き
つ
ゝ
あ
る
間
の
苦
し
み
も
と
て
も
我
身
な
ら
で
味
不
申
候
、

此
頃
の
生
活
ハ
、
な
ん
と
な
く
画
家
ら
し
き
身
ら
し
き
様
覚
へ
居
り
候
、

友
よ
り
借
り
受
た
る
徳
永
氏
の
遺
稿
逆
境
の
恩
寵
に
夜
を
過
し
居
り
候
、
今
度
の
模
写
製

作
ハ
、
小
生
に
と
り
て
ハ
光
栄
な
る
事
に
て
、
又
責
任
あ
つ
き
事
に
候
ヘ
バ
、
充
分
出
来

る
た
け
尽
す
考
へ
に
御
座
候
、
身
体
相
変
ら
す
健
全
に
御
座
候
ヘ
バ
、
乍
憚
御
安
心
被
下

度
、
右
あ
ら
〳
〵
な
か
ら
様
子
な
ど
一
寸
御
知
せ
申
上
候
、
末
筆
な
か
ら
謹
而
閣
下
の
幸

福
を
奉
祈
候
、

　

七
月
十十
日
夜

一
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
黒
田
よ
り
命
ぜ
ら
れ
た
古
画
模
写
が
、
現
在
は
仙
台
市
博
物
館
が
所
蔵
し
、
慶
長

遣
欧
使
節
関
係
資
料
と
し
て
国
宝
と
な
っ
て
い
る
「
支
倉
常
長
像
」
と
わ
か
る
。
現

在
の
東
京
国
立
博
物
館
で
の
企
画
展
示
の
た
め
に
伊
達
家
よ
り
借
出
さ
れ
た
作
品
を
、

児
島
が
模
写
。
完
成
し
た
模
写
は
現
在
、
東
京
芸
術
大
学
蔵
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
形
で
の
文
化
財
保
存
活
動
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。



（25）25

（
9
） 
大
原
家
文
書
F-

2
5
6
　
明
治
三
九
年
八
月
三
一
日

「（
封
筒
上
書
）

倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

八
月
卅
一
日　

成
羽
町
／
児
島
虎
次
郎
拝
」

其
後
ハ
御
無
沙
汰
致
居
候
、
い
つ
ま
で
も
暑
き
ひ
し
き
事
に
御
座
候
、

御
皆
々
様
御
変
り
も
御
座
な
く
候
哉
、
伺
上
候
、

小
生
儀
、
無
異
製
作
に
従
事
致
居
り
候
間
、
御
放
神
被
下
度
候
、

昼
夜
筆
と
り
居
り
候
た
め
、
ろ
く
〳
〵
御
音
信
も
不
申
、
失
礼
致
居
候
、
製
作
も
大
分
運

び
候
へ
共
、
何
分
重
荷
に
御
座
候
ヘ
バ
、
進
め
バ
進
む
ほ
と
苦
し
き
事
に
御
座
候
、

一
日
も
早
く
思
ふ
ほ
ど
の
も
の
描
き
終
へ
、
御
目
に
か
け
た
く
望
み
居
り
候
、
図
ハ
水
車

の
内
に
憩
へ
る
家
族
の
様
に
御
座
候
、
モ
デ
ル
を
雇
ふ
事
さ
へ
田
舎
の
事
に
候
ヘ
バ
、
思

ふ
ま
ゝ
に
ハ
相
成
り
不
申
、
閉
口
も
致
し
居
り
候
、

然
し
充
分
勉
む
る
た
け
ハ
務
む
る
決
心
に
御
座
候
、
御
教
訓
被
下
候
通
り
、
筆
と
る
前
に

ハ
心
こ
め
た
る
祈
を
さ
ゝ
げ
つ
ゝ
、
神
ハ
如
何
な
る
も
の
ゝ
上
に
も
等
し
き
愛
と
恵
と
を

与
へ
給
ふ
事
、
真
の
美
ハ
如
何
な
る
も
の
ゝ
う
ち
に
も
備
へ
ら
れ
あ
る
事
を
信
じ
つ
ゝ
、

誠
の
平
和
と
幸
福
の
境
に
あ
こ
か
れ
つ
ゝ
、
清
き
製
作
に
尽
し
居
り
候
、

絵
の
出
来
上
る
日
も
定
ま
ら
ず
候
へ
共
、
出
来
上
る
ま
て
ハ
決
し
て
動
か
ぬ
積
り
に
御
座

候
間
、
然
様
御
承
引
被
下
度
願
上
候
、

先
ハ
御
様
子
伺
上
度
く
、
小
生
の
現
情
一
報
申
上
候
、

末
筆
な
か
ら
御
全
家
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
、
尚
時
節
柄
御
自
愛
専
一
に
願
上
度
、
謹

而
閣
下
の
幸
福
を
祈
居
り
候
、

　

八
月
卅
一
日
夜
半 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

追
啓
、
弊
屋
一
同
よ
り
も
御
全
家
様
方
へ
宜
敷
申
伝
居
り
候
、

※
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
八
月
に
故
郷
成
羽
に
戻
り
、「
水
車
の
内
に
憩
へ
る
家

族
」
の
図
に
着
手
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。《
里
の
水
車
》
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
モ

デ
ル
を
雇
ふ
事
さ
へ
田
舎
の
事
に
候
ヘ
バ
、
思
ふ
ま
ゝ
に
ハ
相
成
り
不
申
」
と
モ
デ

ル
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、
モ
デ
ル
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
に
、
近
親
者
を
頼

ん
だ
の
か
な
ど
は
不
明
。

（
10
） 

大
原
家
文
書
F-

2
5
8-

1
　
明
治
三
九
年
十
月
五
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
林
町
／
二
二
五
野
中
方
／
児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
愈
々
御
清
栄
之
事
と
奉
大
賀
候
、

先
日
御
目
に
か
け
候
油
絵
、
上
京
直
に
黒
田
先
生
に
面
会
を
も
と
め
候
も
、
先
生
に
差
支

有
之
候
た
め
、
や
つ
と
本
日
批
評
を
聞
く
事
を
得
候
、
先
生
の
大
略
の
批
評
申
伝
へ
度
く

候
、

先
づ
大
体
の
所
に
て
無
難
の
由
に
候
、
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若
し
筆
を
加
ふ
る
考
へ
な
れ
バ
、
石
段
に
あ
る
人
を
除
く
方
面
白
か
ら
む
、
そ
し
て
母
親

の
背
後
雉
の
居
る
辺
に
少
し
明
き
光
線
を
入
れ
て
ハ
如
何
に
や
、
出
来
よ
り
云
ヘ
バ
、
先

上
出
来
な
り
、
小
生
の
作
と
し
て
ハ
、
未
だ
な
き
所
の
由
、
少
し
感
情
の
不
足
な
る
点
ハ

あ
れ
と
も
、
面
白
味
あ
り
、
色
と
形
に
於
て
無
難
な
り
、
親
子
の
手
指
は
よ
く
出
来
た
り
、

顔
ハ
子
供
の
顔
の
愛
ら
し
き
と
母
親
の
顔
の
雅
味
あ
る
所
よ
き
様
述
へ
ら
れ
候
、

兎
に
角
多
く
の
画
家
（
学
生
）
が
風
景
の
写
生
に
従
ふ
も
の
多
き
、
人
物
画
の
製
作
に
つ

く
も
の
少
な
き
遺
憾
と
す
る
所
、
此
方
面
に
向
て
の
研
究
ハ
誠
に
結
構
な
る
事
な
り
と
、

明
年
の
博
覧
会
ヘ
ハ
出
品
す
る
方
都
合
よ
か
ら
む
と
の
事
に
候
、

博
覧
会
出
品
云
々
の
事
ハ
兎
に
角
、
夏
休
の
間
、
小
生
が
不
及なか
ら
も
心
こ
め
て
の
製
作

が
、
少
し
だ
な
り
と
成
効
し
た
る
点
の
あ
る
と
せ
バ
、
如
何
ほ
と
か
の
小
生
に
慰
安
を
与

へ
ら
れ
候
、
先
生
只
一
人
を
さ
へ
僅
な
る
満
足
を
さ
ゝ
け
た
る
事
の
小
生
に
と
り
て
光
栄

と
す
る
所
に
候
、
製
作
中
の
苦
し
き
つ
と
め
も
、
そ
の
製
作
の
上
に
力
と
ゝ
む
る
事
を
得

候
、
誠
に
う
れ
し
く
存
候
、
モ
デ
ル
に
頼
み
し
人
々
に
も
な
か
き
骨
折
を
か
け
た
る
罪
も

少
し
ハ
謝
す
る
事
を
得
へ
き
事
を
よ
ろ
こ
び
候
、
先
生
の
批
評
に
よ
り
、
只
一
人
余
の
み

心
よ
ろ
こ
ば
し
く
候
、

然
し
先
生
の
批
評
よ
り
以
上
の
批
評
を
己
が
心
の
中
に
聞
き
候
、

今
度
の
製
作
中
々
に
つ
と
め
た
る
様
に
候
へ
共
、
尚
力
足
ら
す
、
製
作
ハ
失
敗
に
終
り

た
、
（
り
脱
カ
）

全
く
の
失
敗
に
終
り
た
り
、
高
き
理
想
の
そ
れ
よ
り
見
れ
バ
、
誠
に
憐
な
る
価
値
な

き
物
と
考
へ
候
、

尚
進
む
へ
き
所
ハ
、
遙
か
の
彼
所
に
候
、

夏
の
労
れ
に
ね
む
ら
ず
に
怠
な
き
つ
と
め
に
従
ふ
べ
く
、
何
事
も
己
の
信
仰
に
帰
す
る
事

と
存
居
り
候
、

製
作
ハ
先
生
の
説
に
従
ひ
、
直
に
修
製
致
す
べ
く
候
、
出
来
上
り
候
上
ハ
、
額
椂
（
縁
カ
）買

求
め

度
、
何
れ
御
依
頼
申
上
べ
く
候
へ
バ
、
何
卒
宜
敷
御
承
知
被
下
度
願
上
候
、
此
製
作
の
上

に
見
得
さ
る
所
に
力
加
へ
ら
れ
候
人
々
の
上
に
、
心
深
き
感
謝
を
さ
ゝ
け
奉
候
、

延
引
致
候
受
取
証
差
送
申
候
間
、
御
落
手
被
下
度
願
上
候
、

尚
末
筆
に
ハ
候
へ
共
、
皆
々
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、

　

十
月
五
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
制
作
途
上
の
《
里
の
水
車
》
を
、
お
そ
ら
く
は
東
京
へ
戻
る
中
途
に
倉
敷
へ
立
ち

寄
り
、
大
原
孫
三
郎
に
見
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
黒
田
清
輝
に
作
品
を
見
せ
て
修
正
指
導
を
受
け
た
こ
と
と
、
黒

田
に
よ
っ
て
翌
年
の
博
覧
会
、
つ
ま
り
東
京
府
の
勧
業
博
覧
会
出
品
を
示
唆
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

作
品
に
つ
い
て
は
、
親
子
の
表
情
や
、
手
指
の
描
写
を
褒
め
ら
れ
全
体
に
上
出
来

と
の
評
価
で
あ
り
、
修
正
点
と
し
て
は
、
石
段
に
あ
る
人
を
除
く
、
母
親
の
背
後
と

な
る
雉
の
い
る
あ
た
り
に
少
し
明
る
い
光
線
を
入
れ
て
は
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
る
。

作
品
の
現
状
で
は
、
黒
田
の
指
摘
通
り
の
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
が

風
景
写
生
に
向
か
い
、
人
物
画
へ
取
り
組
む
こ
と
が
少
な
い
こ
と
を
黒
田
が
指
摘
す

る
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。

　

児
島
は
、
納
得
の
い
く
作
品
が
描
け
る
と
大
原
へ
額
縁
の
経
費
を
た
め
ら
い
な
く

依
頼
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
こ
で
も
額
縁
を
誂
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
自
ら
作
品
の
出
来
栄
え
に
納
得
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
さ
ら
に
黒
田
の
評
価

に
自
信
を
得
て
お
り
、
展
覧
会
へ
の
出
品
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
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（
11
） 
F-

2
5
8-

2
　
明
治
三
九
年
十
月
十
一
日
　
※
F-

2
5
8-

1
と
同
封

拝
啓
、

先
般
中
申
上
置
候
油
絵
の
額
椂
（
縁
カ
）の

価
格
問
合
せ
候
処
、
先
づ
並
の
品
に
て
十
五
六
円
よ
り

に
御
座
候
、
拾
円
位
に
ても出
来
さ
る
と
云
ふ
に
ハ
御
座
な
く
候
も
、
あ
ま
り
面
白
か
ら
ず

候
、
然
し
椂
の
み
上
等
な
る
も
致
方
無
之
事
と
存
居
候
、
絵
ハ
訂
正
致
居
り
候
へ
共
、
額

椂
へ
嵌
め
候
ハ
す
バ
ほ
ど
よ
く
行
き
不
申
候
た
め
、
毎
度
勝
手
の
事
の
み
申
上
る
様
に
候

へ
共
、
右
額
椂
調
製
御
許
し
被
下
度
願
上
候
、

費
用
ハ
閣
下
の
御
考
へ
に
従
ふ
へ
く
存
し
居
候
ヘ
バ
、
幾
何
ほ
と
な
り
と
も
右
費
用
御
送

金
被
下
度
御
依
頼
申
上
候
、
な
る
べ
く
至
急
の
方
都
合
よ
ろ
し
く
候
、

其
序
に
向
屋
敷
の
大
広
間
の
か
も
ゐ
か
ら
上
方
の
寸
尺
御
知
せ
被
下
度
願
置
候
、

右
の
製
作
全
く
終
へ
候
ヘ
バ
、
今
一
層
奮
発
し
て
一
製
作
致
度
望
み
居
り
候
、
若
し
出
来

得
る
事
に
候
ヘ
バ
、
明
年
の
博
覧
会
に
出
品
す
る
考
へ
に
て
、
何
か
力
あ
る
作
に
従
ひ
た

く
、
気
の
み
勇
み
居
り
候
、
黒
田
先
生
に
ハ
一
寸
先
日
話
し
置
候
処
、
極
結
構
な
る
考
へ

な
れ
バ
、
実
行
致
す
べ
き
様
申
さ
れ
候
、

製
作
す
る
と
す
れ
ハ
、
小
生
の
考
へ
に
て
ハ
、
と
て
も
東
京
の
汚
れ
た
る
空
気
の
中
に
て

ハ
清
き
も
の
も
生
れ
不
申
と
考
へ
ら
れ
候
、
何
所
か
自
身
の
思
想
の
上
に
あ
る
も
の
を
得

る清
き地

に
旅
行
し
て
、
一
二
ケ
月
を
製
作
の
た
め
に
奮
闘
致
度
き
事
を
希
望
致
居
候
、
然
し

費
用
も
少
々
嵩
む
事
に
候
ヘ
バ
、
閣
下
の
御
一
考
を
煩
し
度
望
み
居
り
候
、

此
夏
の
製
作
の
水
車
も
若
し
出
品
を
許
可
さ
る
ゝ
な
れ
バ
、
出
品
ハ
進
で
致
す
考
へ
に
御

座
候
、

次
回
の
製
作
が
水
車
以
上
の
製
作
の
出
来
申
や
否
や
ハ
未
明
に
候
へ
共
、
此
の
気
力
の
進

み
居
る
所
を
善
用
致
度
き
事
に
御
座
候
、

右
の
二
件
御
返
事
至
急
願
上
度
御
依
頼
申
上
候
、

額
椂
代
金
御
送
付
被
下
候
ヘ
バ
、
其
節
申
上
兼
候
へ
共
、
本
月
分
学
資
御
貸
与
願
上
度
望

居
り
候
、

岡
田
先
生
に
依
頼
致
置
候
扇
面
の
儀
今
少
し
御
猶
余
被
下
度
願
上
候
、
黒
田
先
生
の
分
も

今
少
の
御
猶
余
を
願
申
上
候
、

右
当
用
ま
で
あ
ら
〳
〵
申
述
候
、

　

十
月
十
一
日
夜 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
《
里
の
水
車
》
の
額
縁
を
誂
え
る
に
あ
た
り
、
金
額
は
大
原
の
考
え
に
従
う
が
、

な
る
べ
く
至
急
に
送
金
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
大
原
家
所
有
の
向

屋
敷
（
現
在
の
大
原
美
術
館
本
館
に
隣
接
す
る
敬
倹
堂
か
？
）
の
か
も
い
上
方
の
サ

イ
ズ
を
尋
ね
る
の
は
、
そ
の
場
所
へ
の
設
置
を
考
え
た
も
の
か
。

　

さ
ら
に
《
里
の
水
車
》
以
上
の
作
品
を
描
き
あ
げ
、
明
年
の
博
覧
会
出
品
を
目
指

す
希
望
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
東
京
の
汚
れ
た
空
気
の
中
で
は
清
ら
か
な
も
の
は

生
ま
れ
な
い
の
で
、
相
応
し
い
地
を
探
し
、
一
、
二
ヶ
月
を
制
作
に
充
て
た
い
希
望

と
、
そ
の
た
め
の
経
費
負
担
を
望
む
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

（
12
） 
大
原
家
文
書
F-

2
6
8
　
明
治（
三
九
）年
十
月
二
六
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
至
急
親
展
」
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「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
蓬
莱
町
／
六
荒
井
方
／
二
月
廿
八
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

御
芳
墨
拝
承
致
候
、

今
度
の
製
作
に
就
而
ハ
、
旅
行
地
方
法
等
委
し
き
事
未
定
に
候
た
め
、
閣
下
の
御
承
諾
被

下
候
上
、
愈
々
決
心
す
る
考
へ
に
御
座
候
、
委
し
き
御
返
事
承
ら
す
候
へ
共
、
小
生
の
申

送
り
候
事
に
御
同
意
被
下
候
も
の
と
奉
察
候
ヘ
バ
、
此
等
準
備
な
と
の
事
今
一
応
黒
田
先

生
に
も
相
計
り
可
申
考
へ
に
候
ヘ
ハ
、
其
上
に
て
費
用
等
の
点
委
し
く
申
送
致
べ
く
候
間
、

然
様
御
承
知
被
下
度
願
上
候
、

額
椂
（
縁
カ
）の

代
金
と
し
拾
円
、
本
月
分
の
学
資
と
共
に
拝
受
致
候
、

額
椂
も
今
一
応
よ
く
取
検
べ
注
文
可
致
候
、
若
し
都
合
に
よ
り
て
少
々
嵩
む
事
有
之
や
も

知
れ
ず
候
に
つ
き
、
其
辺
御
承
知
被
下
置
願
上
度
候
、

右
当
用
ま
で
申
述
候
、
向
寒
の
候
に
候
ヘ
バ
、
御
自
愛
専
一
に
奉
祈
候
、
末
筆
に
ハ
候
へ

共
、
御
華
邸
皆
々
様
へ
宜
敷
御
伝
声
の
程
願
上
候
、

　

十
月
廿
六
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
博
覧
会
に
向
け
た
制
作
の
た
め
の
経
費
を
願
う
と
共
に
、《
里
の
水
車
》
の
額
縁
代

も
送
付
さ
れ
て
来
た
十
円
で
は
足
り
な
い
可
能
性
も
伝
え
て
い
る
。
改
め
て
、
児
島

が
自
ら
の
や
る
べ
き
事
に
向
け
て
は
、
大
原
へ
と
必
要
な
経
費
を
求
め
る
姿
勢
が
伝

わ
る
。

　

本
書
簡
に
つ
い
て
は
、
封
筒
の
消
印
が
明
治
四
十
年
二
月
二
十
八
日
で
、
封
筒
裏

記
載
の
日
付
も
同
日
と
な
っ
て
お
り
、
書
簡
文
面
の
日
付
と
齟
齬
が
あ
る
。
後
出
の

よ
う
に
明
治
四
十
年
二
月
二
十
八
日
付
で
岡
山
孤
児
院
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
書
簡

（
23
）
が
あ
る
た
め
、
本
来
、
こ
の
封
筒
に
、
書
簡
（
23
）
が
入
っ
て
お
り
、
何
ら
か

の
理
由
で
、
封
筒
と
中
身
が
入
れ
替
わ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。　

　

書
簡
の
文
面
に
は
、
差
出
年
の
記
載
が
な
い
が
、
文
面
の
内
容
か
ら
明
治
三
九
年

と
判
断
す
る
。

（
13
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
0
　
明
治
三
九
年
十
一
月
四
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
林
町
／
二
二
五
野
中
方
／
十
一
月
四
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

今
日
ハ
誠
に
心
地
よ
き
日
曜
日
に
御
座
候
、
日
あ
た
ゝ
か
に
朝
風
す
ゝ
し
く
、
何
と
な
く

身
の
け
か
れ
も
き
よ
め
ら
る
ゝ
様
お
も
は
れ
候
、
我
し
ら
す
祈
と
感
謝
と
に
時
を
す
ご
し

候
、

一
度
信
す
る
も
の
を
得
て
身
を
捧
げ
、
そ
の
使
命
に
服
し
て
よ
り
己
の
身
ハ
幸
福
と
慈
悲

と
の
う
ち
に
護
ら
れ
つ
ゝ
、
此
の
日
々
を
楽
し
く
送
り
得
る
事
を
感
す
る
度
に
感
謝
の
涙

は
湧
き
候
、
身
ハ
使
命
の
も
と
に
力
の
あ
ら
む
か
き
り
誠
の
つ
き
む
か
き
り
ハ
働
く
決
心

に
御
座
候
、

一
度
信
者
の
生
涯
に
入
り
て
よ
り
、
誠
の
信
者
と
し
て
一
生
を
終
ら
む
と
望
む
も
の
に
候
、

身
ハ
信
者
と
し
て
の
生
活
と
行
為
を
全
せ
む
と
す
る
も
の
に
御
座
候
、

誠
の
信
仰
ハ
、
誠
の
行
為
の
み
と
存
せ
ら
れ
候
、
己
ハ
己
の
働
き
の
上
に
此
の
美
し
き
信
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仰
を
実
現
す
る
考
へ
に
候
、
己
ハ
何
れ
の
教
会
、
何
れ
の
宗
派
に
も
身
を
置
さ
る
も
の
に

候
、
さ
れ共そ
れ
等
の
人
よ
り
以
上
の
信
仰
ハ
持
ち
居
る
考
へ
に
御
座
候
、
宗
教
一
度
派
に

分
れ
て
よ
り
、
各
派
只
形
式
と
虚
礼
の
満
る
所
と
な
り
、
教
堂
に
あ
ゝ
（
ら
カ
）わ

る
ゝ
宗
教
ハ
、

何
と
な
く
真
の
力
を
失
ひ
た
る
感
せ
ら
れ
候
、
教
会
堂
に
同
胞
に
楽
し
く
集
ま
れ
る
何
と

て
心
地
よ
か
ら
さ
る
、
さ
れ
と
そ
の
半
面
に
ハ
面
白
か
ら
さ
る
欠
点
も
見
受
ら
れ
候
、

会
堂
の
洗
礼
も
全
く
の
罪
よ
り
人
を
救
ひ
浄
む
る
の
水
と
し
て
ハ
少
し
濁
り
た
る
様
お
も

は
れ
候
、
か
く
し
て
己
ハ
教
堂
な
る
も
の
に
一
種
の
疑
を
宿
し
候
、
教
会
員
も
一
度
会
堂

の
人
と
な
り
て
何
処
と
な
く
会
堂
く
さ
き
人
と
化
し
た
様
子
に
考
へ
ら
れ
、
此
頃
に
て
ハ

少
し
変
な
気
持
を
帯
び
候
、
全
く
自
己
の
不
完
全
に
帰
す
る
事
と
覚
へ
居
り
候
、

今
日
ハ
安
息
日
の
半
日
を
会
堂
に
す
こ
す
を
面
白
く
進
ま
さ
り
し
ま
ゝ
室
に
籠
り
て
祈
り

候
、
己
の
信
す
る
名
な
き
宗
教
に
只
己
ハ
従
は
む
の
み
、
然
し
総
の
宗
派
の
信
者
よ
り
も

よ
り
以
上
の
働
を
世
の
同
胞
に
上
に
尽
さ
む
の
み
と
古
き
決
心
に
帰
り
候
、

あ
ま
り
多
く
を
語
り
候
事
を
謝
す
事
に
候
、
只
胸
の
お
も
ひ
の
苦
し
き
ま
ゝ
、
誰
れ
に
か

た
ら
む
よ
し
も
な
く
、
己
の
信
す
る
人
な
る
閣
下
の
前
に
か
く
も
述
た
る
事
に
候
、

先
般
申
送
置
候
次
の
製
作
に
つ
き
、
画
題
の
み
ハ
握
り
居
り
候
へ
共
、
そ
の
方
法
に
つ
き

て
ハ
、
今
尚
考
へ
中
に
御
座
候
、

画
題
に
つ
き
少
し
物
語
り
た
く
候
、
画
題
を
択
ハ
愚
の
様
に
候
へ
共
、
己
の
志
し
た
る
所

に
従
さ
る
へ
か
ら
さ
る
を
思
出
し
候
、

画
題
ハ
あ
れ
や
こ
れ
や
と
さ
ま
〳
〵
と
ま
よ
ゐ
候
折
か
ら
、
総
て
の
空
想
を
倒
し
て
現
れ

た
る
一
つ
の
力
あ
る
感
し
を
得
候
、

一
度
此
の
感
を
得
候
時
、
余が身
ハ
お
ど
り
候
、
己
の
涙
ハ
湧
き
候
、
そ
ハ
孤
児

8

8

に
候
、

最
も
憐
な
る
孤
児
の
た
め
に
弱
き
な
か
ら
に
も
己
の
力
を
尽
し
て
世
の
人
に
語
ら
む
た
め

に
、
此
度
の
製
作
を
起
す
決
心
に
御
座
候
、

す
き
し
年
、
岡
山
孤
児
院
の
参
観
の
時
に
起
り
し
一
種
の
感
、
今
春
上
野
に
東
北
孤
児
を

迎
へ
し
時
に
湧
き
し
念
、
堪
へ
す
身
に
来
り
て
一
種
の
励
み
を
わ
れ
に
与
ふ
る
も
の
あ
る

を
覚
へ
候
、

よ
し
製
作
ハ
成
効
に
或
ハ
失
敗
に
終
る
と
も
何
か
あ
ら
む
、
余
ハ
此
の
清
き
使
命
の
た
め

に
此
身
を
捧
け
む
、
一
度
製
作
に
従
ふ
以
上
ハ
、
決
し
て
寸
毫
も
自
己
の
身
を
考
へ
さ
る

覚
悟
に
御
座
候
、
余
ハ
幾
十
日
か
製
作
の
た
め
に
活
き
る
考
へ
に
候
、

製
作
の
為
め
に
の
み
此
身
を
務
む
る
考
へ
に
御
座
候
、
か
く
思
定
め
て
よ
り
、
製
作
の
地

を
何
れ
に
撰
は
む
を
考
へ
候
、

岡
山
に
帰
れ
ハ
種
々
の
孤
児
院
よ
り
便
利
も
得
ら
れ
む
哉
、
鎌
倉
に
近
く
某
孤
児
院
も
在

る
由
、
鎌
倉
の
地
あ
ま
り
面
白
か
ら
ず
候
、
上
毛
孤
児
院
の
あ
る
あ
り
候
も
聞
き
及
候
、

何
れ
か
の
孤
児
院
に
生
活
し
て
研
究
と
感
想
を
強
め
む
事
を
希
望
致
居
り
候
、
此
の
時
、

一
昨
夜
と
昨
夜
、
岡
山
孤
児
院
の
第
二
音
楽
隊
の
来
京
、
本
郷
会
堂
に
慈
善
会
を
開
会
す

る
あ
り
て
、
決
心
ハ
愈
々
強
く
相
成
候
、

博
覧
会
開
会
迄
に
ハ
あ
ま
り
ほ
と
遠
く
も
な
く
、
限
り
有
之
候
へ
共
、
製
作
に
ハ
限
り
な

き
事
に
候
ヘ
バ
、
出
来
た
け
思
想
の
熟
す
る
と
同
時
に
着
手
致
度
考
へ
に
御
座
候
、

一
応
閣
下
の
説
を
仰
き
た
く
望
み
候
、

御
尋
ね
被
下
候
費
用
と
し
て
ハ
、
毎
月
の
貸
費
以
外
に
、
少
し
絵
具
材
良
の
費
と
旅
費
と

に
御
座
候
、
そ
れ
に
モ
デ
ル
費
用
に
御
座
候
、
今
仮
に
予
算
を
記
し
候
、

　
　

絵
具
材
良
と
し
て
毎
月
要
す
る
以
外
に
○弐拾
円
ほ
と

カ
ン
パ
ス
な
と
の
費
用
と
し
て
五
六
円
、

　
　

絵
具
ハ
一
ケ
月
の
費
に
候
、
幾
月
か
ゝ
る
か
知
れ
不
申
候
、

旅
費
ハ
遠
近
に
よ
り
て
差
有
之
事
に
候
ヘ
バ
、
予
想
出
来
不
申
候
、

滞
在
費
ハ
東
京
に
あ
る
と
さ
ほ
ど
の
差
も
な
き
事
と
存
候
、
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モ
デ
ル
費
ハ
予
算
も
出
来
不
申
候
、
人
ハ
小
年
を
用
ゆ
る
事
に
候
、
少
く
と
も
六
七
人
位

の
構
図
に
致
す
つ
も
り
に
候
、

他
の
費
用
ハ
目
的
地
に
着
し
て
よ
り
後
の
事
に
候
へ
共
、
絵
具
費
・
カ
ン
パ
ス
材
良
費
ハ

出
発
前
に
要
す
る
事
に
候
ヘ
バ
、
本
月
の
学
資
と
共
に
至
急
御
送
り
被
下
さ
る
（
衍
カ
）様

願
上
候
、

若
し
余
る
事
に
候
ヘ
バ
、
御
返
し
申
べ
く
、
来
月
の
学
費
へ
廻
し
可
申
候
、

兎
に
角
、
十
一
月
分
と
外
に
十
二
月
分
の
学
資
と
し
て
前
記
の
費
用
拝
借
願
上
度
望
み
置

候
間
、
然
様
御
承
諾
被
下
度
願
上
候
、

前
述
申
上
候
岡
山
孤
児
院
に
か
へ
り
可
申方■
よ
か
ら
む
哉
否
か
、
御
一
報
御
高
見
を
承
り

度
望
候
、

無
論
、
製
作
ハ
閣
下
の
も
と
に
捧
け
可
申
事
に
御
座
候
、

以
上
、
■小生が
意
の
あ
る
処
、
情
の
強
き
所
御
察
し
被
下
、
此
度
の
製
作
に
便
宜
を
恵
み
給

ら
む
事
を
希
望
致
候
、

思
の
み
高
ま
り
て
胸
せ
ま
り
頭
み
た
れ
筆
つ
ゝ
く
る
事
も
出
来
ず
、
紙
も
つ
き
候
、

閣
下
の
前
に
さ
ゝ
け
つ
ゝ
あ
る
真
の
感
謝
の
我
が
此
の
涙
を
何
卒
御
納
め
給
ら
む
事
を
望

み
候
、
只
思
ふ
事
の
み
申
述
、
伏
し
て
御
返
信
の
み
待
ち
居
り
候
、
只
胸
に
孤
児
あ
る
の

み
に
候
、
噫
、

　

十
一
月
四
日
朝 

虎
次
郎
拝　
　

追
啓
、

近
々
御
上
京
の
由
と
か
信
に
御
座
候
哉
伺
上
候
、

※
特
定
の
宗
派
へ
帰
属
す
る
の
で
は
な
い
児
島
独
自
の
信
仰
心
の
あ
り
方
が
語
ら
れ

る
。

　

東
京
府
勧
業
博
覧
会
に
出
品
す
る
た
め
に
《
里
の
水
車
》
以
上
を
目
指
す
と
し
て

い
た
作
品
の
主
題
が
、「
孤
児
」
へ
と
絞
ら
れ
た
こ
と
を
語
る
。
そ
の
た
め
に
、
関
東

の
孤
児
院
を
考
え
る
が
、
や
は
り
地
元
で
あ
り
、
大
原
孫
三
郎
が
支
援
す
る
岡
山
孤

児
院
で
の
制
作
を
願
い
出
て
い
る
。
岡
山
孤
児
院
で
の
制
作
の
是
非
を
問
い
つ
つ
も
、

完
成
作
は
大
原
へ
と
送
る
こ
と
を
前
提
に
、
旅
費
、
画
材
費
な
ど
の
提
供
に
つ
い
て

も
打
診
し
て
い
る
。
こ
の
構
想
段
階
で
、
六
、
七
人
に
よ
る
群
像
と
す
る
構
図
を
明

確
に
語
っ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

（
14
） 

大
原
家
文
書
F-

2
5
7
　
明
治
三
九
年（
十
一
）月
十
五
日

「（
封
筒
上
書
）

京
橋
区
木
挽
町
二
丁
目
／
水
明
館
に
て
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

本
郷
区
千
駄
木
林
町
／
二
二
五
野
中
方
／
十（マ
マ
）

二
日
児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
先
日
中
ハ
度
々
ま
か
り
出
で
御
厄
介
に
相
成
候
段
奉
謝
候
、
小
生
今
夜
の
列
車
に

て
岡
山
へ
直
行
可
致
候
間
、
然
様
御
承
了
被
下
度
願
上
候
、
昨
日
、
東
京
府
博
覧
会
事
務

所
へ
出
品
願
書
差
出
し
置
候
、
此
度
の
製
作
に
つ
き
て
ハ
、
充
分
な
る
覚
悟
と
決
心
を
致

居
り
候
、

出
発
ま
で
に
御
伺
可
致
の
所
、
か
れ
こ
れ
と
と
り
ま
き
れ
、
そ
の
ま
ゝ
失
礼
可
仕
、
何
れ

御
帰
郷
の
節
、
御
伺
申
上
度
候
、
頓
首

　

十（一
脱
カ
）

月
十
五
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下
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※
東
京
府
博
覧
会
へ
の
出
品
願
書
を
提
出
し
た
う
え
で
、
制
作
の
た
め
岡
山
へ
向
か

っ
て
い
る
。

（
15
） 

大
原
家
文
書
F-

2
3
9
　
明
治
三
九
年
十
一
月
十
八
日

「（
封
筒
上
書
）

倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
孤
児
院
に
て
／
十
一
月
十
八
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
一
昨
日
夕
、
新
橋
出
発
、
途
中
に
下
車
一
泊
の
上
、
昨
夕
無
事
岡
山
へ
着
し
候
、

今
朝
、
孤
児
院
に
お
も
む
き
、
表
面
の
参
観
た
け
ハ
致
候
、
愈
々
本
日
よ
り
孤
児
院
に
御

厄
介
に
相
成
る
事
と
致
候
、
充
分
の
観
察
を
致
す
ま
て
に
ハ
、
尚
数
日
を
要
す
る
こ
と
ゝ

存
居
候
、
そ
の
上
に
て
、
構
図
に
と
り
懸
る
事
に
御
座
候
、

本
日
、
孤
児
院
に
て
、
閣
下
の
御
帰
宅
の
由
聞
及
び
候
、
早
速
御
伺
申
上
へ
き
存
候
へ
共
、

今
数
日
間
が
小
生
に
と
り
て
ハ
非
常
な
る
感
想
を
養
ふ
に
必
要
な
る
時
に
候
ヘ
バ
、
構
図

と
も
定
ま
る
ま
で
ハ
失
礼
申
べ
く
御
断
申
置
候
、
慥
に
何
物
を
か
得
ら
る
ゝ
様
な
心
致
候
、

否
必
す
或
物
を
得
す
ハ
、
止
ま
ぬ
決
心
に
御
座
候
、

孤
児
院
よ
り
貸
与
へ
給
り
し
事
務
所
の
二
階
、
誠
に
結
構
な
る
部
屋
に
て
よ
ろ
こ
び
居
り

候
、

右
ハ
一
寸
様
子
の
み
申
上
候
、
頓
首

　

十
一
月
十
八
日 

岡
山
孤
児
院
に
て　

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
岡
山
孤
児
院
で
の
制
作
へ
の
意
欲
を
知
ら
せ
る
。
孤
児
院
内
で
提
供
さ
れ
た
部
屋

が
、
事
務
所
の
二
階
で
「
誠
に
結
構
な
る
部
屋
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
金
井
文
彦
が

「『
な
さ
け
の
庭
』
当
時
の
思
い
出
」（『
美
術
新
論
』
四
巻
五
号
）
に
引
用
す
る
金
井

宛
の
岡
山
孤
児
院
か
ら
翌
十
一
月
十
九
日
発
信
の
手
紙
の
内
容
と
一
致
す
る
。

（
16
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
1
　
明
治
三
九
年
十
二
月
二
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
市
岡
山
孤
児
院
に
て
／
十
二
月
一
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

昨
日
御
来
岡
遊
れ
候
由
、
御
拝
顔
を
得
ら
る
ゝ
事
と
よ
ろ
こ
び
居
り
候
処
、
御
来
院
無
之

ま
ゝ
御
帰
倉
な
さ
れ
失
望
致
候
、
未
た
お
目
に
か
け
る
程
の
も
の
出
来
不
申
候
へ
共
、
構

図
に
つ
き
御
批
評
願
上
度
、
一
寸
油
絵
の
下
絵
つ
く
り
候
、
昨
日
博
覧
会
事
務
所
よ
り
か

ね
て
願
出
の
容
積
坪
数
を
要
す
る故
、
陳
列
上
差
支
候
た
め
、
縮適宜小
の
上
、
願
書
訂
正
致
す

べ
き
様
申
来
ら
れ
、
今
更
と
な
り
て
容
積
縮
小
な
と
ゝ
ハ
実
に
閉
口
致
居
る
次
第
に
御
座

候
、

先
方
の
勝
手
の
よ
き
様
に
致
し
候
ヘ
ハ
、
当
方
の
都
合
あ
し
き
事
と
相
成
る
事
に
御
座
候
、

あ
ま
り
訂
正
な
と
致
さ
ぬ
考
へ
に
御
座
候
、

出
品
に
な
る
と
も
な
ら
さ
る
と
も
、
何
れ
に
し
て
も
小
生
ハ
只
自
分
の
尽
す
べ
き
所
を
真

面
目
に
働
く
決
心
に
御
座
候
、
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何
れ
弐
枚
の
出
品
の
願
書
の
う
ち
、
上
都
合
に
て
一
枚
出
品
を
許
可
さ
る
れ
ハ
よ
き
方
に

御
座
候
、
今
よ
り
す
で
に
陳
列
場
の
不
足
を
口
に
す
る
様
の
博
覧
会
に
て
ハ
、
と
て
も
一

人
の
作
を
二
点
も
陳
列
を
許
す
様
の
事
ハ
万
々
あ
る
間
敷
事
と
存
居
り
候
、

今
度
の
構
図
ハ
孤
児
の
病
め
る
を
主
眼
と
致
す
考
へ
に
決
し
候
、

右
あ
ら
ま
し
を
の
み
御
報
告
申
上
置
候
、
不
備

　

十
二
月
一
日
夜
半 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
下
絵
の
制
作
と
、
制
作
す
る
画
題
は
「
孤
児
の
病
め
る
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　

博
覧
会
事
務
局
よ
り
、
願
書
に
示
し
た
展
示
容
積
の
縮
小
を
求
め
る
連
絡
が
あ
っ

た
こ
と
に
対
す
る
反
応
は
興
味
深
い
。

（
17
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
2
　
明
治
三
九
年
十
二
月
二
六
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
／
都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
孤
児
院
に
て
／
十
二
月
廿
六
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

昨
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
御
来
院
遊
さ
れ
候
由
、
勝
手
な
る
事
致
居
り
御
挨
拶
も
致
さ
す
誠

に
失
礼
仕
候
段
、
不
悪
御
海
容
（
カ
）被

下
度
奉
謝
候
、

別
紙
領
収
証
延
引
な
か
ら
御
送
付
申
上
（
候
脱
カ
）

間
御
改
め
被
下
度
願
上
候
、

昨
朝
五
時
頃
の
ま
だ
星
の
光
清
き
頃
、
院
児
の
一
隊
窓
の
外
に
集
り
て
讃
美
歌
声
可
愛
ら

し
く
唱
れ
候
、
全
く
大
国
に
身
の
あ
る
夢
の
様
な
る
心
地
致
し
、
歌
の
終
り
た
る
頃
、
床

の
上
に
泣
き
く
づ
れ
候
、

如
何
に
音
楽
の
大
家
あ
り
て
、
我
耳
に
そ
の
高
尚
な
る
調
を
聞
く
事
を
得
る
と
も
、
如
何

で
此
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
早
朝
の
孤
児
の
讃
美
歌
以
上
に
感
動
を
得
る
事
を
得
べ
き
と
信
し

候
と
共
に
、
感
謝
致
候
、
年
の
終
り
の
此
日
最
も
楽
し
き
此
の
祝
日
を
受
け
た
る
事
を
閣

下
の
前
に
感
謝
致
す
処
に
御
座
候
、

聖
霊
の
此
の
世
に
生
れ
た
り
と
聞
く
此
日
を
記
念
さ
る
べ
く
小
生
が
性
格
の
上
に
も
面
目

を
改
め
む
事
を
祈
り
居
り
候
、
頓
首

　

十
二
月
廿
六
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
滞
在
制
作
開
始
か
ら
一
ケ
月
以
上
が
経
ち
、
孤
児
院
で
暮
ら
す
者
た
ち
へ
の
観
察

が
鋭
敏
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
伝
え
る
。

（
18
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
3
　
明
治
四
十
年
一
月
十
五
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
侍
史
」

「（
封
筒
裏
上
書
）（
印
刷
）

「
岡
山
市
門
田
屋
敷
百
七
十
九
番
地
／
岡
山
孤
児
院
」
ニ
テ
／
一
月
十
五
日　

児
島
虎
次

郎
拝
」
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拝
啓
、
本
日
小
包
に
て
図
案
一
葉
差
送
申
候
間
、
御
落
手
被
下
度
候
、

外
の
模
様
ハ
重
ね
て
印
刷
致
す
考
へ
に
御
座
候
、

文
字
の
配
置
ハ
半
紙
に
一
寸
小
生
の
考
へ
に
て
記
し
置
候
間
、
御
一
覧
被
下
度
候
、

褒
賞
授
与
の
証
の
文
字
不
必
要
か
と
存
せ
ら
れ
候
ま
ゝ
記
入
致
さ
ゞ
る
事
と
致
置
候
、
地

の
模
様
ハ
紋
を
地
の
色
よ
り
少
し
濃
く
致
す
積
に
御
座
候
、
色
ハ
同
質
に
御
座
候
ヘ
バ
、

総
て
に
て
二
度
摺
、
文
字
と
も
に
て
三
度
と
相
成
る
事
に
御
座
候
、

訂
正
の
場
所
御
遠
慮
な
く
申
送
り
被
下
願
上
候
、

今
朝
持
参
可
致
存
居
り
候
へ
共
、
製
作
の
方
後
れ
勝
に
候
た
め
、
不
本
意
な
か
ら
失
礼
申

候
、
先
ハ
当
用
ま
で
申
述
候
、
頓
首

　

一
月
十
五
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
大
原
よ
り
の
「
褒
賞
図
案
」
デ
ザ
イ
ン
の
依
頼
に
対
し
て
の
対
応
。
岡
山
孤
児
院

で
の
滞
在
制
作
時
に
も
こ
う
し
た
オ
ー
ダ
ー
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
水
島
は
、

次
の
一
月
二
五
日
付
（
19
）
書
簡
に
あ
る
「
不
作
の
稲
」
と
の
孫
三
郎
の
批
評
と
も

合
わ
せ
て
、
こ
の
「
褒
賞
」
を
明
治
四
十
年
二
月
に
第
一
回
褒
賞
が
授
与
さ
れ
た
「
大

原
家
小
作
俵
米
品
評
会
」
を
指
す
と
想
定
。

（
19
） 

大
原
家
文
書
F-
2
6
4
　
明
治
四
十
年
一
月
二
五
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
孤
児
院
に
て
／
一
月
廿
五
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

謹
啓
、
承
り
候
ヘ
バ
尊
大
人
御
不
快
之
由
、
其
後
如
何
に
御
座
候
哉
、
御
伺
申
上
候
、
御

療
養
専
一
に
御
全
快
の
速
な
ら
む
事
を
切
に
奉
祈
候
、

褒
賞
図
案
御
目
に
か
け
候
間
、
御
一
覧
被
下
度
候
、
御
気
に
叶
た
る
様
に
参
り
不
申
申
訳

無
之
事
に
御
座
候
、

今
一
度
御
批
評
願
上
度
、
万
一
御
気
に
か
な
い
候
ヘ
共バ
、
清
書
可
致
候
間
、
其
節
ハ
先
日

の
図
案
御
送
り
被
下
度
願
上
候
、

「（
小
文
字
）

先
日
の
図
案
の
不
作
の
稲
と
ハ
誠
に
好
き
批
評
な
り
し
事
を
自
覚
致
候
、」

製
作
に
怠
り
な
く
従
事
致
居
り
候
へ
共
、
中
々
思
ふ
様
に
ハ
捗
り
不
申
、
月
日
の
み
遠
慮

な
く
進
行
致
し
、
実
に
心
苦
し
き
事
に
御
座
候
、

覚
悟
の
上
の
事
に
候
ヘ
バ
、
充
分
完
製
を
期
し
可
申
候
、

か
ね
て
御
教
訓
被
下
候
通
り
、
筆
と
る
時
ハ
不
堪
祈
り
つ
ゝ
画
面
に
対
し
居
り
候
、

愚
痴
の
様
に
候
へ
共
、
此
度
の
如
き
製
作
ハ
初
て
の
事
に
候
ヘ
バ
、
中
々
一
通
の
事
に
て

ハ
出
来
致
さ
ゝ
る
様
に
御
座
候
、

全
力
を
信
し
た
る
此
の
製
作
の
上
に
注
き
居
り
候
間
、
然
様
御
思
召
被
下
度
候
、

昨
日
の
失
敗
を
今
日
ハ
重
ね
じ
と
誓
つ
ゝ
も
又
来
る
日
〳
〵
を
失
敗
に
終
る
事
に
御
座
候
、

さ
れ
と
此
の
失
敗
こ
そ
成
効
に
た
ど
る
べ
き
楷
段
た
る
事
を
信
し
居
り
候
、
信
じ
つ
ゝ
も

己
の
力
弱
き
事
を
深
く
嘆
慨
致
居
り
候
、

先
日
、
青
野
君
よ
り
返
事
参
り
候
ヘ
バ
、
一
寸
序
な
か
ら
に
御
一
報
申
上
候
、
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御
同
情
深
き
閣
下
の
信
情
に
対
し
、
誠
に
感
謝
に
耐
へ
さ
る
事
を
切
に
申
送
り
候
、
返
事

の
大
略
ハ
、
只
今
の
境
遇
ハ
信
用
も
あ
り
置
（
地
カ
）位

も
よ
く
し
て
別
に
不
足
の
所
ハ
無
之
候
へ

共
、
只
勉
強
時
間
の
不
足
な
る
事
の
み
遺
憾
た
る
由
に
御
座
候
、

自
分
に
ハ
希
望
あ
る
身
に
候
ヘ
バ
、
徒
に
事
務
会
計
家
を
以
て
終
る
べ
か
ら
さ
る
事
を
申

述
べ
、
今
望
む
所
の
も
の
ハ
、
支
給
金
に
あ
ら
ず
、
置
位
に
て
も
な
く
、
只
労
働
の
傍
ら

充
分
自
習
す
る
の
時
間
を
得
事
を
望
み
居
る
様
に
御
座
候
、

別
に
委
し
く
倉
敷
に
来
る
べ
き
意
も
無
之
候
ヘ
バ
、
今
一
応
先
方
へ
若
し
自
習
時
間
得
ら

る
ゝ
と
せ
バ
来
社
あ
る
か
を
聞
合
す
べ
く
存
居
り
候
ヘ
バ
、
会
社
の
方
に
て
時
間
の
都
合

な
と
如
何
に
御
座
候
哉
、
一
寸
御
手
数
な
か
ら
御
知
せ
被
■下

候
給
バ
幸
の
事
に
御
座
候
、

本
月
分
の
学
資
御
拝
借
願
上
度
御
依
頼
申
上
候
、

参
堂
仕
る
べ
く
本
意
に
候
へ
共
、
今
ハ
半
日
の
時
間
も
惜
れ
候
ま
ゝ
失
礼
申
居
候
、

何
れ
委
し
き
事
ハ
拝
顔
の
節
申
述
べ
く
、
当
用
の
み
御
一
報
申
上
候
、
乱
筆
多
罪

　

一
月
廿
五
日 
虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
「
褒
賞
図
案
」
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
大
原
よ
り
の
指
摘
を
受
け
て
、
や
り
直
し

た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
児
島
の
仕
事
に
関
し
て
、
大
原
か
ら
も
忌
憚
な
く
意
見
が
示

さ
れ
る
点
も
、
二
人
の
関
係
性
に
つ
い
て
興
味
深
い
。

　

孤
児
院
で
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
複
数
人
を
大
画
面
に
ま
と
め
る
制
作
の
あ
り
方

に
苦
慮
し
て
い
る
様
が
伝
わ
る
。

　

後
半
は
、
同
郷
の
友
人
で
、
児
島
が
上
京
当
初
に
間
借
り
を
し
て
い
た
青
野
俊
一

郎
に
つ
い
て
の
記
述
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
後
も
、
青
野
の
身
の
振
り
方
に
つ
い
て
の

記
述
が
多
い
。

（
20
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
5
　
明
治
四
十
年
二
月
一
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
孤
児
院
に
て
／
二
月
一
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

謹
啓
、

本
日
青
野
俊
一
郎
君
が
為
め
に
御
話
し
被
下
候
事
共
誠
に
感
謝
の
涙
に
む
せ
び
候
、
思
ひ

起
し
候
彼
が
一
昨
年
身
を
捨
て
む
た
め
に
浅
間
の
山
頂
に
よ
ぢ
登
り
し
、
そ
の
悲
惨
な
る

折
の
彼
の
心
の
苦
し
さ
を
、
而
し
て
最
も
不
幸
な
る
彼
が
歴
史
と
生
涯
と
に
そ
の
幸
福
を

祈
り
た
る
事
を
、

よ
る
辺
な
き
彼
ハ
世
を
果
無
く
思
定
め
て
都
を
去
り
て
自
棄
の
境
に
さ
ま
よ
ゐ
たる時
、
不

肖
な
か
ら
に
も
小
生
ハ
若
し
不
幸
な
る
友
を
此
世
に
救
ひ
得
る
事
の
能
ふ
べ
く
ん
バ
、
謹

而
此
の
身
を
際
よ
く
友
の
身
に
か
へ
て
捧
け
て
、
友
の
命
に
代
へ
ら
れ
む
事
を
一
夕
心
こ

め
て
巣
鴨
の
野
に
祈
り
候
、
無
我
の
祈
の
力
あ
り
た
る
か
ハ
信
せ
ら
れ
す
候
へ
共
、
友
ハ

不
思
議
に
も
浅
間
の
山
頂
に
於
て
神
の
子
た
る
の
自
覚
を
得
て
、
再
び
人
の
道
を
全
く
せ

ん
と
励
み
つ
ゝ
あ
る
を
見
て
、
実
に
心
嬉
し
き
事
に
御
座
候
、

幸
に
此
度
青
野
兄
が
閣
下
の
御
仁
恵
の
下
に
厚
き
救
護
を
得
ん
と
し
つ
ゝ
あ
る
を
よ
ろ
こ

び
て
、
全
く
此
身
の
そ
の
恩
恵
の
う
ち
に
浴
し
つ
ゝ
あ
る
事
を
自
覚
致
し
、
無
上
の
感
謝

の
念
に
満
さ
れ
候
、
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慈
父
の
味
知
ら
て
盲
（
カ
）で

来
た
る
此
身
が
御
同
情
厚
き
閣
下
の
愛
に
接
し
、
そ
の
未
た
嘗
て

味
さ
り
し
慈
父
の
愛
を
感
じ
候
如
く
、
此
の
不
幸
な
る
友
も
閣
下
の
高
き
愛
に
欽
慕
し
つ
ゝ

止
ま
さ
る
次
第
に
御
座
候
、

願
ハ
く
ハ
行
末
不
幸
な
る
此
の
孤
児
の
為
め
に
そ
の
前
途
に
幸
福
の
光
を
輝
し
給
ら
む
事

切
に
希
望
致
候
、

彼
ハ
誠
の
兄
の
如
く
、
小
生
を
愛
し
導
き
候
、
小
生
も
誠
の
弟
の
如
く
接
し
た
る
積
り
に

御
座
候
、
今
や
共
に
不
幸
な
る
兄
弟
ハ
、
閣
下
の
恩
恵
の
も
と
包
ま
れ
む
と
す
、
睦
し
き

兄
弟
ハ
未
た
見
さ
り
楽
し
き
家
庭
に
手
を
携
へ
て
慈
父
の
愛
に
接
せ
ん
と
す
る
の
感
し
致

さ
れ
候
、
噫
何
事
も
神
の
摂
理
と
只
々
感
謝
の
外
無
之
事
に
御
座
候
、
か
く
し
て
益
々
深

き
信
仰
に
と
急
き
可
申
候
、

二
ケ
月
余
の
孤
児
院
生
活
、
不
完
全
な
る
我
が
品
性
の
う
へ
に
幾
分
か
の
修
養
を
益
され
たる

事
を
感
謝
致
居
り
候
、

青
野
君
へ
只
今
早
速
出
発
の
運
び
致
さ
れ
度
き
様
申
送
り
候
、

何
と
な
く
心
の
裡
に
思
起
さ
れ
た
る
ま
ゝ
申
送
度
、
乱
筆
を
も
鑑
す
御
目
に
か
け
候
、
不

備
　

二
月
一
日
夜 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

（
21
） 

大
原
家
文
書
F-
2
6
7
　
明
治
四
十
年
二
月
六
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
孤
児
院
に
て
／
二
月
六
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

本
日
難
波
氏
を
訪
問
致
、
揮
毫
の
旨
御
依
頼
申
候
処
、
目
下
同
氏
御
多
忙
に
て
、
今
週
土

曜
日
の
夕
刻
迄
な
ら
す
て
ハ
何
と
も
致
兼
ぬ
る
様
申
出
さ
れ
候
、
致
方
も
無
之
候
ヘ
バ
、

同
日
迄
の
約
束
に
て
御
願
申
置
候
間
、
然
様
御
承
知
被
下
度
願
上
候
、

本
日
青
野
君
よ
り
来
電
に
て
イ
マ
ね
ガ
イ
キ
カ
レ
ヌ
ス
コ
シ
マ
テ
、
と
の
由
に
御
座
候
、

多
分
代
理
無
之
為
退
院
す
る
に
少
し
手
間
ど
る
と
の
事
と
奉
察
候
、
甚
た
相
済
み
不
申
候

へ
共
、
今
之
処
少
し
御
猶
予
願
上
度
御
依
頼
申
上
候
、
其
内
委
し
き
手
紙
受
取
次
第
、
御

報
知
申
上
べ
く
候
、

昨
夜
御
托
し
相
成
候
金
員
、
先
方
へ
相
渡
し
候
間
、
受
領
証
封
入
致
置
き
候
、

去
月
分
の
御
貸
資
の
受
領
証
甚
た
延
引
仕
候
へ
共
、
御（マ
マ
）

改
手
被
下
度
御
断
申
上
候
、

写
真
機
の
御
伝
言
、
本
日
取
急
き
候
た
め
忘
れ
終
へ
候
間
、
明
日
早
速
先
方
へ
相
伝
へ
可

申
候
間
、
御
海
容
被
下
度
願
上
候
、

実
ハ
今
日
難
波
氏
の
宅
を
訪
ぬ
る
為
め
、
二
時
間
程
費
し
た
る
事
に
御
座
候
、
下
西
川
を

全
体
尋
ね
廻
り
候
も
見
当
り
不
申
、
交
番
の
巡
査
も
不
明
と
答
へ
候
処
、
折
よ
く
郵
便
脚

夫
に
出
会
ひ
問
合
せ
て
や
つ
と
上
西
川
な
る
事
を
確
め
、
そ
れ
か
ら
師
範
学
校
に
て
面
会

致
候
、
書
体
字
列
等
ハ
委
し
く
依
頼
致
置
候
、
右
様
の
都
合
に
て
、
小
生
が
傍
に
在
り
て

揮
毫
中
批
評
す
る
と
云
ふ
事
ハ
出
来
不
申
、
何
時
書
け
る
事
ハ
土
曜
日
迄
ハ
不
確
に
候
ヘ

バ
、
然
様
不
悪
御
承
引
致
置
き
被
下
度
候
、

右
当
用
の
み
申
述
置
候
、
末
筆
に
ハ
候
ヘ
バ
、
御
自
愛
専
一
に
奉
祈
度
、
謹
而
閣
下
の
御

祝
福
を
奉
祈
候
、
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二
月
六
日
夜
半 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
難
波
氏
は
、
特
定
出
来
ず
。
青
野
の
動
向
を
伝
え
る
。

（
22
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
6
　
明
治
四
十
年
二
月
十
一
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

岡
山
孤
児
院
に
て
／
二
月
十
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
今
朝
青
野
君
よ
り
別
紙
到
着
如
何
と
も
小
生
の
考
に
ハ
相
成
り
不
申
候
為
め
、
一

寸
不
取
敢
御
一
報
申
上
置
候
、
尚
先
方
へ
ハ
出
来
る
た
け
速
に
決
断
あ
る
様
申
述
べ
く
候
、

か
ゝ
る
次
第
に
御
座
候
ヘ
ハ
、
一
時
御
心
当
も
有
之
候
ヘ
バ
、
雇
医
有
之
方
御
都
合
よ
ろ

し
か
ら
む
と
存
し
候
、
あ
ま
り
延
引
致
候
て
御
迷
惑
を
相
か
ゝ
る
様
の
事
に
て
ハ
、
甚
た

申
訳
無
之
事
に
御
座
候
ヘ
バ
、
何
卒
然
様
御
運
び
置
き
被
下
度
願
上
候
、

昨
夕
、
難
波
氏
の
宅
へ
訪
れ
候
処
、
約
束
の
揮
毫
ハ
同
氏
風
邪
の
気
味
に
て
延
引
し
た
れ

バ
、
今
一
日
御
猶
予
相
成
度
様
申
さ
れ
候
ヘ
バ
、
明
朝
早
々
参
上
可
致
候
、
兎
に
角
期
日

に
遅
さならる
様
お
運
び
致
度
候
、

次
に
此
度
の
製
作
の
額
椂
（
縁
カ
）、

先
日
東
京
へ
尋
ね
置
候
処
、
価
格
二
十
五
円
位
よ
り
と
の
由
、

早
速
注
文
致
度
如
何
に
候
哉
、
一
寸
御
意
見
伺
上
度
、
至
急
御
返
信
被
下
度
、
早
速
注
文

致
さ
す
で
ハ
間
に
合
さ
る
様
に
て
ハ
残
念
の
事
と
存
し
居
り
候
ヘ
ハ
、
御
同
情
を
以
て
御

承
知
被
下
度
懇
願
致
候
、

右
当
用
の
み
取
急
き
申
述
べ
候
、
頓
首

　

二
月
十
日
夜 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

「（
別
紙
原
稿
用
紙
）

拝
啓
、

　

児
島
兄
困
ま
つ
た
こ
と
ニ
な
つ
た
、
先
般
保
証
人
を
経
て
辞
職
願
を
出
し
た
■
、
其
理

由
ニ
曰
く
、

　
「
自
分
ハ
経
験
ハ
な
く
頓
智
ハ
な
い
し
、
そ
れ
に
頭
が
悪
い
で
迚
も
此
大
病
院
之
事
務
と

か
、
会
計
と
云
ふ
様
な
煩
雑
な
責
任
の
重
ひ
仕
事
ハ
苦
し
く
て
、
そ
し
て
成
蹟
が
上
り
ま

せ
ん
と
、
そ
れ
に
自
分
ハ
本
職
か
あ
る
の
で
そ
れ
を
余
暇
ニ
習
い
た
い
か
ら
、
増
々
成
蹟

が
上
ら
す
、
自
分
も
前
途
を
案
し
る
か
ら
、
何
卒
職
を
辞
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
被
下
ゐ
」

　

と
云
ふ
理
由
で
辞
表
を
出
し
た
、
処
が
却
下
さ
れ
た
、
そ
れ
ハ
君
が
医
学
を
志
し
て
居

る
こ
と
ハ
承
知
し
て
居
る
、
事
務
家
か
一
生
の
目
的
で
な
い
と
云
ふ
こ
と
も
承
知
し
て
居

る
、
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
本
院
ニ
更
り
て
も
、
又
他
の
職
ニ
更
へ
で
も
し
て
や
る
、
今
学

資
が
あ
つ
て
、
勉
強
す
る
と
云
ふ
の
な
ら
格
別
で
あ
る
が
、
他
へ
又
行
き
て
働
く
と
云
ふ

の
な
ら
、
同
し
便
利
を
与
へ
て
や
る
、
望
み
な
ら
本
院
へ
廻
し
て
も
や
る
、
と
云
ふ
工
合

ニ
同
情
の
あ
る
、
又
熱
心
な
る
言
葉
で
あ
る
、

　

児
島
兄
よ
、
余
ハ
如
何
ニ
な
す
べ
き
そ
や
、
大
原
氏
之
御
高
義
ニ
感
泣
し
た
余
ハ
、
も

ふ
一
日
も
早
く
其
御
本
に
行
き
た
い
の
で
あ
る
が
、
前
陳
の
様
に
、
引
き
留
め
ら
れ
て
見

れ
ハ
ど
ふ
返
事
し
て
よ
い
や
ら
、
殆
ど
困
却
し
て
居
る
、
大
原
氏
も
兄
も
近
に
来
る
こ
と

と
し
て
、
待
て
居
て
被
下
る
の
で
あ
る
、
僕
が
今
行
か
な
い
と
す
れ
ハ
、
大
原
氏
へ
対
し

て
再
ひ
何
と
云
ふ
て
言
訳
が
あ
ろ
ふ
、
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又
斯
く
ま
で
も
僕
ニ
対
し
て
茲
ニ
も
同
情
の
言
葉
を
呉
れ
ら
れ
、
而
も
衣
食
ニ
困
ま
つ

て
居
た
時
か
ら
、
厄
介
ニ
な
つ
た
と
す
れ
ハ
、
義
理
と
な
く
て
も
言
葉
に
従
は
ね
バ
な
ら

ん
、
ど
ふ
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
ふ
、
僕
も
ほ
ん
と
に
気
ハ
せ
け
る
の
で
あ
る
、
こ
ん
な
こ

と
し
て
日
を
過
し
て
居
つ
た
な
ら
、
何
日
の
日
か
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
ふ
、
も
ふ

余
程
記
憶
が
滅
し
た
で
あ
ろ
ふ
、
又
再
び
勉
強
せ
ね
ハ
な
ら
ん
の
で
あ
る
、
ほ
ん
と
に
僕

も
気
が
気
で
な
い
、
今
一
度
話
し
を
し
て
、
何
卒
暇
を
貰
ふ
こ
と
ニ
し
て
、
大
原
氏
の
方

ニ
行
き
た
い
の
で
あ
る
、
今
一
二
日
之
内
に
は
つ
き
り
と
御
返
事
を
致
し
、
大
原
氏
へ
も

御
礼
や
ら
、
何
や
ら
で
、
手
紙
を
出
す
、
例
全
身
ハ
茲
ニ
在
り
て
も
、
大
原
氏
ハ
も
ふ
僕

の
大
恩
人
で
あ
る
、

　

嗚
呼
、
今
更
な
か
ら
束
縛
之
身
を
悲
し
む
、
金
な
き
を
思
ふ
、
自
由
ニ
学
ひ
得
る
の
日

之
怠
た
り
な
り
し
事
を
思
ふ
、
児
島
兄
よ
、
右
之
事
情
不
悪
合
点
し
て
呉
れ
玉
へ
、

　

此
手
紙
ハ
不
取
敢
電
報
し
て
置
い
た
、
彼
れ
ニ
対
す
る
も
の
で
あ
る
、
又
一
二
日
中
ニ

発
翰
す
る
、

　

兄
之
帰
京
ハ
何
日
ニ
な
る
か
、
是
非
立
寄
て
呉
れ
た
ま
へ
、
早
々
頓
首

　
　
　
　
　

二
月
七
日
夜 

青
野
俊
一
郎
拝　
　

　
　
　
　

児
島
虎
次
郎
兄
」

※
青
野
、
難
波
に
関
わ
る
動
向
。
岡
山
孤
児
院
に
滞
在
し
て
の
制
作
中
も
、
こ
う
し

た
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
様
子
が
知
れ
る
。

（
23
） 

大
原
家
文
書
F-
2
7
3
　
明
治
四
十
年
二
月
二
八
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
六
／
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
拝
／
五
月
廿
六
日
」

拝
啓
、
昨
日
正
午
無
事
着
京
致
候
、
製
作
も
途
中
安
全
に
持
運
び
候
間
、
御
放
神
被
下
度

願
上
候
、

一
昨
日
、
茅
ケ
崎
に
青
野
君
を
訪
ね
候
、

未
た
代
人
た
る
へ
き
人
無
之
候
た
め
、
そ
の
ま
ゝ
出
発
も
致
難
く
、
何
と
も
申
訳
無
之
様

申
述
居
り
候
、

兎
に
角
近
々
の
う
ち
数
日
の
暇
を
乞
ふ
て
、
一
度
閣
下
の
御
元
へ
参
上
可
致
様
考
へ
居
り

候
由
に
候
ヘ
バ
、
委
し
き
事
ハ
本
人
よ
り
直
接
に
申
上
べ
く
候
ヘ
ハ
、
然
様
御
承
了
被
下

度
候
、

昨
夕
、
黒
田
先
生
を
訪
問
致
し
候
、

一
応
製
作
を
お
目
に
か
け
批
評
を
求
め
候
、

ガ
ラ
ス
窓
の
外
を
今
少
し
明
る
く
す
れ
バ
、
そ
れ
に
て
足
れ
り
と
の
事
に
候
、
小
供
な
ど

ハ
別
に
改
め
る
べ
き
所
も
な
し
と
の
事
に
候
、

次
に
小
生
よ
り
岡
山
孤
児
院
の
出
品
物
と
し
て
院
長
石
井
氏
よ
り
借貸
呉
れ
と
の
願
に
て
、

小
生
も
如
何
な
り
て
も
よ
ろ
し
く
、
孤
児
院
の
都
合
よ
き
様
に
な
れ
ハ
、
そ
れ
が
本
意
な

る
旨
申
述
べ
、
孤
児
院
の
出
品
物
と
し
て
別
差
支
ハ
無
之
候
哉
を
尋
ね
候
処
、
先
生
の
意

に
よ
れ
バ
、
差
支
ハ
な
か
ら
む
も
面
白
く
な
し
、
自
分
ハ
不
賛
成
な
り
、
折
角
骨
を
り
て

描
き
た
る
も
の
を
広
告
的
に
用
ゆ
る
ハ
、
残
念
の
事
な
ら
む
、
宜
敷
大
原
氏
の
方
へ
自
分
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の
意
な
り
と
て
、
堂
々
美
術
部
に
陳
列
す
べ
き
旨
申
伝
へ
ら
れ
た
し
、
そ
ハ
製
作
を
観
て

然
様
勧
め
る
次
第
な
れ
バ
、
是
非
孤
児
院
の
方
へ
断
り
を
出
し
て
出
品
す
べ
し
、

小
生
ハ
も
とより
、
大
原
様
ハ
孤
児
院
の
出
品
物
と
し
て
出
品
す
る
ハ
不
賛
成
な
り
し
も
、

小
生
ハ
と
て
も
美
術
部
の
方
に
陳
列
さ
る
ゝ
た
け
の
価
値
な
き
も
の
を
、
徒
に
自
分
一
人

の
名
誉
を
得
た
め
に
野
心
に
て
美
術
部
に
出
品
せ
ん
と
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
孤
児
院
の
看

板
と
な
り
て
も
、
僅
に
て
も
人
の
同
情
を
引
起
せ
ハ
、
そ
れ
に
て
足
れ
り
と
す
る
考
へ
に

て
、
石
井
院
長
の
望
み
に
従
た
る
次
第
に
御
座
候
、
そ
れ
に
孤
児
院
よ
り
ハ
、
陳
列
場
の

取
拡
の
許
可
も
得
た
る
事
に
候
ヘ
バ
、
今
更
小
生
の
勝
手
の
よ
き
事
致
し
難
き
様
申
述
候

処
、
先
生
ハ
更
に
そ
の
不
可
な
る
事
を
申
さ
れ
候
、
そ
ハ
此
の
絵
ハ
美
術
部
に
陳
列
し
て

こ
そ
は
し
め
て
孤
児
院
と
云
ふ
事
を
世
人
に
注
意
さ
す
る
事
を
得
れ
と
も
、
孤
児
院
の
出

品
物
と
し
て
ハ
、
只
人
々
が
看
板
と
し
て
よ
り
外
ハ
意
を
注
か
さ
る
た
め
、
そ
の
功
も
薄

く
、
孤
児
院
の
た
め
に
も
あ
ま
り
役
に
も
た
ゝ
さ
る
事
な
り
、
是
れ
を
美
術
部
に
置
く
時

に
ハ
、
は
し
め
て
心
注
き
て
岡
山
孤
児
院
と
云
ふ
事
に
心
を
起
す
べ
き
事
と
信
す
、
総
て

物
ハ
置
く
べ
き
所
に
置
か
さ
れ
バ
、
そ
の
功
な
く
、
用
ひひ
方
に
て
働
に
強
弱
あ
る
事
な
れ

バ
、
其
由
大
原
氏
へ
申
述
、「（
挿
入
）

君
よ
り
石
井
院
長
へ
申
に
く
け
れ
バ
、」
大
原
氏
よ
り
石
井

氏
へ
申
伝
へ
て
戴
く
様
に
す
べ
し
、

若
し
此
の
絵
が
賞
与
な
と
に
あ
づ
か
り
た
る
時
に
ハ
、
一
層
孤
児
院
の
上
に
も
そ
の
働
き

を
及
ほ
す
事
な
れ
バ
、
必
す
小
生
の
意
見
に
従
ふ
様
、
先
方
へ
依
頼
せ
よ
と
の
事
に
御
座

候
、
そ
し
て
新
聞
な
と
に
も
此
の
絵
の
縮
図
な
と
も
何
れ
出
る
事
と
な
る
場
合
に
も
、
矢

張
孤
児
院
の
た
め
と
な
る
事
な
ら
む
、
折
角
の
広
告
に
使
用
す
る
も
、
美
術
館
に
陳
列
し

て
こ
そ
、
は
し
め
て
そ
の
功
も
あ
る
な
れ
バ
、
大
原
氏
よ
り
御
手
数
な
が
ら
、
石
井
氏
の

方
へ
委
し
く
申
述
べ
て
戴
く
様
、
切
な
る
希
望
な
る
由
物
語
り
居
り
た
る
事
を
申
置
か
れ

た
し
と
の
事
に
て
、
小
生
も
何
と
な
く
心
嬉
し
く
、
満
百
ケ
日
の
心
尽
し
も
誠
に
満
足
な

る
報
を
得
た
る
事
を
感
謝
致
候
、
さ
れ
と
孤
児
院
の
為
め
に
先
生
の
言
の
方
却
て
役
立
つ

に
も
せ
よ
、
約
足
を
違
ハ
ん
と
す
る
事
を
残
念
の
事
と
又
罪
あ
る
事
と
信
し
候
、
小
生
よ

り
孤
児
院
へ
如
何
に
し
て
断
る
事
出
来
不
申
候
ヘ
バ
、
甚
失
礼
に
ハ
御
座
候
へ
共
、
閣
下

よ
り
然
様
石
井
氏
迄
申
伝
へ
被
下
候
ヘ
バ
、
幸
の
事
に
御
座
候
、
総
て
此
の
願
ハ
小
生
の

願
に
て
ハ
無
之
、
全
く
黒
田
先
生
よ
り
の
依
頼
に
御
座
候
ヘ
バ
、
然
様
悪
し
か
ら
す
御
承

了
被
下
度
願
上
候
、

出
品
期
限
に
も
余
日
無
之
候
ヘ
ハ
、
至
急
孤
児
院
の
方
へ
然
様
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、

画
題
ハ
黒
田
先
生
の
言
葉
に
ハ
、
岡
山
孤
児
院
云
々
と
せ
よ
と
の
事
に
候
、

右
取
急
き
申
述
置
き
候
、

額
椂
（
縁
カ
）代

金
三
拾
五
円
一
両
日
中
に
ハ
額
椂
出
来
可
致
候
ヘ
バ
、
な
る
べ
く
早
く
御
送
金
被

下
度
御
依
頼
申
上
候
、

そ
の
序
に
岡
田
先
生
に
依
頼
し
置
候
扇
面
一
枚
出
来
上
り
居
り
候
ヘ
バ
、
揮
毫
料
三
円

共
に
御
送
金
被
下
度
候

黒
田
先
生
ハ
此
絵
の
売
約
と
な
り
た
る
場
合
に
ハ
、
幾
分
か
を
孤
児
院
に
寄
附
し
た
れ
バ

よ
か
ら
む
と
の
事
に
候
、

小
生
ハ
非
売
品
と
し
て
出
品
致
し
、
陳
列
後
ハ
大
原
氏
の
元
へ
保
存
を
願
ふ
決
心
を
申
述

べ
置
き
候
、

出
発
の
際
に
ハ
、
種
々
御
迷
惑
相
か
け
申
訳
無
之
事
に
御
座
候
、
右
厚
く
御
礼
申
上
候
、

孤
児
院
へ
二
拾
円
食
料
と
し
て
差
出
し
候
処
、
食
料
と
し
て
ハ
頂
く
べ
き
筈
な
け
れ
ハ
、

寄
附
金
と
し
て
収
め
置
く
様
致
さ
れ
満
足
の
事
に
御
座
候
、
孤
児
院
ハ
一
方
な
ら
さ
る
御

厄
介
相
掛
誠
に
感
謝
の
至
り
に
候
、
か
く
相
成
り
候
も
、
閣
下
の
全
く
御
尽
力
に
よ
り
し

事
謹
而
鳴
謝
奉
候
、
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宿
所
変
更
致
し
御
手
数
煩
し
度
く
候
、

前
の
所
ハ
帰
岡
の
節
一
時
立
の
き
候
為
め
、
只
今
度
上
京
後
賃
間
見
当
る
迄
友
人
の
宿
へ

一
時
止
ま
る
事
と
致
し
候
、
場
所
も
空
気
も
あ
し
か
ら
ず
候
ヘ
バ
、
御
安
神
被
下
度
候
、

末
筆
に
ハ
候
へ
共
、
御
全
家
皆
々
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、
乱
筆
多
罪

　

二
月
廿
八
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
封
筒
の
裏
書
は
明
治
四
十
年
五
月
二
六
日
で
、
消
印
は
翌
日
と
な
っ
て
い
る
が
、

岡
山
孤
児
院
で
の
滞
在
制
作
を
終
え
、
東
京
へ
戻
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
文
面
か
ら
明

治
四
十
年
二
月
二
八
日
付
の
書
簡
で
あ
り
、
書
簡
（
12
）
の
封
筒
に
入
っ
て
い
た
も

の
が
、
現
在
の
封
筒
へ
と
入
れ
替
わ
っ
た
と
判
断
す
る
。

　

早
速
に
黒
田
清
輝
を
訪
ね
て
、
作
品
の
講
評
を
得
て
い
る
。
作
品
に
つ
い
て
は
、

ガ
ラ
ス
窓
の
外
を
少
し
明
る
く
す
る
く
ら
い
で
十
分
と
の
評
価
で
あ
る
が
、
黒
田
の

指
示
が
、
そ
う
し
た
細
か
い
描
写
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
岡
山
孤
児
院
長
の
石
井
十
次
（
後
に
児
島
は
、
そ
の
娘
の
友
と

結
婚
）
よ
り
、
美
術
部
門
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
別
の
孤
児
院
関
係
の
展
示
場
に
、

岡
山
孤
児
院
か
ら
の
出
品
物
と
し
て
作
品
を
展
示
す
る
希
望
が
あ
り
、
児
島
も
了
承

し
て
も
よ
い
よ
う
な
態
度
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
の
黒
田
清
輝
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で

あ
る
。

　

黒
田
は
強
く
美
術
部
門
（
美
術
館
）
へ
の
出
品
を
推
し
、
そ
の
た
め
に
大
原
へ
も

石
井
へ
の
懐
柔
を
願
う
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。　

　

黒
田
と
す
れ
ば
、
岡
山
孤
児
院
の
宣
伝
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
美
術
部
門
の
評
価

が
波
及
す
る
こ
と
や
、
そ
の
た
め
に
も
作
品
名
に
岡
山
孤
児
院
を
加
え
る
よ
う
な
発

言
を
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
作
品
が
「
賞
与
な
と
に
あ
づ
か
り
た
る
時
」「
売
約
と
な
り
た
る
場
合
に

ハ
、
幾
分
か
を
孤
児
院
に
寄
附
し
た
れ
バ
よ
か
ら
む
」
と
い
う
発
言
も
あ
る
が
、
そ

れ
は
単
な
る
仮
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
審
査
員
を
務
め
る
黒
田
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
に

見
合
う
作
品
の
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　（
24
） 

大
原
家
文
書
F-

2
6
9
　
明
治
四
十
年
三
月
六
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
蓬
莱
町
六
／
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
拝
／
三
月
六
日
」

拝
啓
、

先
日
御
依
頼
申
上
置
候
額
椂
（
縁
カ
）代

金
甚
た
申
兼
候
へ
共
、
至
急
御
送
付
被
下
度
御
願
申
上

候
、
本
月
分
の
学
資
も
「（
行
間
異
筆
）

御
手
紙
」
共
に
御
貸
与
被
下
度
御
依
頼
申
上
候
、
今
度
の
宿
ハ

一
ケ
月
分
前
払
に
候
為
め
、
会
計
都
合
あ
し
く
候
間
、
不
悪
御
承
了
被
下
度
候
、
出博覧
会品

期

限
ハ
本
月
十
日
迄
と
相
成
り
候
、

石
井
院
長
へ
御
話
し
被
下
候
哉
、
御
多
忙
中
と
御
察
し
申
上
候
へ
共
、
何
卒
よ
ろ
し
く
御

取
計
被
下
度
願
申
候
、

青
野
君
四
日
に
茅
ケ
崎
発
に
て
御
地
へ
罷
越
し
候
由
、
何
れ
委
し
き
事
ハ
御
面
談
有
之
候

事
と
察
居
り
候
、
御
都
合
あ
し
き
事
も
候
ハ
ん
も
、
何
処
迄
も
宜
敷
御
尽
力
を
煩
し
度
く

謹
而
御
依
頼
申
上
候
、
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此
頃
毎
日
部
屋
に
と
し
こ
も
り
修
製
に
の
み
従
事
致
居
り
候
、

右
取
急
き
要
用
の
み
御
依
頼
申
上
候
、
頓
首

　

三
月
六
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
額
縁
の
こ
と
、
青
野
の
こ
と
、
そ
し
て
石
井
十
次
へ
の
説
得
に
つ
い
て
の
記
述
。

そ
し
て
、
出
品
作
の
微
修
正
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
25
） 

大
原
家
文
書
F-

2
5
9
　
明
治（
四
十
）年
三
月
八
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
千
駄
木
／
林
町
二
二
五
野
中
方
／
児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
昨
日
青
野
君
来
京
致
し
委
し
き
話
承
り
感
謝
に
堪
さ
る
次
第
に
御
座
候
、
青
野
君

も
有
益
な
り
し
面
談
を
よ
ろ
こ
び
居
り
候
、
御
托
し
被
下
候
額
椂
（
縁
カ
）代

金
三
拾
五
円
正
に
拝

受
致
候
、
青
野
君
ハ
昨
夜
一
泊
、今夕
無
事
帰
院
致
候
間
、
御
放
神
被
下
度
候
、

本
日
、
電
報
為
替
に
て
金
五
拾
五
円
御
送
付
被
下
候
へ
共
、
何
の
た
め
か
不
明
に
候
へ
共
、

察
し
申
居
り
候
ハ
、
数
日
前
、
小
生
よ
り
額
椂
の
代
金
と
本
月
分
の
学
資
の
御
送
付
方
願

上
候
書
信
、
閣
下
の
御
留
守
中
に
届
き
候
た
め
、
御
留
守
中
に
も
か
ゝ
は
ら
す
御
心
配
被

下
候
て
、
早
速
御
送
金
被
下
候
事
と
存
し
候
、
謹
而
か
く
迄
も
此
身
の
上
に
御
尽
力
の
切

な
る
事
を
感
謝
致
候
、

就
而
ハ
右
の
金
ハ
本
月
分
と
来
月
分
と
の
学
資
に
相
廻
し
可
申
候
間
、
然
様
御
承
了
被
下

度
、
そ
の
う残
の

ち
の
五
円
ハ
、
扇
面
の
揮
毫
料
の
三
円
を
支
払
致
し
、
早
速
扇
面
落
手
次
第
、

御
送
付
申
上
べ
く
候
、
残
の
二
円
ハ
小
生
の
手
元
に
一
時
御
預
り
置
可
申
候
ヘ
バ
、
そ
の

御
思
召
之
程
願
上
候
、

明
日
、
出
品
物
博
覧
会
の
鑑
査
会
に
持
運
び
可
申
為
め
、
少
し
多
忙
に
候
故
、
不
本
意
な

か
ら
当
用
の
み
申
上
候
て
、
失
礼
申
上
べ
く
候
、
末
筆
な
か
ら
御
華
邸
御
一
同
様
へ
宜
敷

御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、
頓
首

　

三
月
八
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
翌
日
に
、
鑑
査
の
た
め
の
搬
入
と
な
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　

問
題
な
の
は
、
封
書
裏
に
記
載
さ
れ
た
差
出
先
で
「
林
町
二
二
五
野
中
方
」
で
あ

る
。
こ
の
住
所
は
、
岡
山
孤
児
院
で
の
制
作
前
の
児
島
の
住
所
で
あ
り
、
岡
山
で
の

滞
在
制
作
を
切
り
上
げ
た
後
の
東
京
で
の
住
ま
い
は
、
前
出
の
三
月
六
日
付
書
簡
の

よ
う
に
「
本
郷
区
蓬
莱
町
」
の
「
荒
井
方
」
で
あ
る
。
本
文
献
の
最
後
の
段
落
の
記

述
内
容
か
ら
し
て
も
、「
明
治
四
十
年
」
の
三
月
八
日
と
判
断
す
べ
き
ゆ
え
、
書
簡

（
12
）、
書
簡
（
23
）
の
ケ
ー
ス
と
同
様
に
、
中
の
書
簡
が
、
後
に
取
り
違
え
ら
れ
て

本
来
と
は
異
な
る
、
こ
の
封
筒
へ
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
。

（
26
） 
大
原
家
文
書
F-

2
7
0
　
明
治
四
十
年
三
月
十
八
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」
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「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
六
／
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
拝
／
三
月
十
八
日
」

拝
啓
、

博
覧
会
へ
弐
枚
出
品
可
致
、
鑑
査
相
待
ち
居
候
処
、
昨日同
事
務
所
よ
り
弐
枚
共
出
品
許
可

相
成
候
由
、
報
じ
来
り
候
間
、
然
様
御
承
了
被
下
度
候
、

陳
列
場
所
の
狭
き
為
め
か
、
出
品
数
三
百
枚
程
の
中
よ
り
、
僅
か
九
拾
余
枚
を
撰
択
し
た

る
由
と
聞
及
び
候
時
実
ハ
如
何
相
成
事
か
と
念
し
居
り
候
処
、
幸
に
右
の
都
合
に
て
や
つ

と
安
心
致
候
、
折
角
描
き
候
甲
斐
有
之
、
何
と
な
く
心
嬉
し
く
候
、
孤
児
院
の
方
ハ
「
な

さ
け
の
庭
（
岡
山
孤
児
院
）」
と
画
題
を
付
し
置
き
候
、
一
つ
ハ
『
里
の
水
車
』
と
名
け
置

き
候
、

右
不
取
敢
御
一
報
申
上
置
候
、
開
会
期
日
も
一
両
日
中
と
相
成
り
候
、

一
層
の
勉
励
可
致
決
心
に
御
座
候
、

末
筆
な
か
ら
御
全
家
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、
頓
首

　

三
月
十
八
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
博
覧
会
事
務
局
よ
り
、
二
点
と
も
の
入
選
の
通
知
が
あ
り
、
ま
た
出
品
名
を
《
な

さ
け
の
庭
（
岡
山
孤
児
院
）》《
里
の
水
車
》
と
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。

（
27
） 

大
原
家
文
書
F-
2
4
2
　
明
治
四
十
年
三
月
三
一
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
六
／
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
拝
／
三
月
三
十
一
日
」

拝
呈
、

上
野
に
東
京
博
覧
会
の
開
会
せ
ら
れ
候
て
よ
り
す
で
に
十
余
日
を
過
し
候
、

陳
列
致
さ
れ
候
拙
作
の
何
と
な
く
心
な
つ
か
し
き
ま
ゝ
、
折
々
会
場
に
足
を
運
び
て
ハ
作

品
の
前
に
深
き
思
に
沈
み
居
り
候
、
無
論
場
中
に
て
見
栄
も
無
之
、
何
の
価
値
も
な
き
拙

き
作
品
に
候
ヘ
バ
、
観
者
に
ハ
只
労
を
覚
へ
さ
せ
候
外
、
何
の
感
し
を
も
与
へ
不
申
事
と

存
せ
ら
れ
候
、
小
生
自
身
に
さ
へ
不
満
足
の
点
の
み
に
候
ヘ
バ
、
と
て
も
人
々
に
満
足
を

与
へ
得
る
道
理
も
無
之
事
と
信
じ
居
り
候
、

修
養
も
な
く
、
研
究
も
浅
き
小
生
如
き
弱
輩
、
そ
も
か
ゝ
る
作
品
に
と
り
か
ゝ（り
脱
カ
）

た
る
事
の

無
慮
な
る
事
を
覚
へ
候
、

製
作
ハ
失
敗
に
帰
し
候
様
考
へ
ら
れ
候
、
さ
れ
と
小
生
ハ
小
生
の
出
来
る
た
け
の
事
尽
た

る
上
に
御
座
候
よ
り
せ
バ
、
失
敗
と
云
ふ
よ
り
も
自
身
の
無
能
と
云
ふ
事
を
証
明
し
た
迄

の
事
と
存
ぜ
ら
れ
候
、

現
代
の
大
家
の
作
品
の
間
に
、
か
ゝ
る
無
価
値
な
る
製
作
を
混
ら
れ
候
事
に
候
ヘ
バ
、
小

生
が
苦
し
き
思
へ
愈
深
き
事
に
御
座
候
、

無
論
失
敗
せ
る
作
品
小
生
自
身
よ
り
見
れ
バ
、
拙
劣
な
る
製
作
を
大
胆
に
も
か
ゝ
る
場
所

に
出
品
致
候
小
生
が
心
の
中
知
る
人
ハ
察
し
給
ら
む
事
と
存
せ
ら
れ
候
、

社
界
の
状
態
、
現
代
の
経
過
、
人
生
の
感
想
の
様
々
を
観
て
涙
覚
江
候
、
身
ハ
遂
に
己
の
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不
完
全
な
る
技
術
と
浅
慮
な
る
修
養
の
身
を
忘
れ
て
、
遂
に
今
度
の
か
（
か
ゝ
る
カ
）

る
ゝ
重
大
な
る
問

題
の
下
に
絵
を
作
る
事
に
立
至
ら
し
め
候
事
に
御
座
候
、

若
し
小
生
か
心
の
ほ
と
察
し
給
は
る
情
け
あ
る
人
あ
り
と
せ
ハ
、
小
生
が
如
何
な
る
感
想

の
起
り
て
此
度
の
製
作
に
従
事
致
候
か
の
心
実
御
計
り
被
下
度
事
に
御
座
候
、

博
覧
会
の
期
日
の
迫
り
た
る
事
と
、
種
々
の
事
情
な
と
ハ
幾
分
か
製
作
を
満
足
に
終
ら
し

め
さ
り
し
事
と
存
せ
ら
れ
候
、

さ
れ
と
一
人
心
の
中
に
深
く
〳
〵
切
に
〳
〵
感
謝
の
涙
に
く
れ
居
り
候
、
あ
ゝ
誰
れ
か
不

肖
な
る
身
に
此
の
作
品
を
与
へ
給
ひ
し
か
を
、

小
生
の
心
ハ
遂
に
遠
く
〳
〵
は
て
も
な
き
処
に
さ
ま
よ
ひ
候
事
に
御
座
候
、
感
謝
の
念
の

心
に
満
ち
候
時
、
語
れ
ぬ
ほ
と
の
嬉
し
さ
を
覚
へ
候
、
神
ハ
余
を
愛
し
給
へ
り
と
云
ふ
事

の
愈
深
き
事
を
感
じ
候
、
恵
に
浴
し
つ
ゝ
あ
る
身
ハ
充
分
自己身
の
身
を
勉
め
て
世
人
の
た

め
に
幸
福
を
計
る
へ
く
奮
闘
可
致
事
に
御
座
候
、

此
度
の
製
作
に
つ
き
て
も
、
只
一
人
に
て
も
半
人
に
て
も
此
の
作
品
よ
り
何
か
感
し
を
得

ら
れ
候
人
有
之
候
ヘ
バ
、
過
分
な
る
身
の
幸
と
存
し
居
り
候
、
情
の
庭
な
る
絵
か
そ
こ
に

或
一
種
の
感
情
を
世
人
に
伝
へ
得
ら
る
ゝ
べ
く
相
成
候
ハ
、
幾
年
か
の
後
の
事
と
存
せ
ら

れ
候
、
不
肖
が
余
年
の
身
を
此
の
画
題
の
製
作
の
も
と
に
捧
げ
尽
す
べ
き覚悟
に
御
座
候
、

今
日三月
の
終
り
の
安
息
日
の
夕
暮
れ
行
く
鐘
の
音
に
耳
さ
へ
て
深
き
■
冥
想
に
沈
み
候
て

力
あ
る
自
覚
に
睲
め
候
、
己
の
精
神
一
到
致
し
候
ヘ
バ
、
何
事
か
な
ら
さ
る
事
か
あ
る
べ

き
充
分
な
る
覚
悟
と
信
仰
の
も
と
に
思
を
定
め
て
聖
な
る
芸
術
の
下
に
此
の
霊
と
肉
と
を

捧
げ
可
申
事
に
御
座
候
、

前
途
尚
遠
く
暮
れ
行
く
夕
ハ
又
清
き
朝
を
迎
ふ
べ
く
神
に
身
の
運
命
を
祈
り
つ
ゝ
修
養
に

怠
り
申
間
敷
事
に
御
座
候
、
か
く
何
事
か
心
の
中
に
現
れ
感
し
た
る
様
に
候
ヘ
バ
、
心
の

せ
ま
り
候
ま
ゝ
筆
運
び
申
候
、

思
乱
れ
て
意
味
も
な
き
此
の
書
面
御
送
り
申
候
不
遠
慮
さ
御
ゆ
る
し
被
下
度
候
、
頓
首

　
　

三
月
三
十
一
日
夜 

虎
次
郎　
　

大
原
先
生　

台
下

※
展
示
さ
れ
た
自
作
を
前
に
し
て
、
卑
下
す
る
言
葉
を
並
べ
て
い
る
。
大
原
へ
、
謙

遜
の
姿
勢
を
示
す
意
図
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
制
作
が
済
む
と
、
自
分
の
達

成
を
極
め
て
低
く
見
積
も
り
、
メ
ン
タ
ル
が
落
ち
込
む
様
子
は
、
制
作
者
の
中
に
ま

ま
見
受
け
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
だ
が
、
児
島
の
こ
の
手
紙
は
そ
の
典
型
。

（
28
） 

大
原
家
文
書
F-

2
7
2
　
明
治
四
十
年
五
月
二
二
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

仙
台
市
菊
平
旅
館
に
て
／
五
月
廿
二
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、
其
後
ハ
誠
に
御
無
音
に
打
過
き
申
訳
も
無
之
事
に
御
座
候
、
御
高
堂
愈
々
御
清
福

の
事
と
奉
賀
候
、
昨
日
上
野
駅
に
東
北
地
方
貧
児
の
岡
山
孤
児
院
よ
り
帰
国
す
る
を
見
送

り
に
参
り
候
処
、
急
に
此
の
児
女
を
待
迎へ
むと

す
る
故
郷
の
憐
な
る
両
親
兄
弟
の
情
あ
る
心

の
中
如
何
や
、
親
を
慕
ひ
そ
び
て
遙
之
旅
路
た
と
る
此
の
幼
児
か
心
情
、
何
と
な
く
な
つ

か
し
く
其
処
に
美
し
き
人
生
の
愛
情
ハ
現
れ
申
さ
す
哉
、
そ
の
一
場
の
光
景
ハ
何
か
或
る

黙
示
を
与
へ
ら
れ
む
か
と
思
ふ
心
の
や
る
瀬
な
く
、
突
然
当
仙
台
迄
児
童
と
同
車
致
し
、

道
々
久
し
振
に
て
帰
郷
す
る
愛
子
を
迎
ふ
親
の
愛
情
の
極
、
殆
む
と
狂
人
の
如
く
呼
び
走



（43）43

る
姿
、
憐
な
る
母
姉
の
見
違
る
ほ
ど
美
し
き
姿
を
な
か
め
て
無
邪
気
に
打
見
守
る
妹
弟
な

と
の
影
一
つ
と
し
て
詩
な
ら
さ
る
な
く
、
絵
画
な
ら
さ
る
ハ
無
之
候
、
慥
に
此
の
行
ハ
或

る
物
を
小
生
か
心
操
の
上
に
与
へ
ら
れ
た
る
事
を
感
し
居
り
候
、

此
の
旅
ハ
全
く
別
世
界
に
路
た
と
る
様
の
心
地
致
し
候
、
明
日
ハ
帰
京
可
致
く
考
へ
居
り

候
、

親
子
会
遇
の
情
ハ
と
て
も
言
葉
に
も
筆
に
も
現
せ
不
申
候
、
何
時
か
ハ
一
度
絵
面
の
上
に

描
き
現
し
度
く
考
へ
居
り
候
、

此
の
旅
行
ほ
と
心
霊
上
に
得
た
る
大
な
る
土
産
ハ
無
之
候
、

○昨
日
午
前
、
学
校
に
て
黒
田
先
生
よ
り
申
伝
へ
ら
れ
候
、
大
原
様
の
御
出
京
ハ
未
定
な
る

哉
、
な
る
べ
く
早
く
大
原
様
に
面
会
し
て
、
是
非
話
し
合
せ
度
き
事
有
之
候
故
、
是
非
御

上
京
を
的
に
し
て
待
ち
居
る
故
、
御
上
京
の
上
ハ
、
早
速
御
一
報
願
上
度
き
様
切
に
依
頼

さ
れ
候
、
黒
田
先
生
よ
り
直
接
通
知
致
さ
る
ゝ
筈
に
候
へ
共
、
多
忙
中
取
急
き
ノ
ま
ゝ
小

生
よ
り
問
合
せ
置
き
呉
れ
と
依
頼
致
さ
れ
候
、

御
上
京
の
御
噂
の
み
に
て
、
未
た
御
出
発
も
無
之
、
待
心
の
み
積
り
居
り
候
、
何
れ
御
上

京
の
節
に
ハ
、
何
か
と
御
話
し
も
申
上
度
楽
し
み
居
り
候
、
今
日
ハ
少
々
旅
労
れ
致
居
り

候
ま
ゝ
、
此
ま
ゝ
失
礼
申
べ
く
、
末
筆
な
か
ら
皆
様
方
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、

先
日
、
博
覧
会
出
品
洋
画
目
録
一
部
差
送
り
申
置
候
が
、
御
落
手
被
下
候
事
と
存
し
候
、

頓
首 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

　

 

申
上
兼
候
へ
共
、
六
月
分
の
貸
資
本
月
末
迄
に
御
送
金
願
上
度
御
願
申
上
候
、
理
由
ハ

先
月
申
上
候
通
り
に
御
座
候
、

※
東
北
地
方
か
ら
、
一
時
的
に
岡
山
孤
児
院
に
身
を
寄
せ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
故

郷
へ
帰
る
姿
を
上
野
駅
に
見
送
り
に
出
た
が
、
情
動
的
に
仙
台
ま
で
同
道
し
た
こ
と

を
伝
え
る
。

　

ま
た
大
原
が
上
京
の
折
に
、
黒
田
が
面
談
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

（
29
） 

大
原
家
文
書
F-

2
7
4
　
明
治
四
十
年
七
月
八
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
六
／
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
拝
／
七
月
八
日
」

拝
啓
、
愈
々
御
清
適
の
御
事
と
奉
賀
候
、
博
覧
会
授
賞
式
も
終
り
候
ヘ
バ
、
早
速
帰
郷
可

致
休
暇
中
の
製
作
に
と
り
か
ゝ
る
べ
く
考
へ
居
り
候
、
不
肖
の
出
品
物
に
も
賞
与
有
之
候

事
、
誠
に
意
外
の
事
と
存
せ
ら
れ
候
、
例
へ
賞
牌
を
得
候
と
も
、
や
は
り
拙
き
も
の
ハ
拙

き
事
に
候
、
別
に
製
作
物
に
光
彩
加
る
へ
き
事
に
て
も
無
之
事
と
存
し
居
り
候
、
先
日
、

陛
下
の
御
観
覧
有
之
候
節
、
孤
児
院
の
絵
に
御
目
止
ま
り
候
由
、
小
生
ハ
何
の
光
栄
も
無

之
候
へ
共
、
孤
児
院
の
た
め
に
目
出
度
き
事
と
嬉
し
く
覚
へ
居
候
、
昨
日
、
宿
の
老
媼
涙

う
か
べ
て
そ
の
光
栄
を
祝
し
呉
れ
候
、
別
に
此
迄
何
と
も
感
せ
さ
り
し
も
、
此
の
深
き
同

情
の
涙
に
動
か
さ
れ
候
、
愈
々
奮
励
神
の
栄
を
発
揮
可
致
事
に
御
座
候
、

御
上
京
中
拝
受
致
候
学
資
金
の
外
、
絵
具
代
弐
拾
五
円
過
分
に
候
へ
共
、
そ
の
ま
ゝ
拝
借

致
置
き
候
、
此
の
夏
も
充
分
勉
強
可
致
候
、
額
椂
（
縁
カ
）ハ

帰
郷
の
節
持
帰
り
申
べ
く
候
、

博
覧
会
へ
出
品
中
の
油
絵
弐
面
の
外
箱
代
ハ
二
個
に
て
凡
そ
拾
円
位
か
ゝ
り
申
様
に
御
座
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候
ヘ
バ
、
運
送
費
た
け
別
に
御
払
ひ
被
下
度
願
上
候
、
尤
も
本
月
末
迄
ハ
発
送
出
来
不
申

候
ヘ
バ
、
小
生
帰
郷
の
時
御
訪
問
致
し
御
話
し
申
上
べ
く
候
、

先
日
、
青
野
君
を
茅
ケ
崎
に
訪
れ
候
、
病
気
ハ
全
快
致
し
居
候
、
大
分
十
日
頃
に
ハ
代
理

来
る
べ
く
候
ヘ
バ
、
出
来
る
た
け
速
に
出
発
可
致
語
り
居
候
、

右
延
引
な
か
ら
一
寸
申
上
置
候
、
末
筆
な
か
ら
皆
々
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、

頓
首

　

七
月
八
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
授
賞
式
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
天
皇
・
皇
后
の
観
覧
や
、
宿
の
老
婆

の
喜
び
を
伝
え
な
が
ら
も
、
本
人
は
極
め
て
自
制
的
に
、
自
身
の
作
品
に
つ
い
て
の

評
価
を
示
し
て
い
る
。

　

一
方
、
金
銭
の
動
き
に
つ
い
て
は
実
に
几
帳
面
に
伝
え
て
い
る
。

（
30
） 

大
原
家
文
書
F-

2
7
5
　
明
治
四
十
年
七
月
二
七
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

備
中
成
羽
町
／
七
月
廿
七
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

愈
々
御
清
栄
の
事
と
奉
賀
候
、
帰
郷
後
ハ
画
題
の
撰
択
に
お
も
ひ
こ
ら
し
居
り
候
、

宮
内
省
の
買
上
も
手
続
相
済
み
た
る
様
子
に
御
座
候
へ
共
、
小
生
の
所
ハ
未
た
何
の
通
知

も
御
座
な
き
事
に
候
、
委
し
き
事
を
事
務
所
に
問
合
せ
度
、
切
山
君
に
依
頼
致
置
き
候
、

知
人
よ
り
の
通
知
に
よ
れ
バ
、
価
格
定
ま
り
た
る
様
子
に
候
、
価
格
の
点
ハ
小
生
の
意
を

得
た
る
次
第
に
御
座
候
、

黒
田
先
生
も
熟
考
な
さ
れ
し
事
と
奉
察
候
、

此
度
の
事
に
つ
き
、
家
人
の
よ
ろ
こ
び
筆
に
も
尽
さ
れ
ず
候
、
我
恩
人
の
上
に
深
き
感
謝

の
意
表
し
居
り
候
、
留
学
の
事
も
先
日
始
め
て
相
話
し
候
処
、
只
感
謝
の
涙
に
む
せ
び
居

り
候
の
み
、
此
の
一
場
の
光
景
ハ
詩
と
も
絵
と
も
相
成
る
べ
き
事
と
存
せ
ら
れ
候
、
渡
航

免
状
の
方
も
そ
れ
〳
〵
相
運
び
居
り
候
間
、
然
様
御
承
引
被
下
度
候
、
何
れ
御
面
倒
相
か

け
可
申
事
と
恐
縮
致
居
り
候
、
延
引
な
か
ら
受
領
証
差
送
り
申
上
候
間
、
御
落
手
被
下
度

候
、

末
筆
な
か
ら
御
自
愛
専
一
に
奉
祈
候
、
此
夏
の
海
浜
御
生
活
誠
に
嬉
し
き
事
に
御
座
候
、

謹
而
我
恩
人
の
上
に
御
健
全
を
祈
る
も
の
に
御
座
候
、
御
全
家
様
へ
乍
憚
御
鳳
声
願
上
度

候
、

右
当
用
の
み
申
述
候
、
頓
首

　

七
月
廿
七
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
成
羽
に
帰
省
し
、
早
速
に
次
な
る
画
題
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

　
《
な
さ
け
の
庭
》
の
宮
内
省
へ
の
買
い
上
げ
も
触
れ
て
い
る
が
、
そ
の
価
格
に
つ
い

て
「
黒
田
先
生
も
熟
考
な
さ
れ
し
事
と
奉
察
候
」
と
の
記
述
か
ら
、
そ
の
点
に
も
黒

田
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
買
い
上
げ
に
つ
い
て
、
児
島
の
生
涯
を
た
ど
る
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
著
述
で



（45）45

あ
る
児
島
直
平
『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』（
一
九
六
七
年　

児
島
虎
次
郎
伝
記
編
纂
室
）

に
「
皇
后
陛
下
の
御
感
に
入
り
、
宮
内
省
お
買
い
上
げ
の
光
栄
を
得
」
と
い
う
記
述

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
従
来
、
皇
后
陛
下
が
お
買
い
上
げ
に
な
っ
た
と
す
る
記
述

を
私
も
な
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
島
博
氏
の
調
査
に
よ
り
「
東
京
勧
業
博

覧
会
事
務
報
告　

第
五
節
御
買
上
品
」（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

https://dl.ndl.go.jp/pid/801787/1/52

）
で
は
、「
皇
后
職
買
上
品
」
欄
で
は
な

く
、「
宮
内
省
買
上
品
」
欄
に
児
島
作
品
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。
実
態
は
、
皇
后
陛
下

が
お
気
に
い
ら
れ
て
の
買
上
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
は
そ
の
記
載
に

留
意
し
た
い
。

　

か
ね
て
希
望
し
て
い
た
渡
欧
に
つ
い
て
は
、「
渡
航
免
状
の
方
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
す
で
に
具
体
化
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

（
31
） 

大
原
家
文
書
F-

2
7
6
　
明
治
四
十
年
八
月
十
四
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
町
／
八
月
十
四
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

暑
き
び
し
く
候
へ
共
、
愈
御
清
福
の
事
と
奉
大
賀
候
、

先
日
ハ
御
親
切
な
る
御
言
葉
戴
く
（
き
カ
）奉

感
謝
候
、
御
無
沙
汰
の
み
致
居
り
、
何
と
申
訳
も
御

座
な
く
候
、

日
夜
を
製
作
の
た
め
に
心
痛
致
居
り
候
、
祈
り
つ
ゝ
祈
り
つ
ゝ
或
物
を
得
る
迄
祈
り
居
り

候
、

此
の
苦
し
き
心
も
祈
ら
ハ
熟
す
る
の
時
も
来
る
事
と
信
し
居
り
、

此
度
の
製
作
の
画
題
ハ
未
定
に
候
へ
共
、
思
想
と
も
云
ふ
へ
き
ハ
、「
弱
き
者
の
た
め
に
」

筆
と
る
考
に
御
座
候
、

画中
の人

物
ハ
二
人
描
く
事
と
致
候
、

早
く
製
作
を
終
へ
、
我
き
（
マ
マ
）製

作
の
た
め
に
祈
り
給
る
恩
人
の
御
目
に
か
け
、
親
し
き
批
評

承
り
度
く
望
み
居
り
候
、

博
覧
会
出
品
の
な
さ
け
の
庭
ハ
、
去
る
六
日
、
宮
内
省
に
差
送
り
済
之
由
通
知
有
之
候
、

水
車
の
絵
数
日
の
内
東
京
発
送
と
相
成
る
べ
き
事
と
存
し
候
、

青
野
君
一
昨
日
着
倉
の
由
、
向
後
種
々
御
厄
介
に
相
成
候
事
と
存
し
候
、
何
卒
此
の
不
幸

な
る
友
の
上
に
あ
た
か
き
御
同
情
給
り
度
く
懇
願
申
上
候
、

末
筆
な
か
ら
皆
々
様
へ
御
伝
声
被
下
度
、
尚
御
自
愛
専
一
に
奉
祈
候
、
頓
首

　

八
月
十
四
日 

虎
次
郎　
　

大
原
先
生　

台
下

※
次
な
る
作
品
は
「
弱
き
者
の
た
め
に
」
人
物
を
二
人
描
く
構
想
を
伝
え
る
。

　
《
里
の
水
車
》
が
東
京
か
ら
発
送
さ
れ
る
こ
と
と
、
青
野
俊
一
郎
が
茅
ヶ
崎
で
の
療

養
を
終
え
て
、
倉
敷
に
移
っ
た
こ
と
も
伝
え
る
。



（46）46

（
32
） 
大
原
家
文
書
F-

2
7
7
　
明
治
四
十
年
八
月
二
四
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
町
／
八
月
廿
四
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

益
々
御
清
祥
の
事
と
奉
大
賀
候
、

製
作
も
追
々
進
み
申
居
候
、
画
題
ハ
こ
れ
と
云
ふ
ほ
と
の
名
も
定
ま
ら
す
候
へ
共
、
二
人

の
少
女
が
学
校
の
業
を
終
へ
て
の
帰
途
の
様
を
描
き
居
り
候
、

画中
の人

物
ハ
他
に
一
人
の
老
夫
一
人
加
り
候
、

二
人
の
少
女
の
幼
き
ハ
六
七
才
位
、
他
ハ
十
才
位
の
あ
ま
り
裕
な
ら
さ
る
家
庭
の
子
を
撰

び
候
、

モ
デ
ル
の
上
に
も
心
の
貧
し
き
も
の
を
撰
び
候
、
そ
ハ
聖
書
の
心
の
貧
し
き
も
の
ハ
幸
な

り
と
云
ふ
言
葉
の
意
に
適
せ
し
め
度
く
存
し
候
ま
ゝ
か
く
致
候
、
二
人
連
た
ち
て
途
過
る

傍
に
、
半
裸
体
の
老
夫
の
草
履
造
る
所
に
御
座
候
、
時
ハ
暑
き
日
光
を
描
き
度
、
モ
デ
ル

使
ふ
に
ハ
一
方
な
ら
す
閉
口
致
居
り
候
、
幼
き
方
の
モ
デ
ル
ハ
如
何
に
し
て
も
其
後
ハ
来らす

閉
口
致
居
り
候
、
他
に
代
り
の
子
供
雇
て
ハ
な
る
ま
し
き
事
と
存
し
候
、
今
日
ハ
旧
盆
の

休
と
て
、
モ
テ
ル
ハ
遊
び
に
耽
り
て
来
ら
す
候
、
中
々
に
思
ふ
様
に
ハ
参
り
不
申
候
、

さ
れ
と
此
の
憐
な
る
モ
テ
ル
の
上
に
も
幸
福
を
祈
り
つ
ゝ
製
作
に
従
事
致
居
り
候
、

去
る
十
六
日
、
東
京
発
送
に
て
、
博
覧
会
出
品
中
の
水
里
の
絵
差
出
し
候
由
、
不
日
着
倉

の
事
と
存
じ
候
、
運
賃
先
払
と
致
た
る
や
も
知
れ
す
候
ヘ
ハ
、
然
様
御
承
引
被
下
度
候
、

製
作
の
暇
有
之
候
ヘ
バ
、
時
々
御
音
信
申
上
度
存
し
候
、
充
分
心
注
き
て
自
然
の
意
を
製

作
の
上
に
実
現
致
度
奮
励
可
致
候
、

御
全
家
様
へ
宜
敷
御
伝
へ
被
下
度
願
上
候
、
頓
首

　

八
月
廿
四
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

追
啓
、
博
覧
会
に
て
買
上
と
相
成
候
絵
画
の
価
格
ハ
、
未
た
事
務
所
よ
り
何
の
通
知
も
御

座
な
く
候
へ
共
、
知
人
よ
り
の
報
知
に
ハ
、
三
百
五
十
円
と
か
に
御
座
候
、
価
格
如
何
に

か
ゝ
は
ら
す
、
小
生
の
所
有
に
て
ハ
御
座
な
く
候
ヘ
バ
、
あ
ま
り
委
し
く
尋
ね
不
申
、
孤

児
院
へ
の
寄
附
金
の
一
部
と
も
相
成
候
ヘ
ハ
誠
に
結
好
の
事
と
存
し
候
、
博
覧
会
よ
り
通

知
有
之
候
ヘ
ハ
、
慥
な
る
事
御
報
知
申
上
べ
（
く
脱
カ
）

候
、
拝
具

※
《
登
校
》（
高
梁
市
成
羽
美
術
館
蔵
）
の
制
作
経
緯
が
語
ら
れ
る
。「
二
人
の
少
女

が
学
校
の
業
を
終
へ
て
の
帰
途
の
様
」
を
描
く
と
の
記
述
は
、
現
在
の
作
品
の
図
像

通
り
で
あ
る
が
、
児
島
は
、
登
校
時
で
は
な
く
、
帰
校
時
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
当
初
は
、
半
裸
体
の
老
夫
が
草
履
を
作
る
姿
（
高
梁
市
成
羽
美
術
館
に

習
作
あ
り
）
も
描
か
れ
、
子
ど
も
共
々
モ
デ
ル
探
し
に
難
儀
し
て
い
る
。　

　
《
里
の
水
車
》
の
倉
敷
到
着
と
、《
な
さ
け
の
庭
》
の
買
い
上
げ
金
額
に
目
途
が
立

っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。

（
33
） 
大
原
家
文
書
F-

2
7
8
　
明
治
四
十
年
八
月
二
九
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」
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「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
町
／
八
月
廿
九
日
朝　

児
島
虎
次
郎
拝
」

芳
墨
拝
見
仕
候
、
明
石
地
方
へ
御
旅
行
遊
さ
れ
候
由
、
静
け
き
浜
辺
に
御
心
と
御
身
養
い

給
ふ
事
誠
に
嬉
し
き
事
に
奉
存
候
、
一
昨
日
、
青
野
君
よ
り
来
倉
致
せ
よ
と
の
伝
言
有
之

候
た
め
、
本
日
訪
問
可
致
考
に
候
処
、
只
今
御
手
紙
に
接
し
思
止
ま
り
候
、
祈
れ
と
も
〳
〵

製
作
の
苦
し
み
ハ
身
に
滲
み
申
候
、
一
層
倉
敷
に
趣
き
て
楽
し
き
製
作
に
と
り
か
ゝ
ら
む

か
と
心
定
め
か
け
候
、
今
日
の
御
手
紙
に
て
出
発
も
思
止
み
候
と
共
に
、
勇
気
加
り
て
製

作
を
続
け
可
申
候
、
神
の
御
心
の
か
な
は
せ
給
ハ
ヽ
、
拙
き
製
作
の
上
に
ハ
光
ハ
加
り
可

申
事
と
信
じ
候
、

先
般
岡
山
県
庁
に
て
旅
行
券
下
付
願
に
つ
き
聞
合
せ
候
処
、
至
極
楽
々
た
る
由
承
り
、
其

通
り
願
書
認
め
当
地
警
察
署
へ
差
出
申
候
処
、
斯
様
な
る
簡
単
な
る
事
に
て
ハ
駄
目
な
れ

バ
と
て
、
非
常
に
復
（
複
カ
）雑

な
る
書
式
を
要
す
る
由
告
け
ら
れ
候
、

製
作
の
妨
と
な
り
て
ハ
馬
鹿
し
く
と
打
過
し
居
り
候
、
就
而
ハ
本
日
倉
敷
に
趣
き
親
し
く

御
依
頼
可
申
存
し
居
り
候
へ
共
、
御
帰
倉
迄
ハ
出
発
を
見
合
せ
申
候
に
つ
き
、
面
談
も
得

ら
れ
不
申
候
ヘ
バ
、
一
寸
其
要
用
の
み
申
述
度
候
、

保
証
人
弐
名
を
要
す
べ
き
事
（
な
る
べ
く
一
地
方
に
保
証
人
の
住
所
あ
れ
ハ
調
査
等
自
然

と
速
に
運
る
べ
き
由
に
候
故
、
な
る
べ
く
他
の
一
人
の
保
証
も
御
地
に
て
依
頼
致
度
く
望

み
に
候
）
保
証
人
の
保証人
と
し
て
の
■
証
明
書
と
町
長
の
保
証
人
の
資
格
証
明
書
と
其
他

に
一
通
学
資
出
費
者
の
承
諾
証
と
都
合
五
通
必
要
に
候
由
、
委
し
く
ハ
倉
敷
に
参
り
御
依

頼
可
申
存
し
居
り
候
へ
共
、
右
御
承
知
置
き
被
下
度
願
上
候
、
保
証
人
の
一
名
若
し
御
地

に
て
閣
下
よ
り
御
依
頼
致
下
さ
れ
候
ヘ
バ
、
誠
に
都
合
よ
ろ
し
き
事
に
候
へ
共
、
若
し
承

諾
給
る
人
無
之
候
ヘ
バ
、
他
に
そ
の
資
格
の
人
見
出
申
べ
く
候
ヘ
ハ
、
御
様
子
御
聞
せ
被

下
べ
く
候
ヘ
バ
、
甚
た
好
都
合
の
事
と
御
願
申
上
候
、
毎
度
勝
（
手
脱
カ
）

な
る
御
願
の
み
申
述
失
礼

の
事
に
奉
存
し
候
、

桜
井
熊
太
郎
氏
御
母
堂
の
一
周
忌
か
ね
て
御
帰
郷
中
に
候
た
め
、
昨
夕
一
寸
訪
問
致
居
、

留
学
の
事
な
と
物
語
り
申
候
処
、
非
常
に
よ
ろ
こ
び
給
り
候
、

こ
れ
よ
り
製
作
を
続
け
可
申
擱
筆
可
申
候
、

明
石
御
滞
在
幾
日
頃
に
候
哉
、
御
帰
倉
の
日
も
定
ま
り
候
ヘ
ハ
御
一
報
被
下
度
御
願
申
上

候
、
頓
首

　

八
月
廿
九
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
旅
券
の
申
請
手
続
き
の
た
め
、
岡
山
県
庁
と
警
察
署
を
訪
ね
る
が
、
手
続
き
の
煩

雑
さ
に
辟
易
す
る
様
子
を
伝
え
る
。
渡
欧
準
備
が
進
む
。

（
34
） 

大
原
家
文
書
F-

2
7
9
　
明
治
四
十
年
九
月
十
五
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
町
／
九
月
十
五
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

謹
啓
、

先
日
中
ハ
長
々
御
厄
介
に
相
成
り
候
段
深
く
御
礼
申
上
候
、
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御
調
印
御
依
頼
申
置
き
候
書
類
、
本
日
差
送
り
申
候
間
、
一
応
御
改
め
被
下
度
候
、

県
庁
に
立
寄
り
問
合
せ
申
候
処
、
別
紙
様
の
書
式
の
外
、
他
に
身
分
財
産
の
証
明
書
な
と

必
要
無
之
由
に
御
座
候
、
成
羽
の
警
察
署
の
方
ヘ
ハ
其
節
電
話
に
て
委
細
の
願
書
の
事
な

と
県
庁
の
警
察
係
の
吏
員
よ
り
相
談
致
居
ら
れ
候
ヘ
バ
、
今
度
ハ
あ
ま
り
面
倒
臭
き
事
も

あ
る
間
敷
事
と
存
せ
ら
れ
候
、

当
地
ハ
夕
方
よ
り
ハ
秋
冷
を
覚
ゆ
る
事
あ
ま
り
に
強
き
位
に
候
、
製
作
に
ハ
誠
に
都
合
よ

ろ
し
き
気
候
と
相
成
よ
ろ
こ
び
居
り
候
、
絵
具
欠
乏
東
京
に
注
文
す
れ
と
も
品
切
の
も
の

多
、
こ
れ
の
み
ハ
実
に
閉
口
千
万
に
御
座
候
、

先
日
、
岡
山
に
て
石
井
院
長
に
面
会
致
候
、
七
日
間
の
祈
り
の
実
験
上
得
ら
れ
候
感
想
親

し
く
承
り
大
に
得
る
所
有
之
候
事
感
謝
致
候
、

倉
敷
紡
績
会
社
に
て
数
度
目
に
致
し
候
工
女
の
様
、
尚
今
も
あ
り
〳
〵
と
記
憶
に
残
り
居

り
候
、
近
き
将
来
に
於
て
、
美
し
き
製
作
の
画
題
た
り
材
良
と
可
致
事
決
心
致
候
、

九
月
分
学
資
受
領
証
差
送
り
申
上
候
間
、
御
落
手
被
下
度
候
、

先
日
参
堂
仕
り
候
節
、
是
非
御
願
申
べ
く
存
し
居
り
候
処
、
つ
い
〳
〵
打
忘
れ
そ
の
ま
ゝ

に
て
帰
郷
仕
り
候
が
、
甚
た
失
礼
な
る
次
第
に
候
へ
共
、
写
真
機
の
御
不
用
な
る
品
出
来

候
ヘ
ハ
、
御
拝
借
願
上
度
、
製
作
中
散
々
苦
し
み
た
る
上
致
方
な
く
其
の
必
要
を
感
し
た

る
次
第
に
御
座
候
、
何
時
に
て
も
宜
敷
、
若
し
御
不
用
の
も
の
出
来
候
節
ハ
、
御
貸
与
被

下
度
前
以
て
御
願
申
上
置
候
、

東
京
博
覧
会
へ
出
品
致
候
孤
児
院
の
絵
の
写
真
、
東
京
に
て
六
ツ
切
か
四
ツ
切
か
に
撮
影

致
候
も
の
、
岡
山
孤
児
院
に
参
り
居
り
候
、
中
々
上
出
来
の
写
真
に
御
座
候
、
絵
よ
り
も

写
真
を
見
る
方
余
ほ
と
立
派
に
御
座
候
、

失
礼
な
か
ら
御
高
堂
皆
々
様
へ
宜
敷
御
伝
声
願
上
度
、
先
ハ
御
礼
旁
々
御
依
頼
申
上
候
、

頓
首

　

九
月
十
五
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

追
啓
、
切
山
君
ハ
其
後
御
参
堂
遊
さ
れ
候
哉
、
御
不
幸
な
る
御
境
涯
誠
に
同
情
に
堪
さ
る

次
第
に
御
座
候
、
何
卒
此
上
も
御
親
情
厚
か
ら
む
事
を
願
上
候
、
種
々
残
り
し
一
家
の
始

末
に
つ
き
て
ハ
、
一
方
な
ら
さ
る
御
厄
介
に
相
成
る
事
と
存
候
、
何
分
に
よ
ろ
し
く
御
取

計
被
下
度
、
切
に
懇
願
致
置
候
、

※
旅
券
の
申
請
手
続
き
な
ど
が
続
く
。

倉
敷
紡
績
の
女
性
従
業
員
を
描
き
た
い
旨
な
ど
は
、
児
島
の
主
題
選
択
の
好
み
を
示

す
だ
ろ
う
。

　

大
原
へ
と
写
真
機
の
借
用
を
申
し
出
て
い
る
が
、
制
作
へ
役
立
て
よ
う
と
す
る
記

述
は
注
目
。
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（
35
）大
原
家
文
書
F-

2
8
1
　
明
治
四
十
年
十
月
二
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

備
中
国
成
羽
町
／
十
月
二
日　

児
島
虎
次
郎
拝
」

拝
啓
、

益
々
御
清
祥
の
事
と
奉
賀
候
、
先
日
、
青
野
君
に
托
し
製
作
中
絵
画
写
真
に
て
御
目
に
か

け
候
か
、
御
高
覧
被
下
候
事
奉
存
候
、
嘸
御
予
想
と
違
ひ
て
御
不
満
の
事
と
奉
察
候
、

意
外
労
力
と
日
数
を
費
し
、
予
定
の
日
数
を
過
し
候
、
今
数
日
間
に
ハ
製
作
を
終
へ
て
親

し
く
作
品
を
御
目
に
か
け
候
へ
く
相
成
事
に
御
座
候
、

製
作
ハ
余
か
生
命
に
御
座
候
、
作
品
ハ
永
遠
に
伝
べ
き
余
か
愛
子
に
御
座
候
、
然
し
て
神

を
賛
美
す
る
た
め
の
献
物
に
有
之
候
、

作
品
の
上
に
生
命
を
宿
さ
む
に
ハ
、
作
者
の
生
命
を
献
け
さ
る
べ
か
ら
さ
る
事
を
自
覚
致

居
り
候
、
神
の
高
き
批
評
ハ
心
に
響
き
、
新
な
る
思
想
ハ
胸
に
湧
き
候
、
祈
り
に
筆
と
り

て
祈
り
に
製
作
を
休
止
致
居
り
候
、
さ
れ
と
我
手
ハ
弱
く
し
て
、
神
の
御
旨
伝
導
す
べ
き

製
作
の
筆
ハ
握
る
に
尚
力
及
さ
る
も
の
に
御
座
候
、

噫
我
ハ
煩
悩
す
れ
と
も
尚
目
的
の
道
ハ
は
る
け
く
候
、

先
日
来
二
週
日
の
労
を
費
し
て
描
き
た
る
も
、
画
面
の
一
部
あ
た
ら
成
す
な
く
し
て
塗
抹

す
る
所
と
相
成
り
候
、

描
き
試
み
て
ハ
得
る
な
く
し
て
空
し
く
絵
具
の
底
に
葬
り
終
へ
る
ハ
、
誠
に
心
苦
し
き
事

に
御
座
候
、
小
生
か
描
いく
目
下
の
作
品
ハ
す
べ
て
手
習
草
紙
に
均
し
き
草
稿
の
み
に
御
座

候
、

美
し
き
真
の
清
き
作
品
ハ
、
幾
十
星
霜
の
後
に
ハ
御
目
に
懸
く
る
事
も
出
来
得
べ
き
や
と

痛
心
の
事
に
御
座
候
、

前
途
の
光
明
あ
る
神
の
御
座
に
近
か
む
た
め
祈
こ
め
つ
ゝ
天
職
の
下
に
専
心
奮
励
可
致
候
、

製
作
以
外
物
思
ふ
暇
も
無
之
失
礼
の
み
致
居
り
候
、
末
筆
な
か
ら
秋
冷
身
に
沁
み
来
り
候

折
柄
、
御
自
愛
専
一
に
奉
祈
候
、
御
令
室
様
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
被
下
度
候
、

製
作
完
結
の
日
未
定
に
御
座
候
へ
共
、
尚
四
五
日
ハ
今
の
処
に
て
相
か
ゝ
り
可
申
、
不
満

足
な
る
点
見
出
し
候
ヘ
ハ
、
又
々
訂
正
の
た
め
延
引
可
致
や
も
不
計
候
、

右
御
様
子
申
上
候
、
早
々

　

十
月
二
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
７
月
か
ら
の
成
羽
滞
在
も
長
引
く
が
、《
登
校
》
と
考
え
る
べ
き
作
品
の
制
作
に
手

間
取
り
、
画
面
の
一
部
を
塗
り
潰
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
36
） 

大
原
家
文
書
F-

2
8
2
　
明
治
四
十
年
十
月
十
九
日

「（
封
筒
上
書
）

都
窪
郡
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

川
上
郡
成
羽
町
／
十
月
十
九
日　

児
島
虎
次
郎
」

拝
啓
、

本
日
製
作
を
終
へ
申
候
、
昨
日
海
外
旅
券
下
付
相
成
候
共
に
種
々
御
配
意
を
煩
し
候
段
、
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謹
而
奉
感
謝
候
、

作
品
ハ
完
製
と
ハ
申
上
兼
候
へ
共
、
不
満
足
之
点
ハ
大
低
（
抵
カ
）訂

正
致
候
に
つ
き
、
一
先
筆
を

置
き
申
候
、
何
れ
御
高
評
承
り
候
上
、
描
き
改
む
る
所
も
有
之
候
事
と
奉
存
候
、
画
面
の

乾
き
次
第
、
出
発
可
致
事
に
御
座
候
、

上
京
前
、
福
岡
に
従
兄
疋
田
を
訪
問
致
度
望
み
居
り
候
ま
ゝ
、
数
日
間
御
暇
被
下
度
、
尚
、

祖
母
同
伴
致
呉
れ
と
申
居
り
候
に
つ
き
、
不
本
意
な
か
ら
、
下
向
の
節
ハ
失
礼
可
申
や
も

不
計
、
帰
途
ハ
ゆ
る
〳
〵
参
堂
可
仕
候
間
、
何
卒
不
悪
御
了
承
被
下
度
、
右
不
取
敢
御
様

子
申
上
候
、
委
細
ハ
拝
眉
の
節
申
述
候
、
早
々

　

十
月
十
九
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
成
羽
で
の
《
登
校
》
制
作
を
終
え
、
東
京
へ
戻
る
。

（
37
） 

大
原
家
文
書
F-

2
8
3
　
明
治
四
十
年
十
一
月
八
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
／
六
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
／
十
一
月
八
日
」

拝
啓
、

本
日
博
覧
会
に
て
支
払
を
受
け
候
、
別
紙
記
載
の
通
り
に
御
座
候
、

昨
日
、
正
木
校
長
に
面
会
仕
り
候
処
、
何
故
今
度
の
展
覧
会
に
出
品
な
さ
ゝ
り
し
や
、
斯

様
の
時
に
出
品
し
て
呉
れ
る
な
ら
都
合
よ
き
に
、
何
れ
大
作
か
出
る
事
と
楽
し
み
居
り
た

る
に
、
失
望
な
し
た
る
由
語
ら
れ
候
、
か
く
も
同
情
を
与
へ
ら
る
ゝ
人
々
に
対
し
、
誠
に

申
訳
も
な
き
事
と
残
念
の
至
り
に
御
座
候
、
さ
れ
と
別
に
自
分
の
職
分
を
怠
り
た
る
に
ハ

御
座
な
く
候
ヘ
ハ
、
自
分
の
尽
し
た
る
所
に
推
察
を
給
る
よ
り
外
致
方
も
無
之
事
に
御
座

候
、
来
る
べ
き
大
博
覧
会
に
ハ
、
そ
の
謝
意
と
し
て
充
分
奮
励
の
作
を
御
目
に
か
け
可
申

候
、

文
部
省
の
展
覧
会
一
通
り
参
観
致
候
、
博
覧
会
の
そ
れ
よ
り
も
一
層
の
見
栄
致
さ
れ
候
、

画
家
の
苦
心
の
あ
と
な
と
各
作
品
の
上
に
歴
然
と
現
れ
居
り
候
、

黒
田
先
生にハ
、
未
た
面
会
仕
ら
す
候
、
今
少
し
不
充
分
な
る
所
を
訂
正
致
し
候
上
、
批
評

を
乞
ふ
考
へ
に
御
座
候
、
そ
の
節
ハ
委
細
申
伝
べ
く
候
、

切
山
君
に
ハ
一
両
日
に
御
目
に
か
ゝ
り
可
申
、
委
し
き
事
承
り
可
申
候
、

右
一
寸
当
用
ま
で
申
述
置
き
候
、
末
筆
に
ハ
候
へ
共
、
御
全
家
様
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
被

下
度
願
上
候
、

先
日
拝
受
致
候
学
資
の
受
領
証
之
紙
一
枚
必
要
に
候
間
、
御
序
に
御
送
り
被
下
度
御
依
頼

申
上
候
、
早
々

　

十
一
月
八
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

（
37-

2
） 

大
原
家
文
書
F-

2
8
3-

同
封
別
紙
　

博
覧
会
事
務
局
の
書
式
で
項
目
名
が
印
刷
さ
れ
た
も
の
に
、
手
書
き
で
記
入
。
手
書
き
部

分
は　

で
示
す
。
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※
正
木
直
彦
東
京
美
術
学
校
校
長
と
面
談
。
正
木
の
言

う
「
今
度
の
展
覧
会
」
は
同
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
ば

か
り
の
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
と
考
え
ら
れ
、
同

展
へ
の
不
出
品
を
残
念
が
ら
れ
る
。
従
来
、
こ
の
文
展

不
出
品
に
つ
い
て
事
情
を
検
討
す
る
資
料
が
な
か
っ
た

が
、
児
島
と
し
て
は
、
郷
里
成
羽
に
籠
り
、
制
作
に
没

頭
し
て
い
た
ゆ
え
の
こ
と
と
の
認
識
で
あ
り
、
同
展
の

感
想
な
ど
か
ら
も
、
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
と
察
せ
ら
れ
る
。

（
38
） 

大
原
家
文
書
F-
2
8
4
　
明
治
四
十
年
十
一
月
十
三
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
／
親
展
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
／
六
荒
井
方
／
十
一
月
十
三
日　

児
島
虎
次
郎
」

拝
啓
、
楓
葉
紅
な
る
小
春
之
空
愈
々
御
清
栄
の
段
奉
大
賀
候
、

昨
日
、
切
山
君
と
会
談
致
候
、
別
に
さ
し
た
る
変
り
も
無
之
候
へ
共
、
何
と
な
く
心
痛
之

様
子
察
せ
ら
れ
候
、
一
週
に
二
日
午
後
を
木
山
君
の
所
に
通
勤
致
し
居
ら
れ
候
由
、
時
間

の
規
定
等
も
な
き
為
め
、
帰
宅
ハ
大
低
（
抵
カ
）十夜
の時

・
十
一
時
頃
と
相
成
る
べ
き
由
に
御
座
候
、

費
用
節
減
の
た
め
備
中
館
に
引
越
れ
候
に
つ
き
、
通
学
の
便
も
都
合
あ
し
き
事
と
存
せ
ら

れ
候
、
木
山
君
の
所
に
て
ハ
一
ケ
月
五
円
之
収
入
に
て
、
国
元
の
御
母
堂
に
全
部
御
送
金

の
由
に
御
座
候
、

種
々
話
も
承
り
候
か
、
只
今
の
様
子
に
て
ハ
、
充随
分
無
理
な
る
勉
強
と
存
せ
ら
れ
候
、
切

山
君
の
修
学
上
に
も
却
て
結
果
あ
し
き
様
察
せ
ら
れ
候
、

此
上
な
か
ら
国
元
へ
の
送
金
ハ
、
切
山
君
の
労
を
と
ら
す
して
、
只
同
氏
を
修
学
に
の
み
専

心
勉
励
之
方
法
を
与
ふ
る
事
得
策
と
存
せ
ら
れ
候
、
小
生
よ
り
甚
た
差
出
か
ま
し
き
事
に

候
へ
共
、
切
山
君
卒
業
迄
国
元
へ
の
送
金
、
閣
下
の
厚
き
同
情
に
乞
ひ
、
御（補
カ
）

保
助
仰
き
度
、

切
に
希
望
す
る
所
に
御
座
候
、

斯
く
相
成
り
候
ヘ
ハ
、
切
山
君
も
一
層
の
奮
励
可
仕
、
学
業
の
成
績
も
充
分
望
み
あ
る
事

と
存
せ
ら
れ
候
ヘ
ハ
、
何
卒
然
様
御
承
諾
被
下
、
親
し
く
嘆
願
申
上
候
、

本
日
小
包
に
て
褒
賞
落
手
仕
候
、
後
便
に
て
様
子
申
上
べ
く
候
、

今
夕
、
黒
田
先
生
を
訪
問
可
仕
候
、
先
日
よ
り
先
生
多
忙
に
候
た
め
面
会
を
得
す
、
そ
れ

　　　　　　美術館売約代金下渡表　　　　　　

出 品 人 児島虎次郎　（本郷区駒込蓬莱町六　荒井方

売約月日 部 類 品　　　　名 数　量 価　額 手 数 料 福引基金 下 渡 高 下渡月日

7月　20日 1 19 西　洋　画 
なさけの庭 岡山孤児院 1 350円000 10円500 17円500 322円000
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と
花
莚
の
着
荷
を
待
ち
居
り
候
処
、
本
日中
に着

荷
致
す
由
、
会
社
の
方
よ
り
通
知
有
之
候
ヘ

ハ
、
絵
と
共
に
持
参
仕
り
、
閣
下
よ
りの御
托
意
申
伝
へ
可
申
候
、

先
生
に
面
会
致
候
ヘ
ハ
、
種
々
用
事
も
出
来
可
申
事
と
存
せ
ら
れ
候
、
委
し
き
事
後
便
に

て
申
述
べくに
候
、

学
資
受
領
証
一
葉
御
恵
み
被
下
度
願
上
候
、

右
当
用
迄
申
述
候
、
早
々

　

十
一
月
十
三
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

梧
右

※
同
郷
と
考
え
ら
れ
る
切
山
へ
の
支
援
依
頼
。

黒
田
を
訪
ね
、
大
原
か
ら
託
さ
れ
た
花
筵
を
届
け
る
旨
が
記
さ
れ
る
。
明
治
期
に
倉

敷
近
郊
で
花
莚
が
盛
ん
に
生
産
さ
れ
、
特
に
磯
崎
眠
亀
に
よ
る
錦
莞
莚
は
、
海
外
向

け
輸
出
品
の
花
形
と
も
な
る
高
級
贈
答
品
で
あ
っ
た
。
孫
三
郎
か
ら
黒
田
へ
の
贈
答

品
と
し
て
も
相
応
し
い
も
の
だ
が
、
一
方
で
、
大
原
が
一
九
二
〇
年
代
半
ば
以
降
に

注
力
す
る
地
場
の
優
れ
た
工
芸
品
振
興
に
、
す
で
に
関
わ
っ
て
い
た
形
跡
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

（
39
） 

大
原
家
文
書
F-

2
8
5
　
明
治
四
十
年
十
一
月
十
四
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
蓬
莱
町
六
／
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
／
十
三
日
」

拝
啓
、
昨
夜
黒
田
先
生
を
訪
れ
申
候
、
錦
莚
相
届
け
申
候
処
、
厚
く
謝
意
伝
へ
呉
れ
と
申

さ
れ
候
、
拙
作
の
批
評
夜
中
に
て
満
足
に
聞
と
れ
不
申
候
へ
共
、
二
人
の
子
供
の
内
に
て
、

帽
子
を
戴
た
る
年
少
之
方
面
白
き
様
申
さ
れ
候
、
老
人
と
其
傍
の
小
供
ハ
取
去
り
た
る
方

全
体
の
調
和
よ
ろ
し
き
と
語
ら
れ
候
、
色
調
ハ
灯
光
に
て
ハ
批
評
も
出
来
か
た
き
事
と
存

し
候
、
老
人
と
子
供
と
を
無
く
し
て
背
景
を
少
し
改
め
可
申
候
、
夏
の
強
き
光
を
目
に
す

る
事
を
得
す
、
都
合
あ
し
く
候
、
兎
に
角
く
未
成
品
に
候
た
め
、
と
て
も
満
足
な
る
事
ハ

御
座
な
き
事
と
存
し
候
、
今
一
夏
を
此
の
作
品
の
上
に
費
し
候
ヘ
ハ
、
此
の
絵
も
完
製
可

致
存
し
居
り
候
、

旅
行
準
備
の
事
な
と
種
々
承
り
候
、
こ
れ
よ
り
そ
の
準
備
に
と
り
か
ゝ
り
可
申
候
、
昨
夜

額
縁
屋
に
参
り
候
、
適
合
之
縁
無
之
、
新
に
調
製
致
さ
せ
候
、
普
通
一
週
間
ハ
か
ゝ
り
可

申
、
急
き
て
も
四
五
日
か
ゝ
る
由
、
致
方
な
く
切
合
せ
の
も
の
作
ら
せ
、
本
日
中
に
発
送

の
運
び
に
致
さ
せ
候
、
縁
ハ
舶
来
に
て
上
等
に
候
へ
共
、
只
ト
メ
の
所
之
花
形
都
合
よ
く

適
合
致
し
不
申
る
が
欠
点
に
御
座
候
へ
共
、
和
製
の
品
よ
り
金
の
色
な
と
美
し
く
候
、
価

格
仕
上
後
な
ら
で
ハ
定
か
な
ら
す
候
へ
共
、
八
円
内
外
之
処
に
候
、
若
し
画
面
か
此
の
縁

よ
り
狭
き
場
合
に
ハ
、
縮
少
致
す
事
も
出
来
可
申
候
、
運
送
ハ
旅
客
車
便
に
て
発
送
致
さ

せ
可
申
事
に
御
座
候
、

右
御
一
報
申
上
候
、
早
々

　

十
四
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
黒
田
を
訪
ね
、《
登
校
》
の
講
評
を
受
け
る
。
こ
の
際
に
、
老
人
と
子
ど
も
を
「
取

去
り
た
る
方
全
体
の
調
和
よ
ろ
し
き
」
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
。
児
島
と
し
て
は
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構
成
要
素
を
増
や
し
「
弱
き
者
の
た
め
に
」
と
い
う
意
図
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
の

だ
ろ
う
が
、
黒
田
の
示
唆
に
従
い
、
現
状
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
40
） 

大
原
家
文
書
F-

2
8
6
　
明
治
四
十
年
十
一
月
二
七
日

「（
封
筒
上
書
）

備
中
国
倉
敷
町
／
大
原
孫
三
郎
様
」

「（
封
筒
裏
上
書
）

東
京
本
郷
区
駒
込
蓬
莱
町
／
六
荒
井
方　

児
島
虎
次
郎
拝
／
十
一
月
廿
七
日
」

謹
啓
、
向
寒
の
候
と
相
成
り
候
処
、
愈
々
御
清
栄
之
事
と
奉
遥
賀
候
、

先
日
御
尋
ね
申
上
置
き
候
品
評
会
褒
賞
印
刷
之
件
、
如
何
御
確
定
相
成
る
べ
く
候
哉
、
御

多
忙
中
勝
手
ケ
間
敷
候
へ
共
、
何
卒
御
一
報
被
下
度
願
上
候
、
其
節
同
図
案
原
稿
御
送
り

被
下
度
願
上
候
、

休
暇
中
の
製
作
、
其
後
筆
を
加
へ
居
り
候
、
背
景
描
き
改
む
べ
く
、
写
生
を
要
し
候
へ
共
、

天
気
都
合
あ
し
く
閉
口
致
居
り
候
、
額
縁
ハ
不
日
出
来
上
り
可
申
候
ヘ
バ
、
そ
れ
迄
に
ハ

仕
上
致
度
存
し
居
り
候
、
充
分
此
絵
を
完
製
可
致
に
ハ
、
今
数
ケ
月
を
要
す
べ
く
候
、
語

学
の
勉
強
に
時
間
を
費
し
居
り
候
、

先
便
に
て
様
子
申
上
置
候
切
山
君
之
現
状
、
如
何
御
考
へ
被
下
候
に
や
、
御
高
慮
御
漏
し

被
下
度
御
願
申
上
候
、
末
筆
な
か
ら
御
全
家
様
へ
宜
敷
御
伝
言
被
下
度
、
謹
而
閣
下
の
祝

福
を
祈
居
り
候
、
早
々

　

十
一
月
廿
七
日 

虎
次
郎
拝　
　

大
原
先
生　

台
下

※
《
登
校
》
の
修
正
を
進
め
る
。
こ
の
後
、
児
島
は
東
京
を
引
き
払
っ
た
後
、
一
九

〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
月
に
神
戸
か
ら
渡
欧
す
る
こ
と
と
な
る
。



（54）54

「
解
説
」

は
じ
め
に

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
4０
通
の
書
簡
は
、
東
京
美
術
学
校
在
学
期
の
児
島
虎
次
郎
（
1
8
8

1

－

1
9
2
9
）
が
、
経
済
的
支
援
を
受
け
て
い
る
大
原
孫
三
郎
（
1
8
8
0

－

1
9
4

3
）
に
宛
て
た
も
の
。
大
原
が
暮
ら
し
た
岡
山
県
倉
敷
市
の
本
邸
に
残
さ
れ
た
も
の
で
、

同
邸
を
「
語
ら
い
座　

大
原
本
邸
」
と
し
て
運
営
す
る
公
益
財
団
法
人
有
隣
会
の
水
島
博

研
究
員
の
調
査
に
よ
り
現
存
が
確
認
さ
れ
、
同
所
で
の
特
別
展
「
大
原
家
に
残
る
書
簡
の

数
々
〜
学
生
児
島
虎
次
郎
か
ら
の
書
簡
」（
2
0
2
4
年
7
月
9
日

－

8
月
4
日
）
に
て
公

開
さ
れ
た
。
こ
の
公
開
に
先
立
ち
、
児
島
虎
次
郎
の
孫
で
、
長
年
虎
次
郎
の
顕
彰
に
務
め

る
児
島
塊
太
郎
（
公
益
財
団
法
人
成
羽
美
術
振
興
財
団
理
事
長
）
が
、
事
前
に
資
料
提
供

を
受
け
、
虎
次
郎
の
義
父
で
あ
る
石
井
十
次
を
顕
彰
す
る
「
第
二
十
四
回
石
井
十
次
セ
ミ

ナ
ー
」（
2
0
2
4
年
8
月
25
日　

主
催
：
社
会
福
祉
法
人
石
井
記
念
友
愛
社
）
に
お
い
て

「
石
井
十
次
の
娘　

友　

を
妻
に
む
か
え
た
画
家　

児
島
虎
次
郎
の
家
族
」
と
題
し
た
講
演

を
行
い
一
部
は
活
字
化
も
さ
れ
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
美
術
史
研
究
に
と
っ
て
も
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
考
え
、
改
め
て
水
島

に
よ
る
全
文
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
と
共
に
、
柳
沢
秀
行
に
よ
る
こ
の
解
説
等
を
付
し
て
紹

介
す
る
。

児
島
虎
次
郎
と
大
原
孫
三
郎
の
関
係

　

児
島
虎
次
郎
は
、
現
在
の
岡
山
県
高た

か

梁は
し

市し

成な
り

羽わ

出
身
。
1
9
0
2
年
に
東
京
美
術
学
校

西
洋
画
科
選
科
に
入
学
。
同
年
、
倉
敷
紡
績
初
代
社
長
大
原
孝
四
郎
（
1
8
3
3

－

1
9

1
0
）
と
、
そ
の
息
子
で
1
9
0
6
年
に
は
倉
敷
紡
績
の
経
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
る

大
原
孫
三
郎
が
設
け
て
い
た
大
原
奨
学
会
の
奨
学
生
と
な
り
、
そ
の
経
済
的
な
支
援
を
受

け
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
以
後
、
大
原
孫
三
郎
と
児
島
虎
次
郎
は
、
1
歳
し
か
年
齢
が
違

わ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
支
援
す
る
者
と
さ
れ
る
者
と
い
う
関
係
に
と
ど
ま
ら
ぬ
深
い
交
友

を
持
つ
こ
と
と
な
る
。

　

児
島
は
、
東
京
美
術
学
校
を
、
二
度
の
飛
び
級
を
果
た
し
て
1
9
0
4
年
に
卒
業
。
同

期
卒
業
生
は
青
木
繁
、
熊
谷
守
一
、
山
下
新
太
郎
、
和
田
三
造
な
ど
合
計
１０
名
。
児
島
は
、

引
き
続
き
同
校
研
究
科
に
学
ぶ
が
、
在
学
中
の
1
9
0
7
年
3
月
2０
日

－

7
月
3１
日
に
上

野
で
開
催
さ
れ
た
東
京
府
主
催
の
勧
業
博
覧
会
美
術
展
（
以
後
、
東
京
府
勧
業
博
展
）
に

《
な
さ
け
の
庭
》（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
と
《
里
の
水
車
》（
大
原
美
術
館
蔵
）
を
出

品
し
、
前
者
が
洋
画
部
門
一
等
賞
か
つ
宮
内
省
買
上
と
な
り
一
躍
そ
の
名
を
高
め
る
こ
と

と
な
る
。

　

こ
の
博
覧
会
は
3
4
0
万
人
が
来
場
す
る
盛
況
ぶ
り
で
、
美
術
展
も
西
洋
画
だ
け
で
99

点
の
入
選
作
か
ら
さ
ら
に
受
賞
作
が
絞
ら
れ
る
競
技
会
形
式
の
本
格
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
同
じ
一
等
賞
に
名
を
連
ね
た
の
は
岡
田
三
郎
助
（
1
8
6
9

－

1
9
3
9
）、
中

沢
弘
光 

（
1
8
7
4

－

1
9
6
4
）、
中
村
不
折 

（
1
8
6
6

－

1
9
4
3
）、
満
谷
国
四

郎
（
1
8
7
4

－

1
9
3
6
）、
山
本
森
之
助 （
1
8
7
7

－

1
9
2
8
）、 

和
田
英
作
（
1

8
7
4

－

1
9
5
9
）
だ
が
、
こ
の
う
ち
岡
田
、
満
谷
、
和
田
は
、
こ
の
展
覧
会
、
さ
ら

に
半
年
ほ
ど
後
と
な
る
同
年
１０
月
に
創
設
さ
れ
た
文
部
省
美
術
展
覧
会
で
中
村
も
加
え
て

審
査
員
を
務
め
て
い
る
。
す
で
に
高
い
評
価
を
受
け
る
画
家
た
ち
に
混
じ
っ
て
、
ま
だ
学

生
で
あ
っ
た
児
島
が
受
賞
し
た
わ
け
で
あ
るｉ
。

　

こ
の
壮
挙
を
受
け
、
大
原
孫
三
郎
の
経
済
的
支
援
に
よ
っ
て
、
児
島
は
1
9
0
8
年
か

ら
5
年
間
の
滞
欧
を
果
た
し
、
画
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
る
と
共
に
、
大
原

美
術
館
の
礎
と
な
る
西
洋
美
術
作
品
収
集
を
始
め
る
こ
と
と
な
る
。

書
簡
の
意
義

　

1
9
0
7
年
の
東
京
府
勧
業
博
展
は
、
児
島
虎
次
郎
に
と
っ
て
国
内
的
に
高
い
評
価
を

受
け
る
と
と
も
に
、
5
年
間
に
及
ぶ
滞
欧
の
機
会
を
得
る
重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
。
そ
の

出
品
作
で
あ
る
、《
な
さ
け
の
庭
》
と
《
里
の
水
車
》
の
制
作
の
状
況
が
、
こ
こ
で
紹
介
す

る
書
簡
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
い
。
ま
た
従
来
は
、
十
分
な
検
討
資
料

が
な
い
た
め
、
こ
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
大
原
孫
三
郎
が
推
奨
し
た
と
推
定
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
児
島
の
滞
欧
が
、
す
で
に
先
ん
じ
て
児
島
よ
り
強
い
希
望
が
伝
え
ら
れ
て
い
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た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
東
京
府
勧
業
博
展
へ
の
制
作
、
出
品
に
あ
た
っ
て
、
東
京
美
術
学
校
教
授
で
あ
り
、

東
京
府
勧
業
博
展
の
審
査
員
も
務
め
た
黒
田
清
輝
（
1
8
6
6

－

1
9
2
4
）
の
具
体
的

な
関
与
の
在
り
方
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
も
大
き
い
。
ま
た
そ
の
こ
と
は
、

す
で
に
《
海
の
幸
》（
1
9
0
4
年
作　

ア
ー
テ
ィ
ゾ
ン
美
術
館
蔵
）
な
ど
で
高
い
評
価
を

得
て
、
東
京
府
勧
業
博
展
へ
も
現
在
で
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
《
わ
だ
つ
み

の
い
ろ
こ
の
宮
》（
ア
ー
テ
ィ
ゾ
ン
美
術
館
蔵
）
を
出
品
し
な
が
ら
、
三
等
末
席
と
い
う
低

評
価
を
受
け
た
青
木
繁
と
の
対
比
を
考
え
る
た
め
の
き
っ
か
け
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

　

加
え
て
、
東
京
美
術
学
校
在
学
中
に
模
写
を
行
っ
た
《
支
倉
常
長
像
》（
東
京
藝
術
大
学

大
学
美
術
館
蔵
）
と
、
東
京
府
勧
業
博
展
以
降
に
制
作
さ
れ
た
《
登
校
》（
高
梁
市
成
羽
美

術
館
蔵
）
の
制
作
経
緯
を
把
握
す
る
こ
と
も
出
来
る
。

　

現
在
は
仙
台
市
博
物
館
が
所
蔵
し
、
慶
長
遣
欧
使
節
関
係
資
料
と
し
て
国
宝
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
《
支
倉
常
長
像
》
の
模
写
は
、
当
時
の
東
京
美
術
学
校
関
係
者
が
、
文
化
財

保
護
に
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
た
の
か
を
示
す
具
体
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
郷
里
成
羽
に
長
期
間
留
ま
っ
て
《
登
校
》
制
作
に
没
頭
し
た
こ
と
や
渡
欧
準
備
も

あ
っ
て
、
1
9
0
7
年
１０
月
の
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
へ
、
児
島
が
出
品
す
る
こ
と

も
考
え
て
い
な
か
っ
た
様
子
が
把
握
で
き
る
。

《
な
さ
け
の
庭
》と《
里
の
水
車
》に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究

　

児
島
虎
次
郎
の
活
動
概
要
に
つ
い
て
最
初
に
ま
と
め
ら
れ
た
文
献
と
し
て
、
虎
次
郎
の

長
男
の
児
島
虓
一
郎
や
甥
の
児
島
直
平
に
よ
り
編
ま
れ
た 『
児
島
虎
次
郎 

三
十
三
回
忌
供

養
志
』（
私
家
版　

1
9
6
1
年
）
所
収
の
「
児
島
虎
次
郎
略
年
譜
」、
そ
し
て
児
島
直
平

『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』（
児
島
虎
次
郎
伝
記
編
纂
室　

1
9
6
7
年
）
が
あ
る
。

　
「
児
島
虎
次
郎
略
年
譜
」
で
は
、《
里
の
水
車
》
に
描
か
れ
た
人
物
と
場
所
に
つ
い
て
、

成
羽
川
総
門
橋
北
詰
約
2
0
0
m
上
流
に
あ
り
当
時
児
島
家
所
有
と
な
っ
た
水
車
小
屋
で
、

モ
デ
ル
は
児
島
の
実
姉
谷
田
タ
キ （
戸
籍
上
は
「
た
き
」）
と
そ
の
娘
（
2
才
）
で
、
手
拭

い
を
被
っ
た
娘
を
「
松
島
と
し
子
（
当
時
15
才
） 

成
羽
町
下
原
上
之
丁
の
曲
り
角
で
中
島

屋
と
い
っ
た
家
の
娘
」
と
詳
細
に
伝
え
て
い
る
。
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
推
論
を
試
み
な

が
ら
、
具
体
的
な
記
載
は
な
い
。

　
『
児
島
虎
次
郎
略
伝
』
で
は
、
1
9
0
6
年
2
月
に
岡
山
孤
児
院
で
《
な
さ
け
の
庭
》
が

制
作
さ
れ
、 《
里
の
水
車
》
は
、
そ
の
完
成
後
の
初
夏
に
成
羽
で
描
い
た
も
の
と
記
さ
れ
、

こ
れ
に
基
づ
い
た
認
識
が
広
く
定
着
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
両
文
献
と
も
典
拠
不

明
の
記
述
や
他
の
一
次
資
料
と
齟
齬
の
あ
る
内
容
も
多
く
、《
里
の
水
車
》
と
《
な
さ
け
の

庭
》
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、《
な
さ
け
の
庭
》
と
《
里
の
水
車
》
の
両
作
品
の
制
作
経
緯
に
つ
い

て
、
児
島
逝
去
直
後
の
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
5
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
美
術
新
論
』
4

巻
5
号
掲
載
の
金
井
文
彦 「『
な
さ
け
の
庭
』 

当
時
の
思
い
出
」
の
記
述
が
、
こ
れ
ま
で
は

基
本
的
な
情
報
と
な
っ
て
い
た
。
金
井
の
記
述
は
、
児
島
か
ら
金
井
宛
の
手
紙
に
依
拠
し

て
1
9
0
6
年
7
月
末
に
成
羽
へ
帰
省
し
た
児
島
が
ま
ず 

《
里
の
水
車
》
を
制
作
し
、
同

年
１１
月
１8
日
か
ら
岡
山
孤
児
院
に
通
い
、
事
務
所
の
2
階
を
画
室
に
借
り
受
け
、 

１2
月
半

ば
か
ら
着
彩
を
始
め
翌
年
2
月
ま
で
制
作
を
行
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
8
畳
の
部
屋

は
光
線
の
具
合
も
良
く
画
室
と
し
て
も
十
分
と
い
う
環
境
の
中
、
早
暁
に
起
床
し
て
孤
児

院
の
あ
る
東
山
を
登
り
孤
児
た
ち
と
感
謝
と
祈
り
を
共
に
し
た
後
、
夕
方
ま
で
制
作
に
打

ち
込
む
日
々
を
送
る
と
い
っ
た
状
況
も
伝
え
て
お
り
、
今
回
の
書
簡
で
確
認
で
き
た
内
容

と
齟
齬
は
な
い
。

　

こ
の
他
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ブ
ロ
グ
的
な
記
載
で
、
谷
田
タ
キ
か
ら
の
伝
聞
を

主
に
、《
里
の
水
車
》
に
関
し
て
、
異
な
る
取
材
場
所
と
モ
デ
ル
を
挙
げ
る
記
述
も
あ
る

がⅱ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
は
東
京
府
勧
業
博
展
出
品
の
2
作
品
の
制
作
経
緯
は
、

金
井
文
彦
の
伝
え
る
と
こ
ろ
を
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
ゆ
え
に
、
重
ね
て
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
大
原
孫
三
郎
宛
の
児

島
虎
次
郎
書
簡
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
こ
れ
に
よ
り
、《
里
の
水
車
》《
な
さ
け
の
庭
》

の
制
作
時
期
や
場
所
、モ
デ
ル
に
つ
い
て
も
金
井
の
記
述
を
大
き
く
超
え
る
詳
細
な
情
報
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。ま
た
出
品
前
の
黒
田
清
輝
の
関
り
の
あ
り
よ
う
も
垣
間
見
え
る
う
え
、

展
覧
会
出
品
後
の
両
作
品
の
移
動
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
動
き
を
把
握
出
来
る
の
で
あ
る
。
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ⅰ　

 
東
京
府
勧
業
博
覧
会
の
西
洋
画
部
門
の
審
査
員
は
、
主
任
が
黒
田
清
輝
、
以
下
は
、
久
米
桂
一
郎
、
小
山
正
太
郎
、
松
岡

寿
、
河
村
清
雄
、
岩
村
透
、
そ
し
て
岡
田
三
郎
助
、
和
田
英
作
、
満
谷
国
四
郎
。「
東
京
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告
巻
二
」
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

https://dl.ndl.go.jp/pid/801788/1/124

ⅱ　

 『
生
誕
１
３
０
年　

児
島
虎
次
郎
―
あ
な
た
を
知
り
た
い
』（
大
原
美
術
館　

２
０
１
１
年
）
P
33　

に
同
時
点
で
把
握
で

き
て
い
た
情
報
を
記
載
し
て
い
る
。




